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　時代錯さく誤ごと呼ぶ人間もいるが、怪かい盗とうはたしかに存在する。




「動くな！」

　胴どう間ま声ごえに一いつ喝かつされて、その男はゆっくりと振り向いた。

　シルクハットにタキシード。おまけに黒マント。まるで漫画かアニメの世界の住人だ。しかし百年ほど前は、たしかにこんな姿の貴人は存在していたのである。

　その男は白手て袋ぶくろをはめた手でガラスのショーケースに触ふれ、そっとなでるように指を動かした。まるで手でケースの中を探っているかのようだ。ガラスケースの中など見ればわかるのに。

「久しぶりに犯行前のおまえを見ることができたよ――怪盗百ひやく色しき。窃せつ盗とうの現行犯で逮たい捕ほする。神しん妙みようにお縄なわにつけって言ったらついてくれるか？」

　ガラスケースの中に厳げん重じゆうに保管されているのは、こぶし大の大きさを持つ、赤い宝石。

　怪盗百色は顔だけこちらに向けたまま、無言でガラスケースをなで回している。

「今夜十二時、日本近代芸術センターに保管されてある『マリアの聖せい涙るい』を頂ちよう戴だいする――いつもいつも予告通りご苦労さん」

　怪盗は無言。

「警けい備びの人間が少ないから、入りやすかっただろう？　今じゃこの美術館、五百人の警官と機動隊が包囲しているぞ。ついでにマスコミと野次馬もな。全員の顔写真と指し紋もんを採とっている。彼らに化ばけて逃げることも不可能だ」

　怪盗はやはり黙だまったままケースをなでている。

　やがて、怪盗の指が止まった。

　指の間にはさまれているダイヤ製のガラス切りに気づいただろうか。

　こんこん、とケースをノックすると、綺き麗れいな丸い穴が開いた。

　ビ――――ッ！

　空間が真っ赤に染まり、けたたましい声で警報ブザーが鳴き始める。

「なっ……今さらどうするってんだ!?」

　朱に染められた空間に、ケースから取り出した宝石を掲かかげてみせる怪盗。タキシードの胸ポケットから一枚の紙を取り出すと、宝石にペタリと貼はった。

　宝石をガラスケースの上に置く。

「ん？」

　怪盗はシルクハットのつばを直すと、そのまま出口に向けて歩き出す。

　刑事の横を通り過ぎ、

「あ、あれ？」

　一瞬、怪盗とガラスケースを見比べる刑事だったが、

「あっ！」

　たしかにガラスケースの上には宝石が置かれていたはずなのに、目を離した一瞬の隙すきに宝石が四角い箱にすり替わっていた。貼られている紙だけが一緒だ。

　そして、後ろを振り向くと怪盗の姿も消えていた。

「あれっ!?」

　刑事はガラスケースに走り、ケースの上の箱を見る。

　箱に貼られた紙を見て、

「あ、あの野郎～！」

　刑事はすぐに外の刑事たちに応援を呼ぶために駆け出した。




　紙にはこう書かれてあった。

――休日出勤ごくろうさま。結婚記念日のお祝いです。奥さんの機き嫌げんを損そこねないように。
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　ここ御ご色しき町ちようには、とある事情で有名な一家がある。

　カーテンの隙間から漏もれる白い陽光が、ダイニングルームを活動的に照らし出す。トーストとコーヒーの匂においと、軽い眠気が朝の空間を演出していた。

「ご覧いただけましたでしょうか？　これが巷ちまたを騒がせている怪盗百色の姿です。このあと機動隊やＳＡＴの銃撃から華か麗れいに逃げるのですが……あ、ここです。うわぁ見事ですねー。手品みたい。テレビの前の皆さんも、たぶん初めて目にするだろうと思われますが、怪盗百色を撮さつ影えいした映像作品はこれが世界初ということになりまして――」

　その有名な一家、吉よし永なが家けのテレビの中で女性リポーターが興こう奮ふんしながら唾つばを飛ばしていた。朝のニュースにしてはテンションが高く、この時間にやるはずのスポーツコーナーも繰り下げて怪盗百色の特集を放映し続けている。

「お、百色だって。久しぶりだなー」

　トーストをかじりながら嬉うれしそうにブラウン管を指さしているのは、吉永家の末っ子、双ふた葉ば。トゲトゲしいポニーテールが印象的な、九歳の女の子だ。ボーイッシュといえば聞こえはいいが、クラスの男子も平気で泣かすその凶きよう暴ぼうぶりは伝説としてご町内に知れ渡っている。

　さすがに暑くなってきたので、今日の双葉はＴシャツにスパッツというどこで何をしても構わない服装に衣ころも替がええしていた。

　双葉の記憶では、最後に百色を見たのは去年の冬だった。今は七月の中ほどだから、もう半年以上見ていないことになる。

「なーんか、有名になって数年が過ぎたバンドの新しん譜ぷが発売されたときのような雰囲気だよなぁ」

　有名バンドのたとえは気分だけでない。怪盗百色の話題がメディアに出ると、半月は話題をかっさらっていく。それほど人々に浸しん透とうした名前なのだ。

「相変わらず面白い恰かつ好こうしてるんだね。これも怪盗の余裕ってヤツなのかな」

　コーヒーをすすりながら、のんきな笑顔を浮かべているのは長男の和かず己み。まるで清純な少女のような顔立ちで、本人が一番そのことを気にしている。性格の方も臆おく病びようだが、やるときにはやる、立派な高校生男子だ。

　ブレザーからシャツに衣替えして、ようやく少しは男らしく見えた。暑い季節だから長い髪を切ろうと思うのだが、クラスの友人から「キャラが薄くなるから切るな！」と訳のわからない説得をされ続けている。おかげでいまだに女の子っぽさが消えない。

「あ、見ろよ。百色がなんか出す」

　テレビ画面の百色は波は止と場ばで警官に囲まれていた。和己はそれほど百色に執しゆう着ちやくしていなかったから、今がどの場面なのかわからなかった。彼の記憶だと、たしか先ほどのシーンで百色は警官隊から逃げたはずだが……？

　黒いタキシードの怪人はマントの中から七色の紙テープを出すと、それを空に投げつけている。狼ろう狽ばいした警官隊が一いつ斉せいに発はつ砲ぽうすると、突然百色の身体が消失した。

「えっ？」

　和己が驚いたのもつかのま、カメラが上方へパンする。低空を飛んでいたヘリコプターから縄なわ梯ばし子ごが降りており、百色のテープはその梯子に絡からまっていた。消失したかのように見えたタネはこういう事だったのである。

「すげぇ！　映画みたいだ！」

　双葉はすっかり興奮していたが、

「あれ……でも」

　和己はちょっと考える。なんだかいかにも映画的な撮り方だと思ったからだ。警察か誰だれかが撮った映像なら、最初から飛来するヘリコプターを映すのではないか。

「いかがでしたでしょうか、怪盗百色のイリュージョンの数々。これまでに彼は十三の美術館に侵しん入にゆうして『ゴダールの戦せん斧ぷ』をはじめとする有名な絵画や彫刻を盗んでおり、被害総額は一兆円を超えるそうです」

　テレビではようやく平静を取り戻したらしいアナウンサーが百色の記事を読んでいる。画面右上のスーパーには「よみがえる現代の怪盗！　百色の映像独占入手！」と書かれてあった。

「また、大企業からデータを盗むこともやっており、情報が価値を持つ現代、百色は見えない宝にも興味を持っているようです。さて、コメンテーターの――」

　映像が終わり、双葉も和己も朝食に戻る。二枚目のトーストにジャムを塗りたくっている双葉が、ふと手の動きを止めて天てん井じようを見上げ、

「しっかし、よくやるよなぁ」

　しみじみとつぶやいた。

「ん？」

「いや、百色。だってさあ、あんな恥ずかしいカッコで銃弾避よけるんだぜ！　あらゆる意味でスゲェと思わねぇ？　バカだろハッキリ言って」

「う、うん、まぁ、そうだけどさ……趣味ってのは人それぞれだからさ」

　お世辞五〇％で和己が同意すると、

「まぁ兄貴が女みたいなカッコしてるのも趣味みたいなもんだしな」

「……ふ～た～ば～ちゃ～ん！」

　ゆらりと椅い子すを立つ和己に、双葉は笑いながら、

「お、どうした？　今度は兄貴が怪盗に立候補か？　『現代によみがえる怪人！　はたして男なのか女なのか！』ってさ」

「うぅ～……！」

　兄の弱点を妹が挑ちよう発はつし、いつもならそこで大ゲンカが始まるはずなのだが、今日の和己は今一歩のところで踏みとどまって反撃を試こころみた。

「……ふん。だったら双葉ちゃんだって『現代によみがえる怪獣！　今すぐ逃げろ火を噴ふくぞ』って売り出せばいいんだよ」

「誰が火なんか噴くかぁっ！」

　双葉の子供らしからぬ三さん白ぱく眼がんがさらに吊つり上がり、次の瞬間、彼女は椅子を蹴けって和己に飛びかかった。和己も椅子を手に持って迎げい撃げき体勢をとる。

　吉永家恒こう例れいの兄きよう妹だいゲンカだ。妹の小ささと兄の虚きよ弱じゃく体質が、ちょうどいいパワーバランスで魅みせるケンカを繰り広げてくれるのだが。

『その辺にしておけ』

　無機質な声が、ふたりの間に割って入った。

　双葉が乗っかったテーブルと、和己が立っているダイニングの床。ちょうどその中間にあるパパ用の椅子に、それは座っていた。

　石の犬。

　金属のような光こう沢たくを放はなつ、未知の材質で形作られた逞たくましい体たい軀く。お座りの姿勢は服従ではなく、挺て子こでも動かない決意を表明したもの。奇怪な紋もん様ようが彫られている首からは、鈴が下がっている。そして、この犬の名を決定づける、背中に生えた悪魔の翼つばさ。

『毎朝のように喧けん嘩かを繰り返しているが、汝なんじらはそれが趣味なのか？　我われとママ殿が何度止めても聞き入れてはくれないようだが、少しは反省の色を――』

　喋しやべっている途中で、双葉が両足を揃そろえてジャンプした。

「ふんっ！」

　当然のように鋭いドロップキックを喰らわせる。

　椅子から派手に転がり落ちるが、犬の姿勢は崩れない。お座りをしたまま横になっている。

「おはようガーくん」

「黙れガーゴイル」

　和己と双葉がそれぞれの挨あい拶さつをした。ガーゴイルと呼ばれたその犬は、倒れた姿勢のまま『おはよう』と返す。

　この石像がつまり、とある事情なのだった。

　正式名称、門番型自動石像。御色駅南口商店街の福引きで引き当てた景品だ。名前の通り、門番が仕事。外敵を倒すのが生まれ持っての義務なのだが、平和な日本のさらに平和な御色町ではその力を持てあまし気味であった。

　百年ほど前に製造され、近年ようやく仕事が与えられたガーゴイル。最初は慣れない世界にとまどいの色を隠せなかったが、町の動物たちの悩みを聞いてあげたり、道案内をしたりと、小さなことからコツコツと始めている。もちろん門番としての責せき務むも果たしており、御色町内の泥どろ棒ぼうは全すべてガーゴイルの手にかかって牢ろう屋やに放り込まれている。春に双葉が誘ゆう拐かいされた時も、体を張って助けてくれたのがこの石像なのだ。

「つーかおまえの身体からだ、熱いな」

『今日は気温が高い。石である我は熱せられる。それはそうと朝食はもっと静かに摂とるべきだ。消化に良くない。時間にゆとりがあるのは歓迎すべき事態だが、それを喧嘩に費ついやしては元も子もないだろう』

　ガーゴイルが吉永家の家族になってから、そろそろ一年の四分の一ほどの時間が過ぎようとしている。現在ではこの時代に順じゆん応のうしつつあり、多少の事態は自分の裁さい量りようで判断できるようになっていた。

　が、ガーゴイルが吉永家の「門番」である以上、平凡な生活はまだまだ遠く彼方かなたにあるようだ。

『ところで、今日の原因はなんなのだ？　そして双葉は卓から降りろ』

　いつのまにかテーブルの上に鎮ちん座ざしているガーゴイルがどちらにでもなく問う。

「アレだ、アレ」

　テーブルから降りながら双葉がテレビを指さす。また怪盗百色の話題に戻ったようで、画面にはタキシード姿の男が大きく映し出されていた。

『ふむ。狂人か』

「違う違う」

　和己が手を振る。

「怪盗だよ」

「似たよーなもんだけどな」

　双葉が笑いながら同意する。

『怪盗か。我の記憶にもあるぞ。鼠ねずみ小こ僧ぞうや二十面相などだな』

「そうそう。なんか現代によみがえった怪盗って銘めい打うってるけどさ、結局はエンターテイナーだよね」

　苦笑する和己に、ガーゴイルも納得する。愉ゆ快かい犯はんの類たぐいはガーゴイルも一度相まみえたことがあるが、悪い人間だという印象は受けなかった。それでも、犯罪者は見過ごせないのはガーゴイルの気質だ。

『ふむ……』

　ガーゴイルの瞳ひとみは、ブラウン管の中をせわしなく動いている怪盗にひきよせられている。今は画面中が美しい花で埋うめつくされていた。百色が出現させた花はな吹雪ふぶきだ。

　きっと百色はエンターテイナーなのだろう。彼はカードや紙吹雪などで警察の目をくらませることがよくある。普通は怪盗という職業それ自体が目立つものだが、百色の場合、それに手品をミックスしたようだ。

『色しき彩さいに惑まどわされがちだが、足運びといい、警官の隙をつく契けい機きといい、たしかに怪盗と名乗るだけの術すべを持っているな。そして派手な演出は知覚を分散させる役割も担になっている。黒が目立たなくなるのだ』

「へー。よく分かるなぁ」

『双葉よ。その程度の事も把は握あくできずして、門番を名乗るわけがなかろう』

「へいへい」

　やがてテレビの中に変化が起こった。

　何やらアナウンサーたちの間に動どう揺ようが見える。数秒の間、番組が沈ちん黙もくすると、一枚の紙を持った女性アナウンサーが、

「ただいま臨時ニュースが入りました！　なんと、怪盗百色からこの番組宛てにメッセージが届いています！」

　吉永家にも動揺が走った。

　おそらく、この番組を見ている全ての人間が驚いただろう。視聴率はどのくらい跳ね上がるのだろうか。

「マジ？　おいちょっと兄貴、ボリュームボリューム！」

「う、うん」

『それよりも双葉、和己。そろそろ学校へ行く支し度たくをしないと――』

　ガーゴイルが言いかけたとき。

　画面いっぱいに男の上半身が映うつった。年齢は二十代後半から三十代前半といったところか。シルクハットをかぶったその顔は、日本人ながら西洋紳しん士しを思わせる落ち着きぶりがうかがえる。美形俳優というより、芝しば居いもバラエティもこなすマルチタレントのような顔だ。きっと日本中の主婦は熱狂しているだろう。

　その紳士、怪盗百色が口を開く。

《えーと、これマイク入ってるのか？　あ、うん。えー、おはよう、日本の皆さん。私が怪盗百色だ。私の噂うわさはすでに君たちの耳に入っていると思う。入っていなくとも、先ほど、私のプロモーションビデオをご覧になっていることだろう。気に入っていただけたかな？　アレは作るのに苦労したよ》

「ってアレあいつが撮ったのかよ！」

　ツッコミを入れる双葉の隣で、だからヘリコプターを映さなかったのか、と和己も納得していた。

《私の数々のイリュージョン、堪たん能のうしていただけたかな？　楽しんでいただけたら幸いだ。私は市民の味方だからね。今回手に入れた宝石、「マリアの聖涙」は裏のシンジケートを通じて換かん金きんした。今頃は世界中の孤こ児じ院いんに配当されているだろう。ああ、痕こん跡せきをたどっても無む駄だだ。足跡一つ見つからないと思うよ。それに――せっかく恵まれない子供たちにあげたプレゼントだ。取り上げるのは無ぶ粋すいとは思わないかね？》

『ふん。義ぎ賊ぞくのつもりか』

　ガーゴイルが珍しく苛いら立だった声でつぶやいた。

《さて、話は変わるが、私は今までありとあらゆる場所に侵入してきた。最近のセキュリティシステムは侮あなどれないものだ。的確に私を捕まえようとしてくる。文明の進歩には本当に驚かされる。だが、私は今まで捕まったことがない。なぜだかわかるかな？　簡単な方程式だ。私の侵入技術がシステムを上回っているからだよ》

　ここで百色は口元に手を当てて笑う。カメラに目線を向けるその仕草は、無意識にカメラを意識してしまうような不自然さを感じさせない。俳優としても一流なのだろう。

《私は、あえて警察ではなく、セキュリティシステムの技術者に挑戦したい。誰でもいい、私を捕らえることのできる「目」と「腕」を作れる者はいないか。私はどんなトラップでも破って見せよう。そう――》




《どんな門番でも、だ》




　吉永家のテーブルが震えた。

　テーブルの上に乗っているのは、ついさっき双葉に降りろと指示した石の犬。

『ほう……』

　ガーゴイルは自然な風ふうを装よそおって、テレビを注視している。いや凝ぎよう視しと言ってもいい。

「ガーくん……？」

　和己がおそるおそるガーゴイルを見上げる。

　ガーゴイルは動かない。むしろ平然としているように見える。

　それが逆に怖い。

「兄貴、あたし先にガッコ行く」

「ま、待って双葉ちゃん！」

　双葉は逃げるようにカバンを摑つかむと、そのままダイニングを出ようとする。その後を和己が追いかけようとすると、カーペットにつまずいて転んでしまった。

「バカ何やってんだ兄貴！　逃げろ！」

「待って、ていうかガーくん落ち着いて！」

　尻しり餅もちをついたまま、和己が叫ぶ。まるで命乞いをしているようだ。

『我は平静だ。そうか……どんな門番でも……』

　テレビではまだ百色が語っている。

《私の技術なら、たとえ警官隊が百人かかろうともたやすく侵入できるはずだ。私にかかれば門番などあってなきが如ごとし。配置するだけ無む駄だというものかな？》

『どんな門番でも……か。そうか。どんな門番でも……』

　同じ言葉をブツブツと繰り返すガーゴイル。

　二つの瞳が強く輝いている。この印はガーゴイルが目から――

　ふと気がつく双葉。

「そうだ、ママ！」

　無口だが明るい、ある意味で吉永家最強のママ。さっきまで一緒に朝食をとって、そのままキッチンで洗い物をしているはずだ。ママならばガーゴイルを止められるのではないか。和己の目にも希望の灯がともる。

「ママ、ガーくんが！」

　和己はママの姿を捜さがす。

　いた。

　ガーゴイルの後ろで、立ったままテレビを観ていた。

　赤くなった頰ほおに手を当てて、うっとりしている。

「ダメだ双葉ちゃん、ママが百色に魅み入いられてる！」

「イイ男に弱いからなぁ、ママ……」

　がっくりと肩を落とす吉永家の子供たち。

《どんなセキュリティシステムでもかかってくるがいい！　この怪盗百色に敵はない！　門番など私にかかればハリボテ同然だ！　あれ、このテープあと何分撮れる……》

　ぼぉん！

　突如、吉永家の二九型ワイドテレビが爆発した。

　ガーゴイルの眼から発射された二本の光線が、一秒前まで映し出されていた百色の顔面を貫つらぬいたのだ。飛び散る破片が吉永家のダイニングを蹂じゆう躙りんする。和己も双葉も手に持ったカバンで身を隠しており、ママに至ってはボーっと突っ立ったままだ。

　そして我に返ったガーゴイルは、惨さん劇げきと、さらなる惨劇の予兆を見た。

　狼煙のろしをあげるワイドテレビ（パパがボーナスで買った）に吉永家一同の視線が集中する。これからどうすべきか、全員が悩んでいた。和己は壊こわれたテレビを。双葉はガーゴイルの処しよ遇ぐうを。ママはその両方を。

『……その』

　誰も反応しない。

『……あれだ、うむ』

　時計の針が八時を告げる。

　そのまま秒針が一回りした頃。

『……これは我に対する怪盗百色からの挑戦状だな』

「言うことはそれだけかぁ！」

　双葉のドロップキックが卓上のガーゴイルに炸さく裂れつした。




　結局、ガーゴイルの忠告の甲か斐いなく、双葉と和己は遅刻してしまったのだった。
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　午前中はいつも通り過ぎていった。

　いつものようにママが野良猫の菊きく一いち文もん字じに餌えさを与え、街の動物たちがガーゴイルを頼って吉永家を訪れる。最近では動物も猛暑に辟へき易えきしているらしく、良い避暑地の情報を乞いにやってくるケースが多い。

　ガーゴイル自身も目玉焼きができるくらいの温度になっていた。体感温度と無縁のガーゴイルにとっては、文字通り涼しい表情のままだが。

　そんな午後のこと。

　一台のタクシーが吉永家の前で停車した。

『む……？』

　どうやら来客のようだ。

　最近、吉永家を訪れる珍客が増えていた。ほとんどの客はガーゴイルにおびえて二度と来なくなるのだが、それでも客足は途と絶だえない。なんとかならないものかとガーゴイルは思うのだが、原因が悩んでいてもしょうがない。

　双葉誘拐事件の件もある。丁てい寧ねいな物腰の来客にも、最大限の警けい戒かいをしなければならない。ましてやこのご時じ世せいだ。どんな人間も危険を孕はらんでいる。

「おいくらでしたか？　じゃあ、これで。ああ、いいですおつりは。いいですってば。いやいいですってホント――え、足りない？　申し訳ない。じゃあこれで……」

　男の声が車内から聞こえる。

　二十代後半から三十代前半。背は低くない。全身の筋肉はかなり鍛きたえられている。高等教育とおそらく戦闘訓練を受けている。肺機能は高い。知能も高い。内ない臓ぞうに持病はなし。

　声質からガーゴイルが分ぶん析せきした男の情報だ。

　声は重要だ。

　その人間の全ての情報が詰まっていると言っても過言ではない。よく「目を見ればわかる」と言うが、眼球から判断できるのは気分と健康状態だけだ。優すぐれた心理学者は眼球の動きで心を読めるらしいが、よほどの知識と集中力が必要だ。簡単な気分は読めても、心の奥底の感情までは読めないだろう。

　ガーゴイルも、人間の心までは読めない。

　だから声は重要な情報源なのである。

　そして、押おし問もん答どうを終えた男がタクシーから降りてきた。

　車から伸びた黒い革靴と、黒いスラックス。

　その上にある黒いタキシード。

　白い手袋。

　黒いマント。

　彫ほりの深い男の顔。

　さらにその上にシルクハット。

「吉永、と。ここで間違いないな」

　表札を見つめたその男――怪盗百色は視線を上げて、ガーゴイルを見た。

　帽子を取り、胸に手をあて、優雅に一礼。

「お初にお目にかかる。君が吉永さん家ちのガーゴイル君かな？」

『いかにも。我が吉永家の門番、ガーゴイルだ』

　二者は無言のまま、相手の能力を探るように見つめ合っている。

　七月の午後、ガーゴイルと怪盗百色は、こうして対面したのだった。

「私のことはご存じだろうか？」

『今け朝さ知った。なかなか奇き抜ばつな術を使うそうだが』

「それはありがとう」

『……褒ほめたつもりはないのだが』

「奇抜というのは、私に対する褒め言葉だ」

　涼しい笑顔を浮かべる百色。ママが見たら卒そつ倒とうするだろう。買い物に出かけているのは不幸か幸運か。

『ところでその恰好、熱を吸収して暑いのではないか？』

　言われて、百色は自分の恰好を見直す。汗一つかいていないのが逆に不気味で、まるで彼だけ季節の外に追いやられたような、不思議な錯さつ覚かくを覚える。

「暑い。だが黒は紫外線を吸収するので健康にはいいのだ」

『そういうものか』

「恰好のことなら、私からも質問があるのだが」

『なんだ』

「君はいつもそうやっているのか？」

『……日による』

　顎あごに手を当ててガーゴイルを観察する百色。




　ガーゴイルは二階の窓からロープで逆さまに吊られていた。




「ひょっとして、触れてはいけない話題だったか？」

『いや……間接的な原因は汝にもあるのだが、直接手を下くだしたのは我だ。気にするな』

　百色は首をかしげていたが、ガーゴイルはそれ以上詮せん索さくされたくなかったので、早々に話題を変えることにした。

『して、何なに用ようだ怪盗よ』

「怪盗が姿を現すとき――決まっているだろう？　盗みに来たのだ」

『ほう。吉永家に盗みに入ると言うか』

　ガーゴイルの両眼が輝く。

「と言いたいところだが、本当の目的は別にある」

　百色はシルクハットのつばを上げ、ガーゴイルの眼を見据えた。ガーゴイルの殺気を含ふくんだ眼力をたやすく受け流す百色。

「世界最高のセキュリティシステムに挑戦しに来た」

『なんだと？』

「君は裏の世界で何かと有名だからね。私も最初は都市伝説の一種だと思っていたのだが……なるほど、ここにこうして存在している以上、噂も本当なんだろうな」

　百色は視線をそらし、吉永家全体を見上げた。

「いい家だ」

　ガーゴイルがぶら下げられている、守るべき家。三階建ての吉永家は直方体の形をしており、小さなビルディングのようにも見える。暖色系の煉れん瓦がで覆おおわれた壁は、無機質な印象を与えずに周囲の家に溶け込んでいる。壁が丸みを帯おびているように見えるのは、パパの知り合いだという建築家のセンスなのだろう。

「ガレージはないのかい？」

『ない。ここから少し離れたところに駐車場がある』

「ふむ。それほど車に執着してるご主人ではないのか」

『どういうことだ？』

「いや」

　百色は吉永家の外壁をなめるように見回しながら、軽い口く調ちようで言った。

「盗むものを探しているのさ。噂のガーゴイルが守護する家の物品を手に入れることができれば、私の侵入技術は君をも上回ることになるからね」

『……確かに、汝の言うとおりだ』

　ガーゴイルも百色の意い図とをくみ取った。

　対抗すると言うのか。

「言っただろう？　どんな門番でも破る、と」

　今朝のニュースで言った言葉。あれは本当に百色の挑戦状だったのだ。

『――吉永家の者は関係ない。手を出したら、ただではすまさんぞ』

「家の人には手を出さない。物を一つでももらえればいいんだ」

　ニヤリと笑う百色は、すでに盗む物品の目め星ぼしをつけたようだ。

　だがガーゴイルには関係ない。盗む物がなんであれ、家に入れなければいいのだ。

『断る』

「ならば、実力行こう使しだ」

　百色が行動を起こす前に、逆さかさまになったままのガーゴイルが動いた。

『カァッ！』

　両眼に溜ためていた光線が百色を狙ねらって襲いかかる！

　振しん動どうで首の鈴がジリジリと音を立てた。

「っ！」

　ばしん！

　電気がショートするような音が吉永家の前に響く。威い力りよくは手加減したが、速さは光のそれに近い。

　避けることなど不可能。仮に受けたとしても、生身の人間では――

『……なんだと？』

　百色はその場に立っていた。

　光線を無力化したのは、彼の両手にある数枚のカード。百色が手を離すと、煙を上げながら、はらはらと地面に散ってゆく。

「ふぅ……噂に聞いていたが、本当に光線を出すんだな。一番硬いカードを持ってきて正解だった」

　手袋は熱を通さない強い繊せん維いを使えばどうとでもなるが、カードの方はどのような材質なのか。大きさも裏面のガラもごく普通のトランプだ。角かどを使えば、もしかしたら人体に刺さるのではないか。

『なるほど。ならば我も少し力を出そう』

　いつのまにか束そく縛ばくを解といたガーゴイルが、吉永家の門もん柱ちゆうの上に座っている。定位置はここなのだ。

　威力を強めにして、もう一度光線を放った。

　百色が腕を交差させると、空になった手の中にもう一度数枚のカードが現れた。ガーゴイルの光線はカードに突き刺さり、焦げた匂いを発しながらカードの向こう側にいる百色を捕まえようと伸び続ける。

『いくら強い札カードといえども、我の光線に穿うがてぬ物はない』

「たしかにっ！」

　とうとうカードに穴が開いた。

　だがそれは表面の一枚のみ。いつのまにか彼の手には二重、三重に重なったカードが。

　二枚目に穴が開き、三枚目に穴が開く。

　穴の開いたカードは百色の手を放れ、宙に舞う。

　紐ひもを解かれた古本のように、穴の開いたカードが空に羽ばたいた。十枚、二十枚と、紙片が飛んでゆく。

『どうした怪盗。その札カードが何でできているのかは知らぬが、受けきれるものでもあるまい』

　百色はガーゴイルの光線をカードのみで受け続けている。足をしっかりと踏みしめ、腕を交差させたまま、無数のカードを犠ぎ牲せいにしながらガーゴイルを睨にらみつけている。

　穴の開いたカードが五十枚を超え、百枚を超える。

　いったい何百枚所有しているのだろうか。

　百色とガーゴイルを分かつ空間はカードの紙吹雪となっていた。光線を防ぐ百色の手がカードを生み出し続け、光線を呑のみ込こんでゆく。

『……む？』

　カードの乱舞がガーゴイルの視界を埋め尽くす。白と赤の模様が黄色い光線の通り道を造るように、世界を染めてゆく。百色の姿がカードにかき消されるように、ぼんやりと溶けてゆく。

　白い面、赤い裏面、黒と赤の点、騎士と女王と王。

　視界の先に百色が見えなくなった。

『これは』

　すでにガーゴイルの眼にはカードしか認識できなくなっていた。

　白と赤の羅列。

　黒は、その影。

　百色は。

　感覚器が告げる。

『……！』

　最強のカード、タキシード姿のジョーカーは、真後ろにいた。

　どこからか取り出したステッキを、ガーゴイルの後頭部に突き立てる！

　門柱から吹き飛び、地面に転がるガーゴイル。どういう力学が働いているのか、起きあがり小こ法ぼ師しのように立ち上がる。もとい、座り上がる。

　そのガーゴイルを影が覆った。

　門柱の上に立ち、ガーゴイルを見下ろす百色。

「……強いな、君は」

　ステッキを手の中で回転させながら、嬉しそうに百色が言う。

　ガーゴイルは無言だ。

　――これほど強い人間は、今まで戦ったことがない。

　敵意と、それに近い別の感情がガーゴイルを奮ふるい立たたせる。

『退のけ。そこは我の場所だ』

　ガーゴイルは目から光線を放つ。

　今度は光線を撃つ前に百色が移動していた。門柱から飛び降り、ガーゴイルの真後ろに立つ。光線は家か屋おくに命中したが、焦げ目ひとつない。

　百色が振り返ると、ガーゴイルは門柱の上に座っていた。

「面白くなってきた」

　右手にステッキを持ち、左手にはカードを持つ。すでに吉永家の前の地面はカードで埋め尽くされている。百色の懐ふところにはまだ余裕があるようだ。四次元ポケットでも入っているのだろうか。

「突破しがいがあるというものだ」

　百色がステッキを構え、ガーゴイルも瞳を輝かせる。

『我も全力で守る』

　両者の緊きん張ちようが最高潮に達する。




　ちりんちりん。

『百色、少し退さがれ』

　自転車が吉永家の前を通り過ぎた。

「あ、すいません」

　丁寧に頭を下げて、自転車に道を譲ゆずる百色。

　カードでいっぱいの地面を、おばさんの自転車が走りにくそうに通り抜けてゆく。




　自転車が見えなくなるまで見送って。

「よし」

『うむ』

　百色がカードを投とう擲てきする。

　手しゆ裏り剣けんのような鋭さを持ったそれは、今度はガーゴイルの眼から放出される火炎によって阻はばまれた。

「ほう！　光線だけじゃないのか！」

　感心したように叫ぶと、百色は跳ちよう躍やくした。

　ガーゴイルの座っている反対側の門柱を蹴って、さらに高く跳とぶ。

『む！』

　二階の窓枠を蹴って、もう一段高く。

　右手のステッキがマジックハンドのように伸びた。フック状の柄えを屋上に引っかける。両足で壁を蹴って、蝙こう蝠もりのように空を舞う百色。

「フフフ……無理に倒さなくても、家に侵入すればいいのさ」

　そして屋上に難なく着地した百色は、目の前のガーゴイルを見た。

　まるで最初からその場にいたかのように、悠ゆう然ぜんと座っていた。

「いつのまに――移動したんだ？」

　返答はなく、代わりに光線が百色を襲う。

『汝をこの家に入れるわけにはいかぬ』

　光線とガーゴイルの体から発せられる余波が、屋上の洗濯物をはためかせる。シャツが何枚か洗濯バサミを外れて、青空に舞ってゆく。

『いかん！』

　空を飛ぶ洗濯物を見てガーゴイルは焦あせった。せっかくママが洗濯した洋服だ。地面に落としでもしたら。

　ガーゴイルの眼から、先ほどとは違う色の光線が放射された。薄いピンク色をしたその光線は洗濯物に命中すると、伸びたゴムのようにガーゴイルに引き寄せられてゆく。

「よっ……と」

　光線が取り逃がした洗濯物は、百色が伸ばしたステッキに引っかかっていた。ゴム光線に引き寄せられた洗濯物も百色が回収し、ついでにシワを伸ばして物干し竿ざおにかけてくれた。

「これで全部かな？」

『……むぅ。感謝する』

　元通りになった洗濯物を満足しながら眺める百色。

「ここは吉永さんに迷惑をかけるな」

　屋上を見回して、百色がうなずいた。

　そしてなんのためらいもなく三階建ての屋上から飛び降りた。空中で百色がステッキをひとなですると、杖は黒い大きな傘かさに変身した。それをパラシュート代わりにして地面に着地する。

　顔を上げると、また門柱にガーゴイルが座っていた。

「その移動術、気になるな」

『汝には不可能だ。あきらめよ』

「そうか」

　あっさりあきらめると、百色は傘をマントの中にしまう。そして右手を振ると、また手の中にステッキが。

『我はその物体を出現させる手品が気になるのだが』

「タネは明かさない主義だ」

『そうか』

　こちらもあっさりあきらめる。

　そして、両者が再度戦いの構えをとった。




「すまんが、道を尋たずねたいんじゃが」

　通りがかった老人が百色のマントを引っ張った。

「ここへ行きたいんじゃが、どう行ったらいいんかのう？」

「えーと、これはですね……」

　老人に見せられた地図を見て、軽く悩む百色。

「ガーゴイル君。この辺に児こ島じまさんという所は？」

『児島殿の家ならば、そこの角を曲がってすぐだ』

「おじいさん、ご案内します」

　と、百色は老人の手を引いて歩き出す。

　どこまでも紳士だった。




「児島さん、二軒あったぞ」

　戻ってきた百色がガーゴイルに毒づいた。

『むぅ。一丁目にも児島という家があったな。老人の探していた家はそちらだったか』

「息子さんに子供が生まれたそうだ」

『それは重ちよう畳じよう』

「ああ。今度こそ決着をつけよう」

　三たび戦いのポーズをとる両者だったが、今度は思わぬところからゴングが鳴った。

　ぴーぴろりーろーぴーぴろぴろぴろ――……。

　百色の懐で振動している携帯電話。着メロはなぜかエレクトリカルパレードのテーマだった。

「失礼」

　カードを手に持ったまま電話に出る百色。

「はい、怪盗百色です……はい、ああどうも。……はい、それは、ええ、もう……えっ、アレって今日までだったのか？　しまった、一週間ほど間違えていた。申し訳ない。今日中に、なんとか……大丈夫だ。私は怪盗百色だぞ！」

　ガーゴイルを差し置いて熱弁している百色。

「ああ、指定の場所に……そうだ。待っててくれ」

　百色は乱暴に回線を切った。携帯電話をしまうと、

「すまん、ガーゴイル君。急用ができた」

『そのようだな』

「この決着は、また次の機会に」

『二度と来るな』

「では今日はこれで。吉永家の皆さんによろしく言っておいてくれ！」

　マントを翻ひるがえすと、怪盗百色は颯さつ爽そうと歩き去ってゆく。まるで何事もなかったかのように、優雅な動作で。実際には吉永家の前をカードだらけにして、かなり見苦しいのだが。

　少しムカついたので、ガーゴイルは百色の背中に向かって光線を浴あびせた。

「うわっち！」

　まさか撃たれるとは思っていなかったのだろう、尻に弱い光線を浴びて軽く跳び上がった百色はコミカルに悶もだえていた。

「……背後から撃つのは卑ひ怯きようじゃないか？」

『怪盗相手に卑怯もあるか』

「そちらがその気なら、こちらにも策がある」

　そう言った百色は、しかし何をするでもなく小走りに逃げ去っていった。

『結局、何をしに来たのだ、あの怪盗は……』

　だが人間にしてはかなりの使い手だった。ガーゴイルの死角をついた攻撃、そして死角を作る攻撃。怪盗にふさわしい技術の持ち主だった。

　門番と怪盗。

　その人となりはどうあれ、犯罪者だ。次に会ったら倒す。

『ところで、この地面に散らばった札は我が片づけるのか？』

　釈然としないガーゴイルだった。




　結局カードの残ざん骸がいはママとふたりで掃除した。それが百色のカードだと知ると、ママは大喜びで回収し始めた。保存用に一揃え五三枚だけとっておき、後は燃えるゴミの日に出すそうだ。

「ただいまー」

　学校から帰ってきた双葉。

　鉢はち植うえをかかえていた。

『どうしたのだ双葉、その花は』

「なんかそこで拾ったんだけど」

　双葉が指さしたのは、百色が去っていった曲がり角。瑞みず々みずしい赤紫のクレマチスの花だった。綺き麗れいに植わっており、無む造ぞう作さに道ばたに落ちていていい代しろ物ものではないのだが。

　ガーゴイルは鉢植えに書かれた文字を見る。

　手品師より愛を込めて、と書かれていた。

「捨てておくのもアレだしなぁ……」

『捨てろ』

「はぁ？」

『すぐに捨てろ』

「何言って……」

　ぱん！

　銃声のような音を立てて、鉢植えが爆発した。

「…………」

『……策とは、こういう事か』













　砕け散った破片を見下ろしながら百色の言葉を思い出したガーゴイルは、全身ピーナッツバターまみれになっていた。非常に地味で微妙に不快な報復であった。

　そして同じくつま先から頭のてっぺんまで黄土色になった双葉がガーゴイルを見上げて、

「詳しく話してもらうぞ」

『また我のせいになるのか……』

　ガーゴイルの中で、百色に対する憎ぞう悪おの炎が明確に燃え上がり始めた。
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　影を支配する太陽は時間と共に過ぎ去り、闇やみが支配する世界が訪れる。

　怪盗の黒い衣装が世界に溶け込む時間だ。

「いやぁ楽しかった。ガーゴイル君はたしかに最強だ。この私が侵入する隙をまったく与えてくれなかった。戦っている間、何度も吉永家に侵入する機会をうかがっていたが……いやはや、塵ちり一つ盗ませてくれないとは」

　御色町から南に数十キロ、車にして一時間ほどの距離にその建物はあった。

　住宅街を遠く離れた、中学校の裏山の中腹。どこかの農家か個人の趣味か、小さな畑がちらほらと見られ、それ以外は森だ。木の一つに蹴りを入れれば、この季節、さぞかし大量のカブトムシが捕れるだろう。

　道もそれほど舗ほ装そうされていない。徒歩では移動が難しい場所だった。

「ガーゴイル君が要よう塞さいなら、ここは子供の秘密基地といったところか」

　塀へいに囲まれた、二階建ての建物。病院のような印象を受けるのは、清潔そうな白い壁と静かな立地条件のせいだろう。あるいは学校か公民館か。いずれにせよ、公共の建物のような雰囲気だ。

　校門のような鉄製の門は固く閉じられ、外界からの来訪者を拒こばんでいた。街灯も消えているので、上空から見ても建物の存在を認識するのは難しい。

　門の脇わきに日本語と英語で「新しん鉱こう物ぶつ学がく研究所」と書かれた看板が掛かっていた。なんとなくその表札の上にあの黒い犬の石像が座っているのを想像して、笑いがこみ上げてくる。

「帰りはどうしようかな」

　来る時は特急電車に乗ってきたが、すでに終電はない。わざわざこんな山奥まで歩いてきたのだから、できれば楽に帰りたい。

「御色町のときみたいにタクシーを使うのもいいが、天てん井じようがある車は好きじゃない」

　シルクハットがつっかえるからだ。

　復路については仕事が終わってから考えることにした。

「さて」

　闇色のマントをたなびかせ、怪盗百色は門の前に立つ。

　ここからは独り言の時間は終わりだ。

　どうせツッコミを入れる者などいないのだから。

　――そういえばガーゴイル君はボケもツッコミもいい反応をしていたな。惜おしい。実に惜しい。

　などと考えながら、百色は軽々と門を飛び越える。

　敷地内に着地。

　なんの反応もない。

　そのまま散歩でもするように敷地内を歩き、やがて百色は裏口の扉を見つける。扉の脇に灰皿が置かれているのを見ると、所内は禁煙なのかもしれない。

　扉を開けた。

　正確には開いていた。

　――ふむ。

　扉になんの仕掛けもなかったから開けたのだが、ここまで何もないとかえって不安になる。警けい備び会社への通報装置はあらかじめ切っておいたのだが。

　この施設は警備員を配置しておらず、警備会社と契約を結んでいた。侵入者があれば警備員が会社から派は遣けんされてくるシステムだ。たしかにここには金かね目めのものはないし、物ぶつ騒そうな場所でもない。

　情報によれば、かなり大がかりなセキュリティシステムを開発中だと聞いたのだが。未完成なのだろうか。だとしても、従来のセキュリティは機能しているだろう。

　開いた扉から足を踏み入れずに、百色は研究所内を一いち瞥べつする。

　――見える範囲で監視カメラが五台。

　情報より一台多い。

　百色は研究所内に足を踏み入れた。この時間は誰もいない、はず。目的の部屋は正面の通路をまっすぐ行ったところにある階段を降りて、地下へ行かなくてはならない。

　百色は監視カメラの前を堂々と歩く。

　反応はない。

　百色は研究所ではなく、そこが通報する警備会社へのネットワークに細さい工くをしていた。どれだけ優れた警備システムでも、警備員が気づかなければ意味のない代しろ物ものになってしまうからだ。

　それに百色は怪盗として名を馳はせている。記録型のカメラの一台や二台に映されたところで、どこの誰だかはすでに判明しているのだ。今さら正体をかくしても意味がない。彼が盗みを終えて外に出る数分間の間に誰も来なければいいのだ。逃げる方法はいくらでもある。

　流れる動作で通路を歩き、百色は階段を降りる。非常灯の緑の光がまるで病院のようで、少し不気味な感じがした。百色の恰好もこの場においては幽ゆう霊れいみたいな存在なのだが。子供が見たら泣くだろう。

　地階は窓がないため、さらに不気味だった。

　鼻歌でも出てきそうなくらいに陽気に歩く百色だったが、足音は全まつたくしない。リップノイズだけでも響き渡りそうな静けさだというのに。

　直線の廊下には、左右均等に部屋が割り振られていた。表札を見る限り、大きな機械で石をどうにかする施設がほとんどのようだ。そうでない部屋は鉱石の保管庫らしい。

　目的の部屋はすぐに見つかった。腕利きの錠じよう前まえ師しに作らせたカードキーで電子錠を開け、中に入る。

　個人の研究室だった。奥にデスクがあり、周りは書棚。デスクの上にパソコンが一台。少し気になったのは書棚の上にある「乾けん坤こん一いつ擲てき」と書かれた額がく縁ぶち。それからデスクにある招き猫。微妙なワビサビ加減だ。

　百色はパソコン本体にマントを被かぶせると、素早く電源を立ち上げ、ポケットから取り出した鍵形のＵＳＢメモリを挿そう入にゆうする。メモリには百色専用のハッキングツールが入っている。一瞬で目的のデータをコピーし、消去する。物理的破壊が目的ではないので、すぐにログを消して電源を落とす。最後にマントを取り、身につける。マントを被せたのは電子音と光を遮しや断だんするためだ。無用だと思うが、一応。

　ネットワークに繋がっていないコンピュータからの盗みは、非常に手間がかかる。

　逆に言えば、ネットワークからの盗みも百色の得意技だ。

　鍵型メモリを手の中で弄もてあそび、百色はニヤリと笑った。

　――終了。

　今日の依頼は美術品ではなく、弱者からの懇こん願がんだった。長年研究し続けてきた鉱物のデータを盗まれたので、取り返して欲しいとのこと。軽く調べた結果、依頼主はその研究に人生の全てをかけていた善良な学者らしく、その真しん摯しな態度と追いつめられた表情が百色の憐れん憫びんを誘ったのだった。

　ともあれ、これであの学者も救われることだろう。データはコピーして、消去した。あとはこの鍵を依頼主に渡せば「取り返した」ことになる。

　そろそろ脱出しようと百色がパソコンに背を向けると、書棚の本が目に入った。なんだか研究者の書物にしてはケバケバしい色の背表紙が多くあったからだ。

　一冊のタイトルを見てみる。




　ａアｌｃルｈケｅｍミｙー




　百色は目を疑った。

　――錬れん金きん術？

　笑いそうになったが、しかしあり得ない話でもないと考え直す。錬金術といえば鉄や銅などの卑ひ金属を金に変える技だと聞いた。鉱物の研究所なのだから、そういうおとぎ話の一冊や二冊あっても面白いではないか。

　納得して帰ろうとしたその時だった。

「！」

　背中に戦せん慄りつが走った。

　足音が聞こえる。

　壁の向こう。暗い廊下を歩く何者かがいる。

　百色は首をかしげる。調べた限り、この時間に研究員はいない。明かりのついた部屋も見えなかった。まず警備の人間を疑わなかったのは、ここは都市から離れているので、どんなに急いでも最寄りの警備会社からは二十分以上かかるからだ。百色の計算では、あと五分以上時間がある。

　それに、誰であろうと地下階の廊下を灯りもなしに歩くわけがないではないか。

　――まったく、お化ばけか泥どろ棒ぼうがいたらどうするつもりなんだ。

　人ごとのように百色は考え、次に廊下側の壁に貼はりついて、外の足音に集中する。

　ぺた……ぺた……。

　――歩幅は小さい。子供か？

　ますます分からなくなってくる。

　――ひょっとして、お化け本人か？

　馬鹿なことを、と考えを一いつ蹴しゆうする。こんな時にくだらないことを考えてしまった自分を反省する。

　――そうとも、お化けには足がないじゃないか。

　足音は階段からこちらへ向かって近づいているようだ。何かを探しているような挙きよ動どうではない。どこか目的の部屋へ一直線に歩いている。

　この部屋ではないはずだ。ここは所長の研究室で、私物もない。所長以外の人間は入れないし、仕事以外で入る必要もない。万が一、所長がデータを忘れてここへ取りに戻ったとしたら、灯りをつけずに歩く必要がない。

　そう考えた百色の横で、部屋の扉が開いた。

「………………」

「………………」

　壁に耳を当てている百色をじっと見ているのは、小学生くらいの女の子だった。

　非常灯の明かりに照らされている青い髪の毛は、日の光にあてれば金色に輝くだろう。瞳も緑色だが、実際は青だろう。白人のように見えるが、顔立ちは日本人にも見える。ハーフだろうか。

　手にはカードキーを持っている。所長のキーではないとすれば、非常時のマスターキーだろう。

　服装は白いワンピース。夏なのに長なが袖そでだった。シンプルながらも子供特有のかわいさを生かしたデザインで、とてもよく似合っている。

　――ていうかなんだこの子。

　この場合の「なんだ」は、いつどこ誰なぜどのようにして、の全てが含まれていた。

　無表情でこちちを見上げている女の子は、百色の姿を見ても悲ひ鳴めい一つあげない。

「やあ」

　こんな時でも紳士らしく挨あい拶さつする百色。紳士というのは怪盗の条件にでも含まれているのだろうか。

「こんばんは」

　少女は日本語で挨拶をして、丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをする。

　かちゃ、と音がして扉が閉まった。

　顔を上げた少女は、

「おじさん、泥棒でしょ」

　一発で言い当てた。言葉尻には疑問符が含まれていない。

「そうだよ」

　百色もなんでもないように答える。自身の有名さはよく知っていた。

　少女は無表情に続ける。

「逃げないの？」

「どうしてだい？」

「だって、見つかっちゃったよ。私に」

　少女が電気をつけた。

　蛍けい光こう灯とうの光が金色の髪を輝かせた。暗闇でも百色が見えたのは、目が闇に順応していたからだが、それでも闇が得意というわけではないらしい。

　灯りがついても百色は動じずに、少女に笑いかけた。

「逃げられないんだ。敵の巧妙な罠わなで出口を爆破されてしまった。さらに出口の周りには対人爆ばく雷らいとツタンカーメンの呪のろいと塗ぬり立たてのペンキが仕掛けられていて、おまけに外には色しき紙しを持った追っかけが百人ほど待ちかまえている」

「入口から出ればいいじゃない」

「…………」

　上う手まいことを言うな、と百色は変に感心する。

「なるほど。ではお宝を入手したら入口から出るとしよう。ありがとう、お嬢さん」

「お宝ならもう手に入れたじゃない」

「ん？」

「ほら、その右の胸ポケットに入ってる、パソコンのやつ」

　百色の表情が変わった。

　少女の表情は変わらない。

　百色の左手が胸ポケットを探ると、中から出てきたのは鍵型ＵＳＢメモリだった。

「……見ていたのかい？」

「ううん」

　首を振る少女の表情は、相変わらずだ。だがカマかけにしては具体的すぎる。百色の右胸ポケットに鍵が入っていること、それがＵＳＢメモリであることは、見ていないとわからないはず。

「車もないんでしょ？　早く逃げないと捕まっちゃうんじゃないの？」

「ちょっと待ってくれ。どうして車がないことまでわかるんだ？」

　この研究所の雰囲気とは別の不気味さが百色に質問をさせる。反面、この少女についていくらかの興味も湧わいていた。

「外に停とめてなかったもの」

「君の知らないところに停めてあるかもしれない」

「それはないよ。おじさん、車運転するの怖いんでしょ」

「……！」

　たしかに百色は車の運転を怖れている。昔とある人物に命を狙われたときに、車に爆弾を仕掛けられた経験があるからだ。運転ができないほどのトラウマではないが、用心に越したことはないと、ほかの移動手段を駆く使ししてきたのだ。

「君は……どうして、そんなことまでわかるんだい？　調べたわけでもないんだろう？」

　軽く焦る百色を見て、少女は初めて笑みを浮かべた。

「私、超能力者なの」

「へぇ」

　百色は左の胸ポケットからカードを一枚取り出し、裏面を少女に見せた。

「じゃあこのトランプに何が描かれてるか当ててごらん」

「何も描かれてないじゃない」

「……本当のようだね」

　超能力者。百色も存在くらいは知っている。実際に見たことだって、ある。どうやらこの子はＰＫサイコキネシスではなくＥＳＰの使い手のようだ。

　白紙のカードを手の中で握りつぶすと、カードは消滅したように少女の視界から消えた。手を開いて何もないことを示すのは、手品師の癖くせだ。

　すると、

「え、何今の？」

　変わらなかった少女の表情が明らかに、見て取れるように変化した。ほとんど癖のようにやっているカードトリックなのだが、この年頃の女の子にとっては興味をそそるらしい。

「ねえ、もう一度やって？」

　今までになく興奮した口く調ちようで手品をせがむ少女は、ようやく年頃の女の子らしい雰囲気を出す。さっきまでの少女はあまりにも感情に欠けていた。

「もう一度と言われても……カードをこうやって」

　と、百色は手首を振ってカードを取り出し、

「こうやって」

　もう一度手を振るとカードは四枚に増え、

「こうやればいいのかな？」

　さらに手を振ると、カードは小さな花に化ける。

「わぁ！」

「はい、プレゼントだ」

　最後にパンジーの造花を少女に手渡す。

　信じられない顔で花を手に取った少女は、無言で百色を見上げている。

「……まだやって欲しいのかな？」

「うん！」

　百色は苦笑した。

　盗みに入った深夜の研究所で、超能力者の子供相手に手品をする。

　言葉にしてみれば奇妙極きわまりない光景だが、今この場にいるのは手品師と好奇心旺おう盛せいな少女だけだ。それだけあればステージは成立する。

　今度は両手を振ると、手の中にそれぞれ一本ずつのステッキが現れる。ジャグリングをするように回転させながら、百色は二本のステッキを真上に持ち上げる。

「それ！」

　回転するステッキはいつのまにか融ゆう合ごうして、一本の長いステッキになっていた。

　そして大人の身長ほどもあるステッキの端はしに口をつけると、百色はステッキに息を吹き入れる。ステッキの形をしているのは、長い風船だったのだ。茶色の風船を細長く膨ふくらませ、そして端を縛しばり、ひねる。端と端をくっつけて、形を作る。

「ほら、ハート形」

　少女は言葉もない。

「さらにこの風船をぎゅっと握って――」

　大きな長い風船が、紙でも丸めるように百色の手の中に消えてゆく。やがて風船は握った百色の手の中にすっぽりと収まってしまった。開いた手の中に風船はない。

「さて、ハートはどこへ消えたでしょう？」

「わからない！」

　嬉しそうに答える少女。

　百色は下を指さす。

「君の靴の下さ」

　少女が右足を上げると、そこにはハートのエースが置いてあった。

「うわぁ！」

　花を握った少女は、今までで一番素敵な笑顔を見せた。しゃがんでハートのエースを拾い上げ、花と一緒に愛いとおしそうに胸に抱く。

　百色はシルクハットを取り、胸に手を当てて一礼した。

「いかがだったかな？　可か憐れんな少女には、可憐な手品がふさわしい」

　シルクハットを被りなおした百色は身をかがめて少女の反応を待つ。これで喜んでくれれば御おんの字だ。超能力者を自称する少女には、かえって手品は新鮮なのかもしれない。忘れかけていたが、百色は仕事中なのだ。早く逃げなければ捕まってしまう。

　――だが、この子はいったい何者なのだろうか？

　百色は笑顔の中に疑問を隠して少女を見上げた。




　そして、少女は――

「あ――」

　手に持った花をぎゅっと抱きしめて、下を向く。

「ぁあ……ぅえ……………………あぅ……あぁぁ」

　うつむいた顔から、雫しずくがぽたぽたと床に落ちてゆく。

「君――？」

　伸ばした百色の手を、ぎゅっと握る。

　そして全身を震わせて、




「うああああぁぁぁぁぁぁぁん！」




　大声で泣き出した。

　周りの状況などいっさいお構いなしに、まるで赤ん坊のように、全ての感情を吐き出すように号ごう泣きゆうした。

　百色の手と小さな花をしっかりと摑み、まるでこの手を離したら全てが終わってしまうのではないかという強迫観念に駆かられたように、涙と声をまき散らした。

「君、どうしたんだ？　どこか痛いのか？」

　百色は予想外の展開に慌あわてながらも、少女と周囲を見比べる。

　非常にまずい事態だった。そろそろタイムリミットだし、そうでなくともこんな場所で女の子を泣かせたままにするのは倫りん理り的にもまずい。

　ジリリリリリリ！

「なんだ？」

　警報ベルの音じゃない。

　――非常ベルだ。何かあったのだろうか。

　どちらにせよ、逃げなければ。もうすでに警備員はこちらに向かっているだろう。

　怪盗百色、ピンチ。

　頭の中にテロップを浮かべつつ、百色は出口までの距離を思い出す。

「ごめんお嬢さん、私はもう行かなければ……！」

　強引に少女の手を引きはがし、百色は研究室のドアを開ける。

「うぇ……グス…………ヒッ」

　泣き声は遠ざからない。

　今度は百色のマントを摑まれていた。

「あ……あの、すまないが……」

「…………」

　声は止やんだが、少女の涙は止まらない。くしゃくしゃになった顔で百色をずっと見つめている。きっと彼と離れたくないのだろう。子供なりの全力がマントに込められていた。

　非常ベルが鳴り響く研究所で、百色は少女の言葉にならない声を聴いた気がした。

　少女は百色と一緒にいたいのだ。

　だが百色はこの場から逃げたいのだ。

「そうか、別に相あい反はんする事象じゃないな」

　あっさりと結論づけると、百色はマントを握っている少女の頭に優しく手を置いた。

　肩からマントをはずし、毛布のように少女をくるむと、そのまま抱きかかえる。もちろん電気はきちんと消した。

「よし」

　そして入口に向かって全速力で走り出した。

　奇妙なことに火災を思わせる要因は何もなかったのだが、百色にとっては逃げることが最優先だったので、その時は気にも留めなかった。




　百色の怪盗人生の中で、かつてこれほど困難を極めたミッションはなかった。なにしろ泣きじゃくる少女をかかえて、明かりのない森の中を、警備員と非常ベルの音を聞きつけた警察官から逃げ回ったのだ。何が一番辛つらかったかと言えば、少女の泣き声と泣き顔だ。

　なぜならこの時、百色は少女の涙の原因を知らなかったのだから。
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　とりあえず、ほとぼりが冷めるまで変装して過ごすことにした。

　研究所から数キロほど離れた国道にある、トラックドライバー御ご用よう達たしのファミレスで怪盗百色と少女は遅めの夕食をとっていた。少女も夕飯は食べていなかったらしく、マグロ丼どんをおいしそうに頰ほお張ばっている。クーラーの効きいた店内でも、百色の冷ひや汗あせは肌にはりついていた。

「じゃあ次だ。これは？」

　丼どんぶりに夢中だった少女は、テーブルに置かれたカードに一瞬だけ目線を移し、

「クラブのクイーン」

「ふむ」

　百色はカードをめくる。絵柄はスペードのジャックだった。

「おじさん、手品使わないでよ」

「…………」

　なんとなく悔くやしかったのですり替えてみたのだが、それすらも看かん破ぱされてしまった。

　百色はあきらめてフォークを手に取った。これ以上試しても同じだと悟ったからだ。それに早く食べないとスパゲティが冷めてしまう。

　タンクトップに作業パンツの、誰がどう見ても土建仕事かトラック野郎のあんちゃんが百色である。ご丁寧に手ぬぐいを額ひたいに巻いており、彼が世間で噂の怪盗百色だと見抜ける人間は、どこを探してもいないだろう。

　――いや、一人いるか。

　百色は思い直す。

　目の前でマグロ丼を食べている超能力者の娘。

「梨り々りちゃん。いつからそんな能力が使えるようになったんだい？」

　少女――梨々は箸はしを止めて少しだけ考える。

「わかんない。気がついたら、って感じかな」

「君はカードの絵柄をどうやって判別しているんだい？　透視かな」

「ううん。おじさんの考えてることがわかるから」

「精神感応者テレパスか。初めて見るよ」

「初めまして」

「ご丁寧にどうも」

「あと、ごちそうさま」

　空からになった丼をテーブルに置いて、梨々は丁寧に頭を下げた。

「いい教育を受けているね。でも」

　と、百色は自分の右頰を指さす。

　気づいた梨々は慌ててほっぺたについたごはん粒つぶを取った。指を口にくわえるその仕草が妙に可愛くて、百色はつい吹き出してしまう。

「何よ、もう」

　頰を膨らませて抗議する梨々。

「あは、ゴメンゴメン！　いや、こういうところは超能力者でも良家のお嬢様でも変わらないんだな、ってね」

「ふんだ。もう超能力見せてあげないから」

「じゃあ私も手品を見せない」

「……ごめんなさい」

「正直でよろしい。いつかきっと得をするだろう。いいとも、手品ならいくらでも見せてあげるさ。でもその前に訊きたいことがいくつかある」

　話しながらも百色はスパゲティを食べ続け、梨々が質問を待つ数秒の間に全て平たいらげてしまった。デザートを頼もうとメニューを広げたところで、

「おじさん」

「ん、ああそうだ。質問だったね。梨々ちゃんは何か頼むかい？」

「いらない」

「私はこのイチゴのタルトにしよう。すいません、注文いいですか？」

　通りがかったウェイトレスに注文をすませると、ようやく百色は梨々と向かい合った。

「あのね、私、実験のために連れてこられたの」

　まだ何も質問していないのに、梨々は勝手に話し始めた。百色が訊きたかったことも、まさにそれだったのだが。

「薬の実験なんだって」

「薬？」

「うん。なんかね、カンカクとかチカクがどうとかって言ってた」

「感覚……か」

　百色は梨々の顔を見る。たしかにこの子の感覚は調査に値あたいするだけのものがある。だが薬とはいったい何のことだろうか。そもそもあそこは鉱物の研究所では？

「……だから、そーいう実験とか、いっぱいやらされた」

　空になった丼を箸でつつきながら、顔を伏せる梨々。

　百色としては、梨々が言ったとかの部分が気になったが、尋ねる前に梨々が顔を上げた。

「あ、でもね、みんなは普通に研究してたよ。ちゃんと石とか調べてた」

　その表情はもう暗くなかった。

「じゃあ薬の研究をしてたのは？」

「……所長」

　言いにくそうに梨々は答える。

「ほかにも変な研究してた」

「というと？」

「――錬金術」

「錬金術？　それは――」

　百色が何か言いかけたが、

「おまたせいたしました。イチゴのタルトのお客様」

　デザートが運ばれてきた。百色は梨々の方を示し、ウェイトレスにタルトを置かせた。

「食べなさい」

「いいの？」

「いいとも」

　さっきはいらないと言っていたのに、いざ現物が目の前に出てくると途と端たんに食欲が出てくるようだ。梨々は嬉き々きとしてフォークを手に取った。

　幸せそうな梨々を見ながら、百色は考える。

　――また、おとぎ話か。

　錬金術。鉄を金に変えることができたら、今頃は世界経済が変わっている。金がインフレを起こし、科学技術も発展しているだろう。今、日本が不況なのは、すなわち錬金術は成功していないということか。あるいは成功していても――

「ふむ」

　仮に錬金術の成果があるとしたら、それを盗むのも一いつ興きようかもしれない。

　少し調べてみるのも悪くないか。

「ありがとう。参考になったよ」

「どういたしまして」

「じゃあ、これを食べたら君は帰りなさい。きっとみんな心配している」

「えっ！」

　驚いて、梨々はフォークを落としてしまった。

「ほかの善良な人間ならいざ知らず、私は怪盗百色だ。君を連れて行くことはできない。あとでタクシーを拾ってあげよう。道はわかるね？」

「……………………」

　無言の梨々を残して、百色は立ち上がった。

　自称超能力者のことは気になるが、百色もこれから警察の追っ手を逃のがれて隠かくれ家がに帰らなければならない。これでも怪盗のスケジュールはいっぱいで、明日も依頼された仕事があるのだ。

　努めて後ろを振り向かずに、百色はレジで会計を済ませる。

「ありがとうございましたー」

　額の手ぬぐいを取り、ドアを開ける。

　ファミレスから出た瞬間、百色の恰好はシルクハットとタキシードに戻っていた。絶え間なく走るトラック群のヘッドライトがマントを照らす。百色は一番近い潜ア伏ジ所トへ足を向けて、夜の街を歩き出した。タクシーを呼ぶために携帯電話を取り出そうとする。

　と、その足が止まった。

　ため息の後、百色は振り返る。

「……放してくれないかな」

　漆しつ黒こくのマントの端を摑んでいるのは、下を向いた梨々だった。

「まだ――手品見せてもらってない」

　ともすれば周囲を走るトラックの騒そう音おんにかき消されそうなくらい小さな、かすれるような声で梨々がつぶやいた。

「見せたら帰るかい？」

　梨々は首を振る。

　泣く一歩手前のところで必死に踏ん張っている。

　顔を上げた梨々は目に涙をいっぱいに浮かべて、しかし先ほどの号泣とは違い、百色とのコミュニケートをなんとか成立させようと頑張って口を動かした。

「帰れないよ」

　道がわからないとか交通手段がないとか、そういう意味ではないだろう。そんな揚あげ足あしを取るつもりは百色にはない。

　百色は少女の涙を見つめる。

　小さな肩が震ふるえていた。

　研究所に帰るのが怖いのだろう。だがこのまま帰らないと、もっと怖い目に遭あうかもしれない。その狭はざ間まで悩んでいるのだ。

　連れてこられた、と梨々は言った。

　彼女の髪の色と瞳の色からするに、日本で生まれた可能性は低いだろう。たしか研究所の所長も外国人だったはず。彼女の国はどこにあるのか。

　知っていることは、梨々という名前と超能力者であるということ。

　それに、百色について行きたがっていること。

　切って捨てることは容易だ。

　百色は泥棒であり、犯罪者だ。人を手にかけたことはないが、それなりに波乱の多い人生だった。これからもそうだろう。それを理由に梨々を突き放すことは、道義的に間違ってはいない。

　しかし梨々の超能力。

　それを使ったときの梨々の顔と、百色の手品を見たときの梨々の顔。

　その二つの顔は、百色のよく知っている表情だった。

「梨々ちゃん」

　百色は身をかがめ、目線の高さを梨々に合わせる。

「家の場所はわかるかい？」

　梨々の体が痙けい攣れんしたように震えた。

　百色はそんな梨々の肩に手を置く。

「約束してくれ。しばらく私と遊んだら、ちゃんと家に帰るんだ」

「え――」

　世界でも有名な大怪盗は、少女に根比べで負けたのだ。

　負けた方は、勝った方の言うことをきくのがセオリーである。

「おじさん、ありがとう！」

　梨々が勢いよく頭を下げると、百色の体が引っ張られた。反射的に体勢を立て直そうとする百色。

　びり。

　大きな布が破ける音がした。

　今まで梨々はマントを摑みっぱなしだったのである。

「あ――ごめんなさい」













「……いいさ。気にしていない。このマントはエジプトまで行って見つけた絹きぬ細ざい工く職人に頼み込んで作ってもらった特製マントなのだが、そんなことは全然関係ない」

「ごめんなさい」

「謝ることはない。たかが数百万円のマントだ。金銭に換かえがたい職人の努力もあるが、そんなのは些さ細さいなことだ」

「だからごめんなさいってば！」

　くだらない言い争いを続けながら、百色と梨々は楽しそうに歩いていく。

　百色はこの時間が早く終わることを望みながら。

　梨々はこの時間が永遠に続くことを望みながら。

　東の空に、日が昇り始めた。






























　ガーゴイルの仕事は吉よし永なが家けの門番である。

　一日中、門もん柱ちゆうの上で神経を張はり巡めぐらせ、外敵から吉永家を守る。

　とはいえ、平和な日本にガーゴイルを必要とするほどの外敵などそうそういないわけで、ガーゴイルの日課はもっぱら外敵以外の問題から吉永家を守ることであった。家に来た当初は物理的に敵を排除することしか考えていなかったガーゴイルだが、今では精神的な敵こそが家庭の真の敵であることを認識し始めていた。

　ガーゴイルは吉永家の屋おく上じように座り、御ご色しき町ちようを眺ながめる。

『変わらず良い街である――』

　午後の日が完全に照りつける時間帯だ。ガーゴイルが動物ならばその場にへたって動けなくなる温度だが、石の体は黙々と作業をこなす。

　本日のガーゴイルの仕事は、屋上に爆撃したツバメを光線で駆く逐ちく、しかる後に戦火の残り火を掃除することだった。すでに作業は終わっているらしく、屋上は水みず浸びたしになっていた。

『ツバメめ……立たつ鳥跡あとを濁にごさずとは、よくできた皮肉だ』

　おそらく遅れて旅に出たツバメだろう。鳥の糞ふんには春頃からガーゴイルも警けい戒かいしてはいたが、時間差で来られるとは。しかし、糞をする場所を病的に選ぶのは人間くらいだから、ツバメにしてみれば心外なのだろう。

　人間と他生物とのつながりですらこんなに難しいのに、こと人間同士のつながりといったら。ガーゴイルが最も多く接する、最も困難な相手である。

『む』

　屋上から町並みを眺めているガーゴイルの視界に、あるものが入った。

　――ふむ。掃除も終わったし、少し外出するのも良いだろう。




　御色駅前商店街には北と南があり、地元の住民にはゴージャスな方が北、素朴な方が南と覚えられている。たしかに大きなデパートと昔ながらの商店街を比較するにはいい表現だが、まるで北の方が優すぐれているようにも聞こえる。

　実際には南口商店街は駅から住宅街への連絡経路として、帰り道のお買い物に大変重ちよう宝ほうがられている。北と南、どちらが優れているかを問うのは愚ぐ問もんである。

　さて、その御色南口商店街のアーケードの入口で、一人の女の子が上を向いていた。

　金きん髪ぱつ碧へき眼がんの女の子だ。双ふた葉ばと同じくらいの年齢だろう。目に涙をいっぱい浮かべて、視線の先に手を伸ばしている。

『どうした』

「あ――」

　ガーゴイルが問いかけると、少女は顔だけ下に向ける。上に伸ばした手が人差し指を残して閉じられて、何があったかを示していた。

『異人の子か。この町では珍しい顔だ。三丁目のグレゴリー殿は亜ア米メ利リ加カからやってきたそうだが、汝なんじはその娘か？』

「違うよ。あの、あれ――」

　少女が伸ばした指がぷるぷる震ふるえだした。

　指の先にあるのは、アーケードの屋根に引っかかった赤い風船だった。屋根は二階建ての商店のさらに上方にかかっており、このくらいの背の子供にとっては天空に等しい高さだろう。大人でもあきらめる距離だ。

『待っていろ。我われが取ってやる』

　ガーゴイルが行動を起こそうとしたその時、

「ダメじゃないか梨り々りちゃん！　せっかくもらった風船を！」

　アーケードの天てん井じよう裏うらを蜘く蛛ものようにカサカサと這はい回まわる黒影があった。

　ぽろりと何かが落下して、ガーゴイルの頭に被かぶさる。

『これは――』

　黒い、シルクハットだった。

　蜘蛛男は四つ足で天井を俊しゆん敏びんに移動すると、赤い風船をキャッチして、そのまま下に向かって飛び降りた。

　おお、と周りの人たちが驚くのも当然だが、蜘蛛男はどこからか取り出したシーツをパラシュートのように大きく広げると、そのままゆっくりと降下してきた。

　びだん！

　大きな、そして怪あやしげな音を立てて着地する。

　蜘蛛男――怪かい盗とう百ひやく色しきは、両足を押さえて小こ刻きざみに震えていた。シーツではパラシュート代わりにならなかったのだろう。

「おじさん、大丈夫!?」

「……だいじょうぶだりりちゃん。ぜんぜんいたくないよ。へっちゃらだ」

「なんかしゃべり方がたどたどしいよ！」

　百色は屈かがんだまま梨々に風船を手渡し、平気なことをアピールするために両手を広げて立ち上がった。根性か何か知らないが、その顔には脂あぶら汗あせが流れている。

　怪盗は痛みを隠すために無理に笑顔を作ってガーゴイルに話しかけた。

「やぁガーゴイル君！　よもやこんなところで会うことになるとは、全まつたく奇き遇ぐうだな！」

『……奇遇も何も我はこの町に住んでいるのだが』

「そういえばそうだったな。あ、シルクハットをありがとう」

　喋しやべりながら百色は手にはめた粘ねん着ちやく手て袋ぶくろを取とり外はずし、新しい手袋をはめる。ガーゴイルの頭に被さったシルクハットを取り、少し考えて、粘着手袋をガーゴイルの両耳に接着してみた。

「ほら梨々ちゃん、なんだか耳だけラブラドールレトリバーみたいじゃないか？」

「あはははは！　本当だ！」

　指をさして笑う梨々と百色。

　ばしっ！

「あっつっ！」

　かなりムカついたので、百色の顔面に短い光線を放はなつガーゴイル。

　とっさにカードで防いだものの、指の辺りが少し焦こげていた。

「何をするんだ!?」

『それはこちらの台詞せりふだ。なぜ汝がこの町にいる？』

「これをね、買いに来たんだ」

　百色がマントの中から取りだしたのは「和わ菓が子しのさとみや」で売っている草くさ餅もちだった。ママがこれを買ってくると、子供たちが大喜びしていたのをガーゴイルは思い出す。

「梨々ちゃんにこの味を知ってもらいたくてね」

『あの異人の娘か。汝の子供か？』

「違う。訳あって私と一緒にいるんだ」

『梨々よ。こんな男と行動を共にすべきではない。不良になるぞ』

　ガーゴイルの説得もむなしく、梨々は百色のマントの陰に隠れてあかんべをした。

「梨々ちゃん。この黒い耳だけレトリバーのような物体が、前に話したガーゴイル君だ」

「へー……この石像さんが、おじさんのライバルなんだ」

「そうだ。私の仕事をことごとく邪じや魔まし、あまつさえ目から光線を出して罪もない一家を絶望のどん底に陥おとしいれている。さらには『聖せい銃じゆう奇き譚たん』のセラミス城の中ボスで、口から石化光線を吐はく。私はそれで何度もリセットする羽は目めになった」

「うわ。ひどい石像さんだね」

『勝手に捏ねつ造ぞうするな。我はそんな電子遊戯ゲームに出演した覚えはない』

　と言いつつも、同じゲームをプレイした双葉が、同じ場面で自分に蹴けりを入れていたのを回想するガーゴイル。思考回路が同じなのだろうか。

『用が済んだなら帰れ。我は汝のような変へん態たいを相手にしている暇ひまはないのだ』

　人間ならば手を払っている動作をしただろう。ガーゴイルは百色と一緒にいるとろくな事にならないことを、経験から悟さとっていた。

「梨々ちゃんの風船を取ってあげる暇はあるのにか？」

『汝の相手よりはるかに重要だ』

「つれないね。それでも私のライバルかい？」

『訂正し忘れたが、我は汝の好敵手でもない』

「ふふん。先週負けたのが、よっぽど堪こたえたらしいね」

『…………』

　今度は無言で光線を放った。

　百色は梨々をかばうようにして立ちはだかり、手から取り出したカードで防ぼう御ぎよする。今度は両手に五枚ずつのカードを出現させ、左手のカードで防御を、右手のカードを投とう擲てきしてガーゴイルの足下を狙ねらう。

『ふん！』

　一本筋だったガーゴイルの光線が鏡に反射したように幾いく筋すじに分かれ、足下のカードを焼き払う。カードは空中で小さく爆発し、クラッカーのような音を立てた。爆風と衝撃波でガーゴイルの耳についていた手袋が吹き飛ぶ。

「うわぁ！　なんだなんだ！」

　上方に拡散したビームは商店街の店先に当たり、アジア雑貨店の店員が驚いて飛び出してくる。

『よほど我に焼かれたいらしいな、怪盗よ』

　煙の向こうに立っている百色は、商店街を背にして微笑ほほえんだ。

「梨々ちゃん。ちょっと向こうの方に行ってるんだ。危ないからね。私が呼ぶまで待っているように」

「うん」

　梨々がその場を離れると、百色はマントの中からステッキを取りだした。ガーゴイルはたびたび思うのだが、どこにそんなスペースが隠されているのだろうか。

「そうだな。きちんと決着をつけるのも悪くない」

『汝のせいで我は双葉に修正液で落書きされたのだ。昨日ようやく消えたのだぞ。鈴の中を洗せん浄じようするのも手間取ったのだ』

「それなら今度は私が落書きをしてやろう。ピーナッツバターなんて目じゃないぞ。額に『肉』どころか腕にも『Ｊ、富と樫がし、虎丸』といった彫ほり物ものを――」

　百色が言い終わる前に、豪風を伴ともなったガーゴイルの熱線が発射された。爆音に近い衝撃音を立てて、百色の胴体に穴を開けようとうなりをあげる。

「むん！」

　百色のマントが翻ひるがえる。

　光線はカラスの翼のようなマントを突き破る。するとマントが破裂した。マントだったものは無数の紙吹雪ふぶきに姿を変えてガーゴイルの視界を遮さえぎる。ただガーゴイルに判別できたのは、紙吹雪の中に百色はいないということだけ。

　その間にも、マントを通り抜けた光線は商店街の中を突き進んでゆく。

「わー！　なんだ！」

「あーっ！　のぼり燃えてるのぼり燃えてる！　ちょっと旦だん那なさーん！」

　紙吹雪の向こうで地獄絵図が展開されていることはガーゴイルでも予想できた。

　百色を痛めつけた後はどうしようかと考えている間にも、反撃が襲ってくる。

「フハハハハハハハハハ！」

　高笑いはアーケードの天井から聞こえてきた。

　先ほどの蜘蛛男手袋で貼はりついた百色が、今度は無数のシーツを投げつける。反射的に上に向けて光線を連続で放つガーゴイルだが、シーツにしか当たらない。広がった白い布は百色の姿を隠してしまう。

『百色め――隠れるのが上う手まい。まるで忍者だ』

　地面に落ちたシーツの上に、ぱらぱらとビニール袋が降ってくる。四角い、開封されたパッケージ用の袋だ。ということは――

『あやつ、商店街の商品を使ったのか？』

　ばし、ばし、ばしゃっ！

　今度は果物が飛んできた。この時期まだ高価なスイカが三つほどガーゴイルの顔面に命中し、あやうく後ろに倒れそうになった。汁が熱い石の体で蒸発して湯ゆ気げを立てている。

『くそ――』

　ガーゴイルがもう一度光線を放とうとしたとき、

「くぉらテメェ！　ウチの商品をどうしてくれる！」

　青果店の小こ森もりさんが毛むくじゃらの腕を振り回して店から飛び出してきた。百色はアーケードの二階部分の窓に貼りついており、まだ蜘蛛男状態から抜け出していない。

「残念だがご主人、スイカはこの怪盗百色が頂いた！」

　怪盗の台詞も、窓に貼りついたまま叫んでは台無しである。

「うるせぇ！　百色だかＺゼータだか知んねえがウチのスイカをあんな事に使いやがって！」

　小森さんは店の奥から高たか枝えだ切ぎりバサミを持ち出して、百色を追い回し始めた。

「うわわわわわ」

　ハエ叩きで追われる蜘蛛のように商店の壁を這い回る百色を、別方向からガーゴイルの光線が追い回す。学習したらしく、商店に当てても傷が付かない威い力りよくまで調節してある。要は百色を壁から叩き落とせばいいのだ。

「ちょっとあんた！　よくもウチのシーツをめちゃくちゃにしてくれたね！」

　さらに佐さ藤とう寝具店のおばさんまで飛び出してきて、ものすごく硬いソバ殼がらのマクラを投げつけてくる。処分品なので投げても構わないらしい。

「くっ……！　三方向から同時にか！」

　気取って吐き捨てるが、元はといえば百色の自業自得である。

　とうとうガーゴイルの光線が命中し、蜘蛛男百色は「喫茶モンブラン」のオープンテラスに落下した。そこを佐藤さんと小森さんとモンブランの店員が袋叩きにする。あっというまに応援に駆けつけた商店街の皆様方が百色を囲み、雑貨屋の下しも田ださんが持ってきたロープでグルグル巻きにした。

　江戸時代の捕とり物もの帖ちようを思わせる光景であった。




『さて、どうしてくれよう』

　縛しばられた百色の前に座るガーゴイル。

　百色の顔は痣あざと汁とソバ殼まみれになっていた。

「……今回は君の勝ちではないぞ」

『商店街の団結力を甘く見た汝の負けだ』

「くっ……」

　その時、商店街の誰かが手を挙げた。

「なぁ、そいつ、あの怪盗百色なんだろ？　だったら警察に引き渡すのが筋じゃねーのか？」

　そうかも、そうだなと賛同の声が聞こえるが、わりと消極的だ。

　どうやら商店街の人たちは正義よりもイベントの方が好きらしい。

「だったらさ、こうしたら？」

　人垣を割って、若い女性が姿を現した。商店街の皆様も笑顔で迎える。

「ああ、兎と轉てん舎しやの姉さん。なにかあるのかい？」

　御色町南口商店街には、奇怪な店がある。

　何を売っているのか不明。昨日は店中に提ちよう灯ちんとお面を掲かかげていたし、その前の日は大小様々なペンギンの置物やぬいぐるみを売っていた。店主はアンティークショップだと言い張っているが、ある意味「雑貨屋」と称した方が合っている。

　その兎轉舎の店主が、この女性である。

　黒いノースリーブのワンピース。梨々とは対照的だ。黒縁眼鏡に腰まである黒い髪。ボディラインは世界中の男が合格点をつけるだろう。いつもニコニコと笑っており、よく喋ることで有名な商店街の名物。

　そして、福引きの景品にガーゴイルを出した張本人。

「怪盗百色って手品師とも聞くわよ。だったらここで手品の一つでも披ひ露ろうしてもらうってのはどうかしら？　つまらなかったら１１０番ってことで！」

　数秒で場に馴な染じんだ兎轉舎のお姉さんは、さも名案だと言わんばかりに大声で提案する。楽しんでいるのか目立ちたがりなのかリーダーシップを取りたいのか、あるいはその全部か。

「おお、いいんじゃないか？」

「そうだな。怪盗の手品なんてそう簡単に見れるもんじゃないしな」

　前より圧倒的に大きな賛同の声が上がる。

『とのことだ。商店街の皆に感謝するがよい』

「……わかった。それで皆の気が晴れるなら」

　と、百色はあっさりとロープを解いて立ち上がった。一同からおお、とどよめきが上がるが、こんなものは手品のうちに入らない。

　百色は兎轉舎のお姉さんの所まで歩み寄り、そっと手をとってひざまずく。

「お嬢さん。私にチャンスを与えてくださって感謝します。あなたのためにも、最高のステージをご用意いたしましょう」

「あらそう？　よろしくね！」

　嬉うれしそうに笑いながら、お姉さんはもう片方の手をひらひらと振った。

　近くにあった資材用のケースを並べて小さなステージを作ると、百色はそれに飛び乗り、今までのことはなかったように明るい声で、

「それではレディースアンドジェントルメン！　今こ宵よいは怪盗百色のマジックショーにお集まりいただいて誠にありがとう！」

　ツッコミどころがいっぱいある前まえ口こう上じようだったが、拍はく手しゆにかき消された。

「さて。手品を披露しろとのことだが、要はここにいるお客さんを楽しませればいいのだろう？」

　もったいぶった口く調ちようで百色が辺りを見回す。商店街の人間が中心に集まり、その周りを買い物客が囲んでいる形だ。

「例えばこう――」

　と、百色が懐ふところから出したのは黒いブラジャー。

「さきほど、その兎轉舎のお嬢さんから失しつ敬けいしてきた」

「えっ！　やだ、ウソ、ない！」

　身体をまさぐって顔を赤らめるお姉さん。

「うおおおおおおおおお！」

　色に飢えた野郎共の咆ほう哮こうが、アーケードの天井をぶち破る勢いでこだました。

　反対に女性陣は親指を下に向けてブーイングの嵐だ。

　たしかにお客を半分湧わかせることには成功したが――

「まぁ、こうなるだろうと予想していたからね」

　そして百色はもう一枚の布を取り出す。

「これは豆とう腐ふ屋やのケンジ君（二十一歳彼女なし草野球のピッチャー）から拝はい借しやくしたブリーフだ！」

「え、わっ、マジでない！　いつのまに？」

　ズボンの中を確認した豆腐屋のケンジ君は主婦たちの熱い視線と歓声に縮こまってしまう。

「キャアアアアアアアア！」

「ウオオオオオオオオオ！」

　今や商店街のボルテージは最大にまで高まり、すわライブ会場のような熱気が百色を包み込む。百色は両手に持った下着を旗のように振っていた。

「殺す！　あの黒マント絶対に殺す！」

　揺れる胸元を押さえながら西洋のサーベルを振りかざす兎轉舎のお姉さんだったが、一体化した人ひと垣がきに阻はばまれて百色までたどり着けない。もはやこの場にいる全員が百色の虜とりこになっていた。

　が――

「下ネタでウケ狙ってんじゃねえっ！」

　弾丸のように飛来したキックが百色の顔面に刺さった。下着は宙に舞い、百色はステージを転がり落ちる。

　ステージに降り立ったのは、学校帰りの双葉だった。

「ガーゴイル！　こいつが百色か？」

『その通りだ』

「てめえのせいであたしまでピーナッツバターまみれになったじゃねえか！　やるならあいつだけ狙えよ！」

　自分勝手な恨みを込めて百色を蹴りまくる双葉。

「姉ちゃん！　やっちまえ！」

「ありがとう双葉ちゃん！」

　ようやく人垣の中心部までたどり着いたお姉さんは、抜き身のサーベルで百色に襲いかかる。さすがに百色は跳ね起き、サーベルの切きっ先さきをかわした。

「おおおっ！　それは刺されたら本当に死ぬぞ！」

「うるさい！　私の乳ぱんつ返せっ！」

　今度は手品とは別の見せ物がステージで展開されていた。観客が歓声を上げ、どっちが勝つか賭かけ始める者までいる。

　百色もステッキを取り出して応戦を始めたが、お姉さんの気迫にはかないっこなかった。そればかりか、

「ガーゴイル君！　私に助すけ太だ刀ちしなさい！」

『助太刀というのは劣れつ勢せいの側につくものだが……』

　と言いつつもステージ上に現れるガーゴイル。

「おおおおおっ！　ちょっと待ちたまえ君たち！」

　剣と光線の二段構えで襲いかかられる百色は、逃げればいいのにステッキを構えてやけくそのように戦い始めた。

　十分ほど壮絶な死闘を演じた後、世界の怪盗百色はお姉さんとガーゴイルにボコボコにされた。約束なので警察に連行はされず、そればかりかイイモノを見せてもらったと、商店街の皆から手厚い看護を受けた。

「おじさん、どうしたの!?」

　商店街の入口でずっと待っていた梨々は、死にかけのゴキブリのような百色を見て驚きの声を上げる。百色が呼ぶまでそこにいたのだろうが、あの騒ぎでも動かなかったのは流石さすがというか鈍どん感かんというか。
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　午後六時くらいになっても、この季節だと日が高い。夜行性の虫もまだ惰だ眠みんを貪むさぼっている頃合だ。

「ただいまー。いやー参っちゃったよ、こないだ話した数学の内ない新あら先生っていたでしょ。その先生がさ、授業中キレちゃって」

　玄関から和かず己みの声が聞こえ、声は今日の学校での不幸な出来事を楽しそうに語りながら家の中を徘はい徊かいする。

「原因はさ、授業中にメールやってた女の子がいたからなんだけど」

　和己はリビングにあるソファにカバンを放り投げると、キッチンの冷蔵庫から飲み物を物色し、牛乳とコップを持ってリビングにやってくる。その二つをテーブルに置き、テレビ（また新しく買った）を見ようとリモコンを探す。

「先生、その子のケータイ取り上げちゃってさ、それだけならいいんだけど」

　リモコンがいつもの場所にないので、軽く見回すと、テレビの上にあった。テレビの電源を入れ、ニュースのチャンネルを探す。

「あれ、この時間ニュースやってなかったっけ？」

　どさっ、とソファに背中を預ける和己。

「おかしいなぁ。特番だったっけ？」

　すると和己の隣で新聞を読んでいた怪盗百色が、

「うむ。今日は国際駅伝の関係で時間が変更されているようだ」

「あ、そうなんだ」

　納得して、チャンネルを変える和己。

　新聞をたたんだ怪盗百色はシルクハットのつばを直すと、

「で、その内新先生はその子のケータイをどうしたのかね？」

「あそうそう、そうなんだ。でね、先生ったら――うわあ！」













　ようやく自分の隣にいる人間が誰だか気づいてソファを転げ落ちる和己。金魚のように口をパクパクさせて百色を指さし、そのまま後じさってテレビの後ろに隠れてしまう。

「なんだ、先生はそんな奇き抜ばつな行動を取ったのかね」

「違いますよ！　なんで、え、あなた怪盗百色でしょう!?」

「いかにも」

　シルクハットを取り、挨あい拶さつする百色。

「え、ちょっと待って。え？　百色？」

　まだ和己は事態を把は握あくしきれていないようだ。

　というか学校から帰宅したら、世界的に有名な犯罪者が家の中で新聞を読んでいる光景を予測できる人間は予言者になれる。

「初めまして、吉永和己くん」

　――なんで名前まで知ってるんだ。

　ますます和己が後じさる。

「なんでそんなに邪じや険けんな態度をとるのかね。何もしていないだろう」

　やや気分を害したように口をとがらせる百色。

『これが正常な人間の反応だ、百色よ。汝がどれだけ嫌われているか判断できるな』

　テレビの上から、いつも通りの無機質な声でガーゴイルが言ったが、口調が少し楽しそうなのは和己の聞き違いだろうか。

「ふん。それは間違った認識だよガーゴイル君。彼は、私が突然この家にいたことに驚いているだけだ。けして私を嫌っているわけではない」

『どうかな。和己は今時珍しい善良な男だ。汝のような犯罪者は存在すら許さぬのかも知れぬ』

「それはないよ。私の見る限り彼は夢見る多感な男の子だ。私のような怪盗にロマンを感じないはずはない。君のような石像などに幻想を抱いだくわけがないからな」

『黙れ。和己は現実をしっかり見み据すえる高校生だ。窃せつ盗とうが十年以下の懲ちよう役えきに値あたいする罪だということを理解している。汝のようなこそ泥が前途ある若者の未来を閉ざしていいはずがない』

「なんてことだ。君は――」

　口論は止まない。

　和己は牛乳をコップに注そそぎ、一息で全部飲み干し、

「ふぅ」

　と一息ついてから、

「――静かにしなさいっ！」

　全力で叫んだ。

　一瞬でリビングが静まりかえる。

　ガーゴイルと百色の視線を一身に受けながら、和己は仁に王おう立だちで、

「ふたりとも僕の事なんてどうでもいいでしょ！　変なことでケンカしないでよっ！　ガーくん！」

『むぅ』

「なんで怪盗百色がうちにいるのっ!?」

　キレた和己にはガーゴイルも閉口せざるを得ない。さしもの百色も和己の剣幕に押おし黙だまり、怒りの矛ほこ先さきがガーゴイルに向けられたことに幸福を感じていた。

『……話せば長くなるのだが』

「簡単に話して」

『わかった。我と百色が商店街で争った結果、百色を我が家に招待することになった』

「はしょりすぎ」

『難しい注文だな……』

　すると百色が立ち上がり、

「ならば私から説明しよう。ガーゴイル君との戦いで傷を負おった私を、偶然通りがかったこの家の奥さんに助けられたのだ」

「あー、なるほど。ママ、怪盗百色の大ファンだからね」

　ようやく和己にも話の内容が摑つかめつつあった。

『正確には怪け我がを負ったふりをした、だろう。汝はいつも痣あざをつける化粧道具を持ち歩いているのか？』

「あの時はああするしかなかったのだ。商店街の皆さんの気を晴らすには私が道どう化けにならなくてはいかん。しかしあのお嬢さんには本気で殺されかけたな。私もまだまだ修行が足りない」

　何やら和己の知らない事情で肩をすくめる百色。

　とはいえ、納得はしがたい。和己は手を挙げて質問してみることにした。

「あの、百色さん」

「何かな」

「怪盗って、ヒマなんですか？」

　かなり物事の本質を突いた質問だったが、百色の返答はこうだった。

「人間、常に心に余裕を持つことが大切だ。私がガーゴイル君に勝つことは必然ではないが、より大きな余裕を生むためには倒しておかねばならないのだ」

『つまり暇なのだな』

　ガーゴイルが要約する。

「そんなことはない。今日だって仕事が控ひかえている」

　とてもそうは見えない余裕だが、怪盗には怪盗なりのライフスタイルがあるのだろう。それを邪魔する権利は和己にはない。というか口を出したくない。

「おじさん！　マントできたって、双葉ちゃんのお母さんが！」

　楽しそうに駆けながらリビングに入ってきたのは、金髪の女の子だった。こちらはメディアでも見たことのない顔だ。

　帰ってきた和己を見て、女の子は軽く目を開き、視線を上下させる。

「……あ、どうも、双葉ちゃんのお姉さんですね。おじゃましてます」

「お兄さんです！」

　強い口調で訂正する和己。少女は驚いた顔で和己の顔と百色とを見比べている。百色は少女の頭に手を置いて、

「梨々ちゃん。信じられないが本当だ。世の中には科学で解明できないこともある」

「うん…………お兄さん、なんですか。あー……そう言われれば」

「そう言われないと気づかれないんだ……」

　肩を落とす和己をよそに、百色は梨々と呼ばれた少女にママの所在を訊きいている。

「では私はマントを受け取りに行こう。梨々ちゃんはしばらく双葉ちゃんと遊んでいたまえ」

「え～」

　口をとがらせる梨々。

「何か不満なのかね？」

「だって双葉ちゃん、乱暴なんだもん」

「人のことが言えるか！」

　スライドするようにして双葉がリビングに滑り込んできた。髪の毛が若干乱れているが、何かあったのだろうか。

「てめぇ梨々！　なんであたしの考えてることわかるんだよ！」

「ふんだ。双葉ちゃんって、すぐ顔に出るんだもん。おじさんを馬鹿にしたら許さないんだからね！」

「馬鹿になんかしてねーよ！」

「あ、今も思った。ガーゴイルさんの方が強いと思ってる」

「あったりめーだ！」

　わけのわからない会話をするふたりだったが、

『梨々は心を読める能力があるらしい』

　ガーゴイルが補足してくれた。

「あ、そうなんだ――って、そうなの？」

　軽く驚いたが、百色の出現よりは驚かなかった。見た目にインパクトがないせいだろうか。それとも怪盗の連れというからにはこのくらいのスペックが要求されて当然だからなのか。

　――まぁ、双葉ちゃんと仲良くやってるみたいだから、いいか。

　芯しんから仲が悪いわけではないらしい。和己は安心した。

「そうそう双葉ちゃん、約束のモノは今日中に届けよう」

　ハッハッハと高笑いしながらリビングを出て行く百色。和己は少し気になったが、双葉が口論の続きを再開したので、訊きくのは後回しにすることにした。

「なんか――一気に騒がしくなったなぁ」

『その割には嬉しそうなのは何なに故ゆえだ、和己よ』

　おそらく耐性ができたのだろうと和己は推測する。この石像が家に来てから、毎日が台風のような生活なのだから。

「むがーっ！」

「当たらなければ、どうということはないのよ！」

　双葉が繰り出すドロップキックを闘牛士のようにかわす梨々。ガーゴイルが乗ったテレビに突っ込み、周りの観葉植物ごと派手に崩くずれる。

「くっそ～！　ガーゴイル、ビーム撃て！」

『できるわけがなかろう』

「あっはははは！」

「その笑い声ムカつく！　死ねぇーっ！」

　さて。

　和己はもう一度大声を出すために、コップに牛乳を注いだ。
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「ではそろそろおいとましようか」

　街灯が点つく八時頃、百色が席を立った。ティッシュで口の周りを拭ふいていた梨々も「うん」と言って立ち上がる。

　双葉と梨々の乱闘事件の後も、なんだかんだで吉永家にずるずると滞在してしまい、そうするうちにパパが帰宅した。ちょうど取引先からエビを大量にもらったので、今日は天ぷらとかき揚げだった。百色を見たパパは、やはり豪快に驚き（しかし芸能人を見たような反応だったが）、次の瞬間にはガーゴイルの友達として扱ってくれた。

　そしてガーゴイルを除く吉永家全員の希望で、夕食まで一緒にとることになった。天ぷらを囲んでの食卓は、いつもよりにぎやかだった。

「なんだ、もう帰るのかね。せっかくだから泊まっていったらどうだ」

　湯飲みを持ったままパパが名残なごり惜おしそうに引き留めるが、

「いえ、私もこれから仕事がありますので」

「どうもごちそうさまでした」

　シルクハットを取って会え釈しやくする百色と、ぺこりとお辞じ儀ぎする梨々。

「仕事って、今度はどこの何を盗むんだ？」

　興味津しん々しんに双葉が身を乗り出すと、百色はあっさり答えてくれた。

「贋がん作さくの芸術品を本物だと偽いつわって高値で売りつけるブローカーが、この近くの倉庫に本物を隠しているという情報を手に入れたんだ。私はその本物を、売った偽にせ物ものと交換してくるつもりだ」

「へー。いいことするじゃん」

「どうかな。ブローカーにしてみれば最悪だ」

　自じ嘲ちようの笑みを浮かべて百色はダイニングルームを出る。梨々もそれについて行く。




　玄関でガーゴイルが待ちかまえていた。




『――百色よ』

　光線を溜ためた眼光で百色の前に立ちはだかるのは、敵てき愾がい心しんだけではない。

「どいてくれ。靴が履はけないよ」

『汝が盗みを犯すのは、弱き者のためだと聞く。その動機について論じるつもりはない。生命危機の回避のために他者を殺す是ぜ非ひを問うようなものだ』

　ガーゴイルは静かに語り出す。

『だが、やはり盗みは悪だ。幼い子供の前でやるべきではない。梨々を連れて行く事には反対だ。せめて、梨々と一緒にいる間だけでも盗みをやめたらどうだ』

　ダイニングから出てきた吉永家の面々は、ガーゴイルの説得を驚きよう愕がくの目で見つめていた。まず最初にビームで黙らせるあのガーゴイルが、犯罪者に対してこんな風に語りかけるのを初めて聞いたのだ。

　百色も黙ってガーゴイルの言葉を聞いていた。

「……まったく」

　帽子のつばを直し、至近距離からガーゴイルを見下ろす形で、少しだけ笑う。

　小さな声で、言った。

「私だって、同じ考えだよ」

『百色、汝は――』

　刹せつ那な、

「ダメっ！」

　ガーゴイルと百色の間に、両手を広げた梨々が割り込んできた。

　恐怖と使命感が入り交じった目でガーゴイルを睨にらみつけている。

　風が吹き、長い金髪が揺れた。

『なんのつもりだ、梨々よ』

「おじさんとケンカしちゃダメ！」

『だが我は門番だ。そして百色は怪盗だ。犯罪者を正すのは道理』

「そんなことないもん！」

　そのわずかな会話が、ガーゴイルに隙すきを作った。

　黒い影がガーゴイルを飛び越える。

　ばたん！

　玄関の扉が開いて、百色は外の闇やみに向かって飛び出した。

『百色！』

　ガーゴイルより先に双葉と梨々が外に出るが、黒マントの紳士の姿はどこにも見み出いだせなかった。見えるのは雲の衣装を着た月だけだ。

　双葉が明かりの点いた玄関を振り返り、

「ガーゴイル、百色は――」

『無駄だ。我が追っても捕まえられん。侵入技術はともかく、逃走技術は我をはるかに凌りよう駕がしている』

「そっか」

　夜風が双葉の後ろ髪をなでた。

　双葉の視界に下を向いた梨々が入る。胸を押さえているが、顔は晴れ晴れとしていた。やり遂とげた顔をしている。

　だけど双葉にはものすごく寂さびしそうな顔に見えた。

「なぁ梨々。百色が帰ってくるまで、ウチに泊まってけよ」

　小さな肩を叩くと、

「うん」

　梨々は笑顔でうなずいた。




　一瞬でも外に出たので、熱気で汗がにじみ出てきた。

　双葉と梨々は順番にお風呂に入り、梨々は双葉の部屋で一緒に寝ることになったが、まだ時間はあるし、明日は日曜日なのだ。二人は三階の共用部屋でレースゲームに興じていた。

「だーくそ！　またかよ！」

「ふふふふふ」

　これで梨々の三連勝だった。先ほどまで格闘ゲームで遊んでいたのだが、こちらは双葉の全勝だったので、梨々が不満の声をあげたのだ。それぞれ得え手て不ふ得え手てがあるらしい。

「梨々ちゃん、コーラでいいかな」

　和己が盆を持って共用部屋に入ってきた。

「わー、ありがとう、お……お兄さん！」

「今ちょっと『お姉さん』って言おうとしなかった？」

「そんなことないよ！」

　無理矢理作った笑顔がそのまま答えになっている。和己はため息だけでもう何も言わなかった。

　子供たち二人はゲームを中断して、今度はお茶に没頭することになった。肴さかなはおしゃべりで充分だ。

「えっ、双葉ちゃん、誘ゆう拐かいされたことあるの？」

　会話の中で、双葉が過去の自慢話を持ち出したのだ。

「おう、すげーだろ。誘拐されたことのあるヤツなんてそうはいないぜ」

「普通は自慢にならないと思うんだけど……でも、よく平気だったね」

「まぁ、ガーゴイルが助けに来たからな」

　胸を張る双葉。ガーゴイルと百色の自慢合戦は、いまだに続いているようだ。

「むー……でも、怖くなかったの？」

　その答えを意い図と的てきにそらして、梨々は別の質問をした。

「あたしに怖いモノなんざねーよ。うちの担任以外は」

「双葉ちゃんの先生って、そんなに厳しいの？」

「厳しいって言うか……なんて言うか……うん、怖い……んだよ」

　言葉を濁らせる双葉。梨々は余計にわからない。

「どんな先生なの？」

「うーん、なんつーか、こう、顔がモサモサってなってて、目が光ってて……」

「ねぇ、それ本当に人間なの？」

「……どうだろ」

　微妙な雰囲気が場に流れる。外見を口で説明できない人間とはどんなものか、梨々は興味を持っていたが、世の中には知らない方が幸せなこともある。

　今度は双葉が話題を元に戻した。

「でもさ、あたしをさらった奴はそんな悪い奴じゃなかったし。ほら、あの国道沿いの妙に浮いた一軒家。あそこに住んでる社長」

「えっ？」

　妙に身近なところに犯罪者がいることに驚く梨々。

「こないだ遊びに行ったよな、兄貴？」

「うん。双葉ちゃん、ケルプにＲＰＧのモンスターの原典について教えてもらってたよね」

　和己も笑顔でうなずく。

「ケルプ？」

　梨々が尋ねると、

「ああ、その社長んとこの石像。ガーゴイルと同じで錬れん金きん術で作られたんだとか」

「え、錬金術？」

　梨々が聞き返す。

「ん？　どした」

「うん……私ね、錬金術の研究のために連れてこられたの」

「へ？」

　双葉と和己が口を半開きにして聞き返す。

「あ、ふたりにはなじみがないよね？」

「いや……錬金術師、二人も知り合いいるし。その社長も錬金術師だし」

「……ウソ」

「いやマジ。なぁ兄貴」

　和己もうなずいた。ガーゴイルに関かかわってから、錬金術という単語も何度も耳にした。鉄から金を作る技法だというが、梨々まで知っていようとは。

「ほら、もうひとりは、きょう商店街にいた――あー梨々は気づかなかったかな。とにかくいるんだよ商店街にも、錬金術師」

「……うそ」

　口に手を当てて絶句する梨々。双葉と和己もまさかこんなところで聞くとは思わなかった。あんな特殊な人種、世界に二人いれば十分だと思っていたのに。

「……明日、連れてってやろうか？」

「うん。ちょっと、見てみたい」

「そっか。だな……」

　なんだか変なところで気まずくなってしまった三人。

　気分を盛り上げるためにゲームを再開したのだが、そのへんはやはり子供、隠いん鬱うつな気分などすぐに忘れてしまった。今度は和己が一人勝ちしてしまい、二対一のリアルファイトに発展してしまったのだが。

　和己がクッションでボコボコにされ、双葉と梨々も荒い息でゲームを再開した。今度は二人の実力が拮きつ抗こうするパズルゲームだった。これなら半ば脊せき髄ずい反射だけでもプレイできるので、逆に落ち着いて遊べる。

「ねえ、双葉ちゃん」

　二連鎖を決めた梨々が、不意に話しかける。

「あん？」

「いつも、お――兄さんとあんな風にケンカしてるの？」

「んー……そーだな。ま、あんな感じだ」

「ガーくんとのケンカはもっとすごいけどね」

　クッションの山から和己の手が上がる。

「そっか……」

　梨々の手が止まった。

　その間にも双葉の攻撃が梨々の画面へどんどんブロックを運んでゆく。やがて画面がブロックで埋まると、梨々はコントローラーを手放してしまった。

「おい梨々、どした――」

「う…………ヒッ……」

　コントローラーを握る姿勢のまま、梨々の眼から涙がこぼれていた。

「おい梨々！　どうしたんだよ!?」

「梨々ちゃん、どこか痛いの？」

　クッションから這い出た和己が、とっさに梨々の背中を押さえる。

　ところが梨々は沈黙したまま強く首を振るだけだった。長い金髪が左右に揺れ、雫しずくがはらはらと散った。

「……ヒッ………………違う、の…………なん、で、も……ないの――」













　そんなこと言われても、涙を流す時点でなんでもないはずがない。双葉と和己は代わる代わる梨々の身を案じたが、梨々はついに泣きやまず、クッションに突っ伏して動かなくなってしまった。

「……兄貴、どうしよ」

「僕が聞きたいよ」

「なぁ梨々。あたしたち、何かしたか？」

　梨々はクッションに顔を埋めて、強く首を振る。

　双葉が肩に触れると、梨々はその手をそっと握る。

「………………違、う。ごめ……な……さ……ちょっと……」

　ようやく顔を上げた梨々は、笑おうとしていた。

　双葉に抱きついて、両手で赤い眼をこすり、喉のどの奥でこらえきれない嗚咽おえつを、それでもこらえていた。理不尽な涙だと、自分でわかっているのだろう。吉永さん家ちに迷惑をかけちゃいけない。それでも梨々は泣いたのだ。




「――楽しか……った…………から」




　そんな理由で。

　どうしてそんな事情で涙を流せるのか、吉永家の二人にはわからない。双葉と和己も聞き返そうと思ったが、

『どうした、何があった』

　部屋の中にガーゴイルが出現した。

　当惑する吉永家の子供たちを見て、だいたいの事情は察したようだ。双葉がとまどう事態など、そうそうあるはずもない。

『なるほど。双葉がやったのではないのだな？』

　双葉が首を縦に振ると、ガーゴイルは梨々に向けて赤い光線をゆるやかに発射した。

　これは最近ガーゴイルが開発した新種の光線で、人体にとって快適な熱を帯びた光線を照射して、気分をリラックスさせるという「癒いやし光線」である。体温の平均値を調べ、その人間にとって一番気分の良い温度と強さの光線に調節できるのは、ガーゴイルだけだろう。

　双葉の後ろで見ていたアニメやゲームにも、学ぶ点があることを知ったガーゴイル。洗濯物を取り込んだゴム光線も、そこからヒントを得たものである。

『梨々よ。少し落ち着くがいい。眠っても構わんぞ』

　梨々の痙攣が消え、やがて手足が弛し緩かんし始める。

　しばらくすると、クッションの中から寝息が聞こえてきた。

　吉永家の兄きよう妹だいは、ほっ、と気を抜いて、同時に別のクッションに倒れ込んだ。二人ともわけのわからない事態に緊張しっぱなしだったのだ。

「びっくりした～……梨々のやつ、なんで泣き出したんだろ」

　双葉が兄を見上げるが、和己にもわからない。

「楽しかったって――どういうことだろう？」

　梨々が泣き出すほどのことを彼らがしたとは考えにくい、というよりも原因は彼らの知らない所にあるようだ。

『百色なら知っているかもしれんな』

　ガーゴイルがぼそりとつぶやいた。

『戻ってくればの話だが』
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　太陽は完全に地球の裏に回ったというのに、虫たちの晩ばん餐さん会かいはこれからが本番らしい。世界が丸ごと電子レンジになったような熱気を、数秒に一回、神の慈じ悲ひが風の姿をとって吹き抜けてゆく。

　吹き抜けた風が、電柱の上のマントをなびかせた。

「……最高だった。この世の芸術は、まさにあの作品たちに集約されていた」

　ナントカと煙は高いところが好きだというが、電柱の上で感動に打ち震えている百色はまさに前者だった。下では犬が吠えているが、怪盗の耳には入らない。

「予定の場所には移動したし……あとは、入金が確認されるのを待つだけだ」

　本日の仕事、終了。

　いつもなら仕事後に一杯ひっかけて帰るところなのだが――

「…………」

　百色はその場から動けない。

　この場には誰もいないというのに、どこへ行こうともマントを摑まれる気がしてならないのだ。

「……………………大丈夫、だよな」

　きっと、ガーゴイルの家族がうまくやってくれているに違いない。あの家族はとてもいい人ばかりだった。ガーゴイルが門番として活躍しているのは、あの家族の暖かい後うしろ盾だてがあってのことだ。

　それにひきかえ、

「私ときたら――」

　なんて不ふ甲が斐いない。

　そんな自分を、おそらくあの子は待っているのだろう。

　まったく――

「ああ、そういえば双葉ちゃんに頼まれていたんだった。来週のテスト問題を担任の先生の家から盗んでくる約束をしたんだっけ。いやぁ、依頼は忠実に果たさなくてはな！」

　誰も聞いていないのに、わざとらしく独り言を叫ぶ百色。犬の咆ほう哮こうが増えた。

「ついでに家族の方へおみやげを買っていくか……」

　百色はコンビニが近くにないか見回し、深夜の町に向かって飛び降りた。




　もうすぐ夜が明けようというとき。

『む……？』

　不ふ審しんな気配を感じ、門柱のガーゴイルは周囲に気を配った。新聞屋ではない。まだ時間的に早すぎる。この時間にこの道を散歩をする人間はいなかったはずだが――

　気配はすぐに人の形を取って現れた。ステッキをついた怪盗の姿。まるで老人のように頼りない足腰で吉永家に向かって歩いていた。

『百色か？　どうしたのだ？』

　よく見ればケガ一つない。しかし顔面は蒼そう白はくだ。

　ガーゴイルの前で、百色はばったりと倒れた。

『どうした百色。しっかりしろ。何があったのだ？』

「無理だ…………あの先生は……絶対に無理だ…………双葉ちゃん…………最近の学校教育は…………どういう……あんな先生を………………」

　うわごとのようにつぶやきながら、やがて百色は気を失った。

『――何があったというのだ？』
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　翌日。

　日曜日という名にふさわしく、太陽が燦さん々さんと照りつけるクソ暑い日だった。元気よく朝食を平らげた双葉と梨々は、並んで朝のアニメを観たあと、仲良く家を出た。

　目指すは御色南口商店街だ。

　昨日、梨々を兎轉舎に連れて行くと約束したのだ。もう一人の錬金術師でもよかったのだが、こちらの方がなじみがある。

「双葉ちゃん、昨日はごめんね」

「あん？」

　元気よく走る双葉の後ろから、梨々の声がかかった。

「急に泣いちゃって」

「あー……あーあー、いいよ、気にすんなよ。兄貴だって映画観てよく泣くし」

　そういう問題ではないのだろうが、梨々もそれ以上何も言わなかった。

　それで思い出したのだが、

「そういや百色のヤツ大丈夫かな」

「うん。まだ寝込んでると思うけど……何があったのかな？」

「……………………」

　あえて双葉は黙っていた。何があったのか、具体的に想像はできないが抽ちゆう象しよう的てきに想像はできる。むしろその抽象的な想像の方が的中していそうで怖い。梨々に余計な心配をかける必要もない。このことは双葉の胸の内にしまっておくことにした。

「ねえ双葉ちゃん。何か隠してるでしょ」

「…………」

「でも心の中で『読むな』って必死で言ってるみたいだから、やめとく」

「……サンキュ」

　子供らしい活発な勢いで商店街まで走る二人。ご町内でも有名な狼ろう籍ぜき者ものと見知らぬ金髪美少女のコンビは人目をひいたが、本人たちは気づいていないようだ。

　不景気なのにいつも活気がある商店街だが、兎轉舎だけはいつも人がいなかった。双葉はいつもいつも疑問に思うのだが、商売が成り立つのか。

「オーッス姉ちゃん！」

「あらぁ双葉ちゃん、こないだはありがとねー」

　兎轉舎はアンティークショップである。少なくともお姉さんはそう言っている。

　だが店内には情緒豊かな笹ささ竹だけが生えており、壁紙は涼しげな星空。全体的に薄暗い照明を用いており、さらに特筆すべきは店の中央にかかっている小さな橋と、その下を流れる小川。

「……とうとう商品まで置かなくなったか」

　お姉さんは橋の横にある木のベンチに甚じん平べい姿で座っていた。甚平の中の白いタンクトップが夏らしくもあり、妙な色気を醸かもし出だしている。

「あら、商品はあるわよ。この椅い子すと、橋と竹と川と」

「ホームセンターかよ」

　双葉はぼやいているが、店の内装は気に入ったらしい。顔は和なごんでいる。梨々に至ってはテーマパークに来た時のように目を輝かせていた。

「あらカワイイ女の子！　双葉ちゃん、この美少女はどこのどなた？」













　梨々以上に目を光らせて双葉に詰め寄るお姉さん。下手な男性に見せるよりよっぽど危険そうである。

　双葉は来店の理由を簡単に説明した。

「錬金術の実験？」

　眼鏡を指で直して、お姉さんが聞き返す。

「うん。私、それで国から連れて来られたの」

「ふむふむ。で、どんな実験を？」

「え、と……なんか、超能力の。透視とか」

「へぇー、面白いわね。で、具体的に何やらされてたの？」

「んと……薬飲まされて、いろいろ図形とか見せられた」

「なんだ。フツーの感覚尺度の実験か」

　拍子抜けするお姉さん。

「もっとこー全ぜん裸らに剝むかれていろんな所に針とか刺されたり、青少年にはとても言えない淫みだらな人体実験とか想像してたんだけどな」

「想像するだけにしとけよ」

　双葉がクギを刺す。

　ヨダレをたらしそうなほど緩ゆるみきった顔をしているお姉さん。興味深そうに梨々の顔を見ている。子供が玩具おもちやを前にした時の目だ。どうやら純粋な好奇心だけに、梨々が一歩たじろぐ。

「そういえば、なんで錬金術で超能力なんだ？」

　双葉の質問が、お姉さんを現実に引き戻した。

　以前、双葉が聞いた話だと、錬金術というものは鉄を金に変える技法だ。それと超能力がどういう関係を持つのか。まさか超能力で金を作るわけではないだろう。

「いい質問ね、双葉ちゃん」

　お姉さんはどういう事情で用意していたのか、甚平の中からカードの束を取りだした。

「錬金術といっても、いろいろあるのよ。金の錬成だけじゃなくて、新物質の合成や、万能薬パナケアの精製。ゲームとかにも神の水エリクサーってあるでしょ。ほかにも人工生命体ホムンクルスの作成とか。突き詰めて考えちゃえば、この世のものなんてみんな物質の塊かたまりなんだから、それを研究して新しい素材を生み出そうとするのはフツーよね。だから一見、万能に見えるガーゴイル君だって、錬金術的に見れば、すごく限定された力しかないのよ」

「……で、今回は、その中のどれが関わってるんだ？」

「薬よ。錬金術の薬。万能薬とまではいかないけど、錬金術で作られた薬で人体の感覚を増幅させる。なかなか興味深いテーマね。行き着く先はなんなのかしら」

　カードをシャッフルしながら、お姉さんは微笑ほほえんだ。

　切られたカードを椅子の上に並べる。

「さ、美少女ちゃん。あててみて」

　梨々はカードとお姉さんの顔を見比べて、

「ええと……左から栄養ドリンク……ロズウェルの宇宙人……自転車のタイヤ……ロズウェルの宇宙人……ロズウェルの宇宙人……」













「すごい！　全部合ってる！」

「つーかどういう目的で使うんだよそのカード……」

　双葉のツッコミは無視して、お姉さんはカードを順番にめくっては瞬まばたきを繰り返している。

「すごい成果ねぇ。その錬金術師の名前わかる？」

　梨々はしばらく口ごもっていたが、

「……ハミルトン」

　自分の身体を抱きしめて、かすかに震ふるえている梨々。まるでその名前を出すのが怖いとでも言うかのように。

「ハミルトン……んー……うーん……」

　甚平の中で腕を組んで考え込むお姉さん。

　ふと、梨々がまだ震えていることに気がついて、お姉さんはそっと彼女の頭に手を置いた。

「大丈夫？　美少女ちゃん」

「あ……ん、だいじょぶ」

　とは言うものの、梨々は先ほどから身体を押さえつけている。

「ただ、いいのかな……って。所長、怖いから。あんまりペラペラ喋ってると……」

「だいじょーぶだって！　別に今ここにいるわけじゃないんだし！」

　双葉が梨々の背中を軽く叩いて励ますが、

「ん――でも私、今まで逆らったこと、なかったから……」

「なんだよ、逆らうって？」

「ほかにも、いろいろとやらされたりするから……」

　身体を抱く力が強くなる。

　梨々はそれ以上語りたがらないようなので、お姉さんは話題を変えることにした。

「でも、その、超能力？　美少女ちゃんがＥＳＰの持ち主だとしたら、ハミルトンって錬金術師は何を企たくらんで……あ」

　口元に手を当てて考え込んでいたが、やがて、ぱっと顔を上げて、

「思い出した、ハミルトン。イギリスだかにいたわ、そんな錬金術師。錬金術師――のはず。練れん丹たん術の方じゃなかったと思うんだけど……。練丹術ってのは、さっき言った錬金術の技法で薬を作る方法のことね」

「姉ちゃんと関係があるのか？」

「っていうか、世界中の錬金術師は私に恨うらみの一つや二つは普通に持ってるのよね」

　お姉さんは苦笑して、椅子から立ち上がる。笹の方へ歩いて、具合を確かめるように見つめている。

「ハミルトンは――そう。五年くらい前だっけな。私が賢者の石の秘密を独占してることに対して抗議文をよこしたっけ。それっきりね。何やってるのかしら。超能力者を作る薬――なんてね」

「なんだよ賢者の石って？」

　双葉が首をかしげると、

「あれー、話してなかったっけ？　あのね、賢者の石ってのは超スゴイのよ」

「その言い方だと、たいして凄すごくなさそうだけどな」

「そんなことないわよ！　賢者の石って言ったら錬金術師の夢よ。双葉ちゃんの基準で言えば、世界最強の格闘家に贈られるチャンピオンベルトみたいなものなのよ」

「すげぇ！」

　この言い方だと双葉は納得するらしい。

「金属や植物の情報、治ち癒ゆ能力、ほかにも人工生命体ホムンクルスの材料とかね。ガーゴイルくんにも賢者の石の技術が使われているのよ」

「へー」

「世界で持ってるのは私だけなのよね。その秘密を独占してるから、みんな恨んでたりするのよ」

「……それって、姉ちゃんが悪いんじゃねーか？」

「あははははははは！」

　お姉さんはひっくり返って高笑いすると、

「双葉ちゃん、美少女ちゃん、お茶飲む？」

　と、店の奥に引っ込んでいった。

「結局そうなんじゃねーかよ！」

　橋の上に飛び乗って叫ぶ双葉。

　反対に梨々は難しい顔でずっと考え込んでいた。

「梨々？」

「あ、ううん。あのね……ガーゴイルさんも錬金術の成果なんだなぁって思うと」

「ん？」

「私とガーゴイルさんって、同じなんだよね」

　梨々は少し寂さびしそうな顔で言った。

　双葉には、梨々が何をガーゴイルと比べたのかわからなかった。




「おい双葉！」

　商店街を出たところで、クラスメイトの石いし田だ歳とし三ぞうに呼び止められた。甘いマスクをしているのだが、双葉同様、生なま傷きずの絶えないハードな生活を送っているヤンチャ坊主である。

「おう、トシか。何しに行くんだ？」

　石田の手にはサッカーボールとバスケットボールとラグビーボールとバットと竹刀しないと釣つり竿ざおが握られており、背中のリュックにも様々な道具が満まん載さいされている。これから何をしに行くのか、非常に気になる装備であった。

「それをこれから決めようと思ってな。ソージとカッちゃんも誘うんだけど、来るか？」

「おう、行く！」

　そこで石田は双葉の陰に隠れている梨々に気づき、

「そいつ、誰？　フーユーアー？」

「フーアーユーだろ。日本語話せるよ。梨々ってんだ」

　一言で説明するのは難しかったので、

「あたしの友達。同い年だぞ」

「ふーん、そっか。梨々も来るか？」

「え……」

　梨々は双葉の後ろで石田の顔と荷物をちらちら見ている。

　すると石田は荷物を全部地面に下ろして、ずらりと並べた。

「ほら、こんだけあれば何か得意なスポーツとかあるだろ」

　梨々は様々な種類のボールを見比べて、

「……いっこもない」

　泣きそうな声だった。

　女の子の涙に弱い石田は瞬時に解決策を練る。

「じ、じゃあ、誰もやったことのない遊びをしよう！」

「なんだよそれ」

「わかんないけど、なんかあるだろ！　カッちゃんあたりに考えさせる！　梨々もそれでいいか？」

「うん！」

　そして双葉と梨々は、石田たちと夕方まで遊んだ。どういうわけだか自転車でポロをやることになって、コケた石田が鼻血を出した時点でお開きになった。今度は梨々も泣かなかったので、双葉も安心だった。

「またねー、梨々ちゃーん！」

「うん、またねー！」

　名残なごり惜おしそうな男の子たちに笑顔で手を振る梨々。

　帰路につきながら、双葉は石田たちのバカ話を梨々に余すことなく披ひ露ろうし、それを聞いた梨々は楽しそうに笑っていた。

「そろそろおじさん起きたかな？」

「いやー……ショックでかそうだったからなぁ」

　吉永家が見えてくる。門もん柱ちゆうにガーゴイルはいなかった。きっとパトロールだろう。どうせ何かあったら呼べば飛んでくるのだ。

　吉永家のドアを開け、子供二人が入っていく。

　双葉が先に靴を脱いで、階段を駆け上ろうとした。

　事件は、その時に起こった。

「双葉ちゃん、ちょっと待っ――」

　梨々の声がおかしなところで止まった。

　双葉が振り返る。

「梨々？」

　玄関で靴を脱いでいた梨々が、口を押さえてしゃがみ込んでいた。

「どーしたんだよ？」

「…………！」

　口を押さえたまま、梨々は激しく首を振る。

　もう一歩双葉が近づこうとしたとき――

「――――ェ」




　梨々の指の隙間から、血が漏もれていた。




　反射的に叫んだ。

「ガーゴイル！」

『どうした――梨々!?』

　一瞬で双葉の後ろに現れたガーゴイルは、血を吐いてうずくまる梨々を認めるとすぐに癒し光線を放って暖めた。しかしガーゴイルは門番なので、救急医い療りようなどできない。

　双葉はさらに人を呼ぶ。

「ママ！　兄貴！　――百色！」

　一番早く現れたのは百色だった。

「梨々ちゃん！」

　二階から階段を飛び降りるようにやってきた百色は、シルクハットもタキシードも着ていなかった。梨々の身体を抱き上げ、すぐに症状を確かめる。今現在、この家にいる人間では誰よりも緊急時の対応に慣れている人間だった。

　遅れてやってきたママが、救急車を呼ぼうと電話に駆け寄る。

「――無む駄だ……です。やめ、て」

　血の混じった唾だ液えきと一緒に、梨々がささやいた。

　百色は激怒したように、

「何を言ってるんだ！　血を吐いたんだぞ！」

「血は……もう出ない、から。寝てれ、ば――だいじょぶ、だから……ごめんなさい……」

　確かに梨々の呼吸も落ち着いてきた。吐血は最初の一回きりだったようで、あとは軽く胃液を吐いたりしたが、やがてそれもなくなった。

「ごめんなさい……血……汚し、て…………ごめんなさい…………」

「いいから！　今、兄貴が布団ふとん敷しいてるから！」

　双葉が叫ぶ。

「ごめんね……双葉ちゃん」

「梨々、なんでそんな」

「言ったでしょ……？　お薬飲まされたって……たぶん、それの副作用……」

「ならば、それを治す薬はあるのか？」

　百色が二人の間に割って入る。

「うん……わかんないけど、研究所に行けば……」

「待っていろ。すぐに盗んでくる」

　言うが早いか百色は二階へ駆け上がり、数秒もしないうちにシルクハットとマントを身につけて戻ってきた。梨々の血で汚れた黒い革靴をなんのためらいもなく履き、扉を開ける。

『待て百色。盗みは――』

「んなこと言ってる場合かよ！」

　双葉がガーゴイルを蹴り飛ばした。

　百色が梨々の薬を求めて走り去った後は、ママと和己が梨々を寝室へ運び、双葉が玄関の掃除をした。パパが休日出勤だったのが悔くやまれる。

　ガーゴイルは梨々に付き添い、ずっと癒し光線を放っていた。効果があったかどうかは不明だが、一度だけ梨々がガーゴイルの頭をなで、

「ごめんなさい……」

　とつぶやいた。

　ガーゴイルは無言で光線を照射し続けた。
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　久しぶりに車を盗み、久しぶりに運転した。迷いは車の解かい錠じよう道具を取り出す一瞬だけだった。

　先週の道と全く同じ経路で、百色を乗せた車が「新しん鉱こう物ぶつ学がく研究所」と書かれた看板の手前に到着した。梨々が血を吐いて一時間も経過していない。

　百色は一番手っ取り早い手段をとることにした。

　研究所に正面から入り、驚く所員たちを無視して階段を降り、所長の研究室のドアを乱暴に開く。

「なっ……！　誰だ君は!?」

　白衣を着た痩そう身しんの白人男性が、百色を見て持っていたファイルを床に落とす。

　百色は男の胸むな倉ぐらを摑み上げ、

「梨々ちゃんが血を吐いて倒れた。治す薬を探している」

　誰かを打ち倒してものを盗んだことは数あれど、ここまで強引に目的を進めたのは初めてだった。百色が手を離すと、男は床に尻餅をついた。何度か咳せき込こみながら、机に手をついて立ち上がる。

「そうか……君が怪盗百色か。冷静に考えれば、そんな恰好をしている日本人は君だけだ」

　少し余裕が出てきたのか、男は軽く笑った。

「初めまして。私が当研究所の所長を務めている、ハミルトンだ。私のデータと梨々を盗んだのも君だな」

「依頼された仕事だ、悪く思わないでくれ」

　ハミルトンは四十代ほどの男だった。痩やせて背の高い、所長というより研究員といった方が近い風ふう貌ぼうをしていた。錬金術も鉱物学も石を扱うからだろう、着ている白衣は汚れきっていた。

「それで、梨々ちゃんの薬はどこに？」

「それよりも梨々はどこだ？」

「信頼している家に預けてある。ここへ連れてくるわけにはいかない」

　百色は梨々の、最初に出会った時の涙を思い出す。

　ここへ連れてくれば適切な処置が受けられるのかも知れないが、それは最後の切り札だ。梨々の身体のためではなく、心の健康のために百色は連れてこなかった。それに、もし無理にでも連れて行こうとすれば、梨々は死んででも拒こばむかも知れない。それだけは避けたかった。

　ハミルトンもだいたいの事情はわかっているのだろう。理由は聞かずに、うなずいた。

「……まず梨々の症状を教えてくれ」

「血と胃液を吐いた。熱はない。脈拍が早くなっていた。それから――」

「発ほつ作さだな」

　半分も聞かないうちにハミルトンは結論づけた。

「薬を持たせなかったのか？」

「知らなかった」

「――今さら言っても遅いが、梨々は三日に一度薬を飲ませないと発作を起こす。あの子の強化した神経がほかの器官に負担をかけるんだ。身体が薬に慣れているのも理由に入るが」

「その薬があれば梨々ちゃんは治るのか？」

「いや」

　完全に落ち着きを取り戻したハミルトンは、椅子に座った。所長室にはもう一つ椅子が置いてあり、ハミルトンが座るように勧めたが、百色は立ったままだった。ハミルトンは肩をすくめ、苦笑する。

「私は昔から錬金術という学問を研究している」

「――それは梨々ちゃんから聞いた」

「私は錬金術である人物を出し抜こうとした。そのために梨々の超感覚を科学的に解明したかったのだ。薬を使ったのは、梨々の限界を知るためだ。おそらくそれが人類の感覚の限界だと私は確信している」

「そんなことはどうでもいい！　梨々ちゃんを治すにはどうすればいいんだ！」

　ステッキをハミルトンに突きつける。

　だがハミルトンは眉まゆ一つ動かさない。

「手遅れだと言っただろう。梨々が飲んでいる薬は発作を抑えるためのものであって、梨々の身体を治すためのものではない。一度壊れたら元には戻らん」

「そんな――」

　百色の顔色が青ざめる。

「なぜ梨々ちゃんにそんなことをした！」

「それはこっちの台詞だ、怪盗！　なぜ梨々の身体を壊すような真似をした！」

「そ、それは……」

「知らなかったで済むような症状ではないだろう！　君は、扱いが難しい盗品を知らなかったの一言で壊す三流のこそ泥なのかね!?」

「っ……！」

「梨々はモノでもなんでもない、人間なんだぞ！」

　百色は一言もない。

　そう、梨々をさらったのは、彼のエゴなのだ。

　たとえ彼女がそれを望んでいたとしても。

「…………」

「だが、手がないわけではない」

　息を整ととのえてハミルトンは立ち上がり、書棚から一冊の本を取り出す。それは見覚えのある背表紙だった。ハミルトンはその「錬金術アルケミー」と書かれた書物を開き、ある図柄を百色に見せた。

　燭しよく台だいに載のった石。

「これは賢者の石といって、錬金術の最秘宝だ。世界に一つしかない貴重な石だ。効果は数多あるが、肉体の再生や治癒などの能力もある」

　賢者の石。錬金術。

　――信じろと言うのか。

　ステッキを持つ手が震えた。

「それは――どこにある？」

　ハミルトンは本を棚にしまうと、もう一度椅子に腰掛けた。

「君も知っていると思うが――ガーゴイルという名の石像に、賢者の石が使われているという情報がある」

「ガ……！」

「あの石像――門番型自動石像も錬金術師の憧あこがれだよ。おそらく石は心臓部分にしか使われていないだろう。治療に使うのなら、摘てき出しゆつする必要があるな」

　百色の手からステッキが転がり落ちた。

　それは、つまり――

　壊せということか。

　あの世界最強の門番を。

　あの心優しい吉永家の家族を。

「断っておくが」

　ハミルトンは手を組んだまま冷静に告げる。

「梨々を盗んだのは君だ。最強の門番と梨々、どちらを天てん秤びんにかけるかは、君の自由だが――」

　百色は。

　目の前にいるこの男を殴なぐりつけてやろうと、手袋をはめた拳こぶしを握りしめる。そもそも梨々に投薬したのはこの男だ。梨々の超能力が生まれつきか投薬によって目覚めたものか知らないが、彼女の幸せを奪うばったのはこの男だ。

　だが、彼女の生命の燭台を奪ったのはほかならぬ百色自身なのだ。

　組んだ腕を解き、ハミルトンは百色の目の前に立ちはだかった。

　握った拳が震える。

「梨々を盗んだ責任は、最後までとってもらうぞ」

　怪盗百色は唇を嚙かみしめる。

　そして、白い拳を振りかぶり――

　壁面に叩きつけた。

「――とるさ」

　吐き捨てた百色の口の端はしから、梨々が流したものと同じ、赤い雫が流れ始めた。






























　シルクハット。タキシード。マント。

　百ひやく色しきのトレードマークとも言えるこの恰かつ好こうは、フェイクが第一目的であった。派手な衣い装しようで人ひと目めをひき、地味な手段の窃せつ盗とうを隠す。小さなものを隠すために、大きなものをよく見えるように配置するのは、手品の基本である。

　幼おさない頃から手品の技術を磨いてきた百色が怪盗として世の中に出現した経けい緯いについては謎なぞだが、少なくとも彼はこれ以外のスタイルを持つことができなかった。

「…………」

　人を楽しませることが手品師の仕事であり、人を困らせるのが怪かい盗とうの仕事だ。

　相あい反はんするこの二つの職業は、百色のジレンマとなって常に彼の中でどす黒く蠢うごめいていた。そして、いざとなったらどちらを優先させるべきか、ずっと考え続けていた。

「…………」

　研究所から隠かくれ家がへ戻り、吉よし永なが家けには行かなかった。

　そしてここ、御ご色しき町ちようの住宅街にある空あき地ちにずっと立っていた。

　数年前から買い手が見つからないこの空き地、雑草が生おい茂しげっており、高いものは百色の腰まで伸びている。虫たちは百色を避けるようにして騒いでいた。

　時計の針が十二時を指した。

　周囲の電気は消えており、月明かりだけが百色の姿を照らしている。草の生い茂る町の一角で、月光を浴びる黒い影は妖精の国の住人にも見えた。

「…………」

　百色はステッキをついて立っている。

　必ずここに来ると信じている。

　そして――

『梨り々りは落ち着きを取り戻したぞ』

　ちりん。静かな空き地に、鈴の音が鳴った。

　空き地の入口に、いつのまにか黒い犬の石像が座っていた。

『何をしていた、百色。薬はどうなったのだ？』

　百色はガーゴイルの黒い身体を静かに見つめ、ゆっくりと息を吐く。

「――君は」

『む？』

「君は、今までに泥棒を殺したことがあるか？」

　風が一陣吹き抜けるほどの間を置いて、

『ない。この国の法律では窃盗は死罪に値あたいしない』

「相手がどんなに強力な敵でもか？」

『相手など問題ではない。我われが殺さぬようにすれば死なない』

「――そうか。うん、そうだな」

　百色はうなずいた。自分に何かを納得させるように。

「君は強いな。最強だ。間違いない」

『百色。何か問題でもあったのか？　それになんだここは？』

　ステッキがくるくると回り、やがて百色の両手に収まった。

　ぱしん――

　手を打つ杖つえの音が夜に響き渡る。

「僕は弱い――梨々ちゃんには時間がないんだ」

　決めたこと。

　決着はいずれつける、と前に約束したではないか。

　もう一度、百色はうなずいた。

『百色――』

「それ以上喋しやべるな、ガーゴイル君」

　シルクハットを取ると、百色はそれを足下に置いた。

　もう一度ステッキを両手で握にぎる。

「決心が鈍にぶるんだ」

　震ふるえる手で、強く握りしめ――

　その柄えを回す。




　カキリと音がして、ステッキの中から白銀に輝く刃やいばが現れた。




　地を蹴ける音は聞こえなかった。

『その仕込み刀は――』

　ガーゴイルが何か言う前に、百色の剣がガーゴイルの喉のど元もとを狙ねらった。金属を嚙かむ音がし、石の身体が後方に吹き飛ぶ。

　宙に飛ぶガーゴイルの喉に、二度、三度、と剣を突き入れる。

　四度目で剣が折れた。

『百色！』

　地面に仰あお向むけに倒れたガーゴイルを、百色の靴くつが乱暴に踏みつけた。

　その両手に握られているのは――

　ドドン！　ドドドン！

　爆音に似た咆ほう哮こうがその武器の口から発せられ、ガーゴイルの喉に衝撃が炸さく裂れつする。両手にためらいはなく、先ほどからガーゴイルの喉を一点集中で狙っていた。

　左手にザウエルＰ２３９。右手にベレッタＭ１９３４。

　タネも仕掛けもない、正真正銘、生物の命を奪うばう拳けん銃じゆうだ。

　残弾が尽きるまで打ち続けると、百色は両手の拳銃をためらわずに投げ捨て、マントの内側から奇妙な形の小銃を取り出す。今度はＦＮ社のＰ９０。

　ガガガガガッガガガガガッ！

　専用弾がガーゴイルの喉を絶え間なく穿うがち続け、やがてそれも消える。

『百色――汝なんじは、我を――』

「喋るなと言っただろう！」

　百色はガーゴイルを蹴り飛ばす。コロコロと空き地の上を転がったガーゴイルが、不審な気け配はいに飛び起きた。

　直後、指向性地じ雷らいによる大爆発が起きた。

　百色のマントが爆風にはためく。爆炎の向こうにガーゴイルの残ざん骸がいが転がっているとは思えない。彼はマントの中から仕込みステッキをもう一本取り出し、鞘さやを捨てる。

　その百色の右肩を光線がかすめた。

　直接命中はしていないのに、後方に吹き飛ばされ、後頭部を打って、さらに何度も転がり続けるほどの運動エネルギー。炎の向こうからガーゴイルが放った光線も、また本気だったのだ。

『目を覚ませ百色！』

「……っ！」

　痛みに顔を歪ゆがめながら百色が立ち上がる。

　炎の向こうから水が噴き出してきた。ガーゴイルの眼から噴射されたのだろう。水流は爆発で生しようじた草木の炎を完全に消火してくれた。

『汝らしくない手段だ。我ならまだしも、ほかの者なら死んでいるぞ』

「ああそうさ！　君はこの程度じゃ壊こわせない！」

『なぜ我を壊そうとする？　我はそこまで汝に嫌われていたのか』

「黙だまれ！」

　剣が飛びかかってきた。

　ガキン！

　ガーゴイルは避けもせず、光線も撃たずに百色の剣を真っ向から受け止めた。

　百色はガーゴイルの額ひたいに剣を当てたまま、一歩も動けない。

　ガーゴイルの眼から電撃が放たれた。

「あ……がぁっ！」

　数万ボルトの電流が剣を伝って百色の全身を走り、とうとう彼はその場に倒れて動かなくなった。

　弱々しく草を摑つかむ手が、今の百色にできる精一杯の抵抗の表れだった。

『……百色。汝では我を壊せない』

「…………！」

『あきらめろ』

「できない……！　梨々ちゃんを救うには、君の賢者の石が必要なんだ！」

『なんだと？』

　上半身だけを起こし、百色は右手をガーゴイルに向ける。

　ぱしん――

　何もない右手に、拳銃が出現した。先ほどのザウエルだ。

『待て百色。たしかに我の身体には賢者の石が使われているらしいが――』

「それで梨々ちゃんが治るんだ！」

　拳銃を撃つ。

　やはり弾丸はガーゴイルに傷一つつけられなかった。

　ここに至って、ガーゴイルも事情が飲み込めたらしい。

『誰だれに吹きこまれたかは知らぬが――我に使われているのは、賢者の石の模造品レプリカだ」

「なに……？」

　百色の表情が変わった。

『我の制作者が言っていた。本物の賢者の石ならば治ち癒ゆ能力もあるだろうが、我を構成する石で可能なことは、情報の蓄ちく積せきなどの非生産的なことばかりだ』

「そんな――じゃあ、あの情報はデタラメだったというのか!?」

『そう認めざるを得ない』

「そんな……」

　ステッキを使い、百色がよろめきつつも立ち上がる。ガーゴイルは相変わらず無表情のままだが、百色の身を案じて「癒いやし光線」を放とうとした。

　その時、

「ああ、こういう結果になったか。予測の範囲内だな」

　空き地の前に、一台のバンが停とまっていた。

　運転席の窓から顔を出しているのは、白衣を着た白人の男。

「――ハミルトン！」

「やあ百色くん。いかがかね、世界最強の錬金術師、高たか原はらイヨによって生み出された戦闘力は」

　ハミルトンは車から降りて、百色に笑いかけた。

「貴様――私を騙だましたのか？」

　百色はハミルトンを睨にらみつける。

　ところがハミルトンは意外そうな顔で、

「騙す……？　ガーゴイルには賢者の石が使われていなかったのか？」

「レプリカだそうだ」

『事実だ』

　ガーゴイルも自みずから証明する。

「なんということだ。情報に不備があったのだな……梨々のやつ、間違った情報を――」

　ハミルトンのつぶやきをふたりは聞きき逃のがさなかった。

「……今、なんと言った？」

『……梨々と言ったな。どういう事だ』

　返答はない。

　ハミルトンはニヤニヤと笑っている。百色が初めて会った時とは違う、残ざん忍にんな笑みだった。

「答えろ、ハミルトン！」

　――ヒュン。

　なんの前まえ触ぶれもなく、光線がバンの後部ドアから突き抜けてきた。

『百色！』

　ガーゴイルと違って、照準を外はずしていない光線が百色の脇わき腹ばらに突き刺さった。血をまき散らしながら、きりもみ状に回転して地面に倒れる百色。

「何…………が……私を……？」

　立ち上がろうとして、そのまま気を失ってしまった。

『何者――？』

　ガーゴイルは、その存在に気づかなかった。

　御色町の全すべての物体を手に取るように把は握あくできる超感覚器を持つガーゴイルが、光線を撃った者を判別できなかった。そんな芸当ができる者は、東ひがし宮みやの家を守っている自動石像くらいだと思っていたが――

「ガーゴイル君もある程度は消しよう耗もうしただろう。倒すには絶好の機会だ。日本のことわざで――そうだ、漁ぎよ夫ふの利り、というやつだったかな？　違ったか？」

　バンのドアが外れ、中から一台の物体が姿を現した。




　それには首がなかった。

　指もなかった。

　さらには足もなかった。




　白い機械。

『…………ルルル……ルゥ』

　肩から上が平たいらになっており、手の部分が銃口になっていた。左手首から煙が上がっている。おそらくあれで光線を撃ったのだろう。下半身はスカートのように下方に広がった装そう甲こうで覆おおわれており、少しだけ宙に浮いていた。

　ガーゴイルの制作者が見たら激怒しそうなデザインだった。

『ハミルトンと言ったな。それが汝の自動石像か』

「石像ではない。ただの自動人形オートマタだ」

　自動人形はゆっくりとバンから降車し、ガーゴイルに砲口を向けた。

　それよりも早くガーゴイルの光線が自動人形に命中する。威い力りよくを調節したとはいえ、相手は無傷だった。

「賢者の石の秘法がなくても、希少銀ミスリルくらいなら作れる。心理ステルス機能も当然ついている」

『それで汝はどうするつもりだ』

「決まっている。君を作った錬金術師、高原イヨから賢者の石の秘密を奪うんだよ！」

　自動人形の右手がガーゴイルに向けられた。

「撃て！　デュラハン！」

『ルルルルルルルゥ！』

　デュラハン――白い自動人形の右手から、青白い光線が発射された。それはガーゴイルの胸に命中し、

『ぬ……？』

　命中した部分から白く輝く霜しもが伸びた。

　極低温の光線。生物ならばそれだけでショック死しているだろう。「見えざる水銀」と呼ばれる錬れん金きん術の力。だがガーゴイルは石像だ。夏の暑さも感じない。

　今度はデュラハンの左手から厖ぼう大だいな熱量の光線が照射された。低温光線が当たった部分を狙って、まっすぐに伸びてくる。

　ガーゴイルの光線がデュラハンの光線を迎撃した。

『……そういうことか』

　極低温と極高温の繰り返しによって、金属疲労を起こさせるつもりだ。

　ガーゴイルの賢者の石（レプリカ）がどのくらいの硬度なのかは不明だが、この攻撃を何度も繰り返されては、ガーゴイルといえども――

『ならばそれまでに倒せばよいこと』

　ガーゴイルの眼から電撃が放たれた。ハミルトンはすぐにバンから離れ、デュラハンは緩かん慢まんな動作で手から光の障しよう壁へきを出す。青白い壁が車の前に出現し、電撃から守った。

　とはいえ、前にガーゴイルが戦った自動石像に比べれば大したことのない敵だった。

　攻撃力も数段劣おとる。

　素早さも遅すぎるほどだ。

　しかし、

「デュラハン！」

『――ルルゥ！』

　ハミルトンの号令の下、デュラハンの両手が上を向いた。

　砲口の先は――

『いかん！』

　デュラハンの光線が御色町の家屋に向けて発射された。家は避けることができない。ましてやなんの工夫もない鉄筋の家か屋おくだ。錬金術の攻撃力では――

　光線の射線上にガーゴイルが出現する。

　バシッ！

　家屋を守るために盾となったガーゴイルはまともにビームを喰らい、地面に落下した。

　デュラハンの攻撃は止まらない。両腕を広げ、左右の家屋に向けてビームを斉せい射しやする。片方の光線にガーゴイルが飛び出し、もう片方はガーゴイルの光線で迎撃する。

　低温光線を浴びたガーゴイルの胸から煙が上がりだした。

『くっ……』

　デュラハンの腕が二本だったのは幸いだった。

　人間によるテロならばどんなものであれ守りきれる自信があるが、「見えざる水銀」は強力だ。これ以上の攻撃は――

『おのれ……罪もない人々を盾に取るか』

　ハミルトンに向けて、ガーゴイルは光線を放った。

　バンの後ろに隠れていたハミルトンだったが、ガーゴイルの光線は車ごとハミルトンを貫つらぬく計算だ。

『ゥルルゥ！』

　しかし、ガーゴイルの光線はデュラハンの手から伸びる光の障壁に遮さえぎられてしまう。反射したガーゴイルの光線は、電柱に当たって霧む散さんした。デュラハンという自動人形、防御もそれなりにできるらしい。

『――ルル――オマエ、コロス。オレ、ツヨイ』

　デュラハンは両腕を上げてガッツポーズを取っている。

　どうやらこの自動人形、日本語は苦手らしい。

　デュラハンの右手から次々に発射される冷凍ビームはガーゴイルの石の身体を徐々に冷やしてゆく。夏の暑さを奪ってゆくその光線は、ガーゴイルの周囲の草木をも凍らせた。

『ならば、光線を撃つ前に我が――』

　ガーゴイルが両眼を輝かせる。

　と。

　――バシュッ！

　それまで光線の攻撃しかしなかったデュラハンの身体が急に大きく膨ふくらんで見えた。

　背中から煙を噴ふん射しやし、瞬間移動とも呼べる猛もうスピードで突進してきたのだ。

『むぅ――』

　ガーゴイルは避けようとした。

『ルルルルルルルルルルルルルゥ！』

　しかし、冷えた足が凍った草木にくっついて、うまく――

　ドン！

　デュラハンの腹部から、巨大な杭くいが生えた。

　突進の勢いと発射の勢いを合計して、ガーゴイルに杭が突き刺さった。光線の連続発射で溜たまった熱エネルギーを集約した杭だった。

　数メートル吹き飛ばされ、地面に叩きつけられるガーゴイル。

　その胸に亀き裂れつが走った。

「どうだ！　対凶悪犯罪のために作られた、城ア門ン破チりガ型ー自デ動イ人ア形ンの力は！」

　車の影でハミルトンが拳を振り回して熱狂していた。

「君の次は高原イヨの番だ！　ゆけ！」

『ルルルルゥ――モウ、イッカイ――』

　デュラハンが数メートル後退し、突進しようとする。

　しかし、その時――

　突とつ如じよ、夜空から鋭い光線が降ってきた。

　蒼あおい光線はデュラハンの身体の中心に命中し、バランスを崩した自動人形は仰あお向むけにひっくり返る。昆虫のように手をばたつかせて、なんとか立ち上がろうとする。

　ガーゴイルは倒れたまま動かない。

『――屈くつ辱じよくだ』




　ガーゴイルの視界に映っているのは、デュラハンの背後にある建物の屋根。

　そこに座っている、金色の石像だった。




『アンフェアですね、ハミルトン殿』

　聞き覚えのない声に、ハミルトンが振り向く。

「誰だ！」

『ただの天使ですよ。ガーゴイル殿と戦い、高原女史を出し抜こうとするその心こころ構がまえに関しては、まぁ我わが主あるじも似たようなものですから言及しませんが――』

　デュラハンが金色の石像に銃口を向ける。

『首なし騎士のデュラハン殿。無む辜この民を人質に取り、貴方あなたはそれでガーゴイル殿に勝ったおつもりですか？』

『ルル、ウ、ウルサイ！』

『騎士としての誇りがおありなら、正々堂々と戦ってはいかがです？　少なくともこの町の人間に刃やいばを振るうことを、小しよう生せいは許しません』

　遠くから、パトカーのサイレンが聞こえてきた。どうやらこちらに向かっているらしい。周囲の家の明かりも、次々に灯ともってゆく。

『どのみち、時間切れのようですね』

「くっ――！」

　ハミルトンは素早くバンに乗り込み、エンジンをかけた。

「今日はここまでだ！　デュラハン！」

『ルゥ……オレ、マダ……』

「デュラハン！」

　獲物にとどめを刺す手前で邪じや魔まが入り、さらに退散しなければならないとあっては、消化不良にもなるだろう。首はないが、デュラハンの肩が落ちているのがよくわかる。

　しおしおとデュラハンが乗り込むと、バンは急発進して去っていった。

『助かった。礼を言う』

　ガーゴイルは仰向けに倒れたまま、悔くやしそうに言った。

　屋根の上の石像は一いつ拍ぱくの間を置いて、

『最初に屈辱とかおっしゃってませんでしたか？』

『気にするな。それよりもこの男を我が家へ運びたい。手伝え』

『お断りします。小生、主人の研究を手伝っている途中でしたので』

　金色の石像――ケルプはそう言うと、ガーゴイルの目の前から姿を消した。けっこう根に持つタイプらしい。

　怪盗百色はぐったりと倒れていた。熱光線は百色の身体を傷つけたが、傷はすでに塞ふさがっているようだ。むしろ頭を打ったときの衝しよう撃げきが強かった。それと、精神的な疲ひ労ろうが。

『また百色のせいで双ふた葉ばに怒られるのか……』

　ガーゴイル自身も胸に傷があるのだが、梨々のために自分に刃を向けた相手を放っておけなかった。

　それは友情とは少し違う感情だった。
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　怪盗百色は吉永家の客間で目覚めた。

　それで自分が完全に敗北したことを知った。

「あー…………」

　カーテンから差し込む光は、夕方のものだった。

　枕まくら元もとを見ると、綺き麗れいに折りたたまれたタキシードの上にシルクハットが立っていた。きっと吉永さん家ちのママがもう一度アイロンがけをしてくれたのだろう。パパのものだろうか、現在の百色はパジャマを着ていた。

　百色は上半身を起こし、大きく息を吸い込む。

「負けちゃったかぁ……」

　苦笑する百色の顔は、いつものようにおどけていた。

　不思議とそれ以上の悲しみは出てこなかった。

『百色――』

　部屋の隅すみに、ガーゴイルが座っていた。目覚めたときにはいなかったはずだが。

　ガーゴイルの胸に包帯が巻き付けてあった。百色が全力で傷一つつけられなかった相手に手傷を負おわせた者がいるのだ。

「ガーゴイル君。なんと言っていいか……その、すまなかった」

『気にするな。我の戦闘能力が汝を上回っていることは、汝も骨身に染しみたろう。これからは我に対抗するなどといった愚ぐ昧まいな考えは捨てることだ』

　百色は両手で顔を覆う。

「……ああ、本当に――」

　自分は愚おろかだ。

　あんなやつの口くち車ぐるまに乗せられてしまう。

　いつもならこんな事はなかったのに。

　いつもなら――

『起きあがれるか？』

「もう少し寝ていたい」

『子供のようなことを言うな。それに本物の子供の方はどうする』

「――ああ。そうだったな」

　傷は治っていたが、痛みはまだ残っていた。軽いかけ声と共に起きあがる。

　百色は布団ふとんと毛布を綺き麗れいにたたむと、上着を手に取った。

　ぼとぼとぼとっ。

　拳銃と予備弾倉が布団ふとんの上に転がる。

『それらは、特に双葉の目の届かぬ場所に隠しておけ』

「……すまない」




　百色が目覚めたと知ると、吉永家の人たちは大いに喜んだ。

「どうも、ご迷惑をおかけしました。ご恩は必ずお返しします」

　まず最初にママに礼を言わなければならないと、百色はキッチンのママに頭を下げた。ママは頰ほおを赤らめて右往左往するだけだった。キスの一つでもすれば心臓麻ま痺ひを起こすかもしれない。

「百色！　大丈夫か？」

「もう起きて平気なんですか？」

　心配する吉永家の子供たちには、手から花を出す簡単な手品を見せてやり、平気なことを証明する。子供たちはまだ不安そうだったが「ガーゴイル君のお墨すみ付つきだ」と言うとようやく納得して引き下がってくれた。

　――優しい子供たちだ。

　百色はこの家の教育方針に感心する。

　ガーゴイルもきっと良い門番になるだろう。

「あとは、我が家の事情か……」

　百色は教えられた部屋をノックする。ママの部屋らしい。

　返事はなかったが、扉を開けた。

「――無事だったんだ、おじさん」

　パジャマ姿の梨々が、笑顔で百色を出迎えた。

「きっとデュラハンにやられてると思ったのに」

「……やられたよ。実際」

　自分を襲った機械人形。ガーゴイルから話を聞いたときは半信半疑だったが、そもそもガーゴイル自身が錬金術の産物なのだから信じざるを得ないだろう。

「錬金術師ってのは、みんなああなのか？　怪獣大戦争じゃないんだぞ」

「仕方ないよ。金属の研究もそうだけど、人工生命体ホムンクルスの誕生も錬金術師の夢だから、それがどこかで一つになっちゃうの」

「笑えないね」

　言いながらも、百色は苦笑していた。

　梨々も同じような表情をしていた。

　そして、梨々はベッドから降りる。今までただ眠っていたかのように、元気な動作でパジャマを脱ぎ捨て、洋服を身につけた。その着替えが終わるまで百色は待つ。やがて梨々が後ろ襟えりから長い金髪をかき上げるのを見て、

「どこまでが演技だったんだ？」

「全部」

　間かん髪はつ入れずに梨々が答えた。

「研究所でおじさんを見つけたときに、所長が『この人についていけ』って言ったの。最初はなんだかわかんなかったけど、ガーゴイルさんと戦わせるための作戦があるんだって。漁ぎよ夫ふの利り、っていうの？」

「違うよ。漁夫の利、っていうのは戦っている両方の利り益えきを横取りすることだ。私のことは最初から眼中になかったようだ」

「……そうだね」

　梨々が倒れる演技をして、百色が梨々の研究所に薬を求めにゆく。

　薬がガーゴイルの心臓だと偽いつわり、ガーゴイルを破壊させようとする。

　これには条件がいくつかある。

　まず、ガーゴイルを破壊できなくとも、追いつめることのできる戦闘力を持った者であるということ。

　そして、梨々のためにガーゴイルを破壊できる者。

　後者の条件は、必ひつ須すではない。

　要は、子供を使って籠ろう絡らくさせられる、優しい人間を選べば――

「研究所からデータを盗んで欲しい、という依頼もハミルトンだったと」

「そういうこと」

　梨々が微笑ほほえむ。冷たい、機械のような笑顔。

「賢者の石とかいうのは、そんなに大事な物なのか？」

「そうみたい。錬金術師の憧あこがれの的なんだって」

「ふうん――ならば、今度盗んでみるとしようか」

「頑張ってね」

　無表情に梨々が言う。

　初めて研究所で会ったときの、あの感情のない梨々に戻っていた。

「じゃ、私はこれで」

　よどみない足取りで歩く梨々のために、百色は道を空けた。

「梨々ちゃん」

　ドアノブに触れた梨々が、ゆっくりと振り返る。

　やはり無表情だった。

　百色は窓の方を向いたまま、そっと右手を上げる。

　指を鳴らすと、その手に小さな花が現れた。

「私の心が読めるかな？」

　梨々の口元が苦痛に歪ゆがんだ。

「――読みたくないよ」

　ドアを開け、梨々が部屋を出た。

　百色は手の中の花を弄もてあそんで、やがてそれをポケットの中にしまった。

　遠くの方から学校のチャイムの音が聞こえた。
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「梨々？」

　軽快な足取りで階段を降りてくる梨々を見て、双葉が驚きよう愕がくの声を上げる。

「おまえ寝込んでたんじゃねーのかよ！」

「ああ双葉ちゃん。あれウソ。全部ウソだから」

　にこやかな微笑みで手を振る梨々。

「ウソって……おまえ」

「靴どこ？　私、研究所に帰らなきゃいけないの」

　玄関まで歩いてくると、梨々はスリッパを綺麗にそろえて靴箱の中から自分の靴を取りだした。少し汚れていたので軽く払ってみるが、消えない。ガマンすることにした。

　つま先をトントン蹴っている梨々の後ろを双葉が追ってくる。

「ゴメンね。おばさまにも謝あやまっといて」

「おい梨々！」

「ガーゴイルさんには、所長からまた挑戦が来ると思うから。その時はよろしく。私たち、敵同士なんだよね。こうして平然と別れるところが、なんだかスパイっぽいでしょ？」

「って……」

「じゃあね、双葉ちゃん」

　玄関を開け、梨々が出て行く。




「ガーゴイルさん、いろいろとごめんなさい。でも所長とデュラハン、多分また来ると思うから、その時はよろしくね」

　吉永家の門もん柱ちゆうの前で、梨々がぺこりと頭を下げる。

　ガーゴイルの上に乗っていた黒猫が、知らない女の子の出現に飛び降りて逃げてゆく。

『それでよいのか』

「え？」

『百色はどうする』

「おじさんは――きっと怒ってるから」

　梨々は少しだけ下を向いた。

　感情を殺した顔。

「でも所長の命令だから、仕方なかったの」

『ハミルトンの命令ならばなんでも聞くのか』

「きくよ」

　変わらぬ無表情で、梨々は断言した。




　双葉が玄関に立ちつくしていると、明るい声が階段を降りてきた。

「いやぁ、この怪盗百色、すっかり騙されてしまった。全まつたくもって油断大敵だな」

「お、おい百色！　梨々のやつ出てっちゃったぞ！」

　玄関の扉を指さす双葉。

「ん？　ああ、仕方がない。あの子はハミルトンの手先だったのだ。私についてきたのもガーゴイル君と同士討ちをさせる算段が腹の中にあったからだ――といっても、別に私とガーゴイル君は同士でもなんでもないが」

　こりゃ傑けつ作さくだ、と大笑いする百色。

　笑い声はいつまでも止やまなかった。

「おらぁっ！」

　双葉はそんな百色の顔面にドロップキックを突き入れた。綺麗に着地する双葉と、無ぶ様ざまに倒れる百色。

「何をするんだ！」

　鼻を押さえて抗議する怪盗だったが、

「よくわかんねーけど、なんかムカついた」

　問答無用の双葉の答えに閉口するしかなかった。

　双葉は苛いら立だたしげにリビングに入る。

「どうしたの、双葉ちゃん。梨々ちゃんは？」

　何も知らずに雑誌を読んでいた和かず己みが顔を上げた。

「なんか、帰っちゃった」

「ええ!?」

　雑誌を放り出して立ち上がる和己。

「だって梨々ちゃん――」

「知らねえよ！　あたしに聞くなよ！」

「違うよ、だって梨々ちゃん、病気は――」

「全部演技だったんだってよ！　ハミルトンとかいう、ほら、今け朝さガーゴイルが話してた奴の所に帰ってったよ！」

　自分が騙されたわけでもないのにキレている双葉。

　そう、同情すべきは怪盗百色の方だ。

　しかし――何かが双葉の頭に引っかかるのだ。




　門柱のガーゴイルの上に、黒猫が戻ってきた。夕方になると、熱されたガーゴイルの体もちょうどいい温度に冷えるらしい。

『なんか最近の旦那のウチは奇人変人びっくりショーみたいだな』

『よくわからぬ喩たとえだが……』

『だってほら、あのシルクハットのあんちゃん』

　たしかにあれは奇人だ。

　だがけして悪人ではない。

　罪人ではあるが。

『菊きく一いち文もん字じよ。人を外見で判断するものではないぞ』

『とは言ってもなぁ……』

　その奇人が玄関から出てきた。

　やはり菊一文字は瞬時に走り去ってしまう。人見知りする猫ではないのだが、百色の恰好は猫でなくとも近寄りがたいものがある。

『……梨々は帰っていったぞ』

「そのようだね」

『梨々にも同じ質問をしたが、良いのかそれで』

「いいさ。梨々ちゃんの決めたことだ」

『本当に梨々が決めたことなのか？』

「さぁね」

　百色はステッキを取り出すと、地面に立てて寄りかかった。

　梨々の全ての行動が演技だった。

　少なくとも彼女はそう言っていた。

「錬金術の秘宝というのも面白そうだったな。今度は錬金術がらみでターゲットを決めようか。意外と価値のある物が盗めるかもしれない」

『……汝がそう言うならば、我は止めないが』

「おや、意外だな。盗みは嫌いなんじゃないのか？」

『そちらではない。梨々のことだ』

「――騙されたのは、私だよ」

　そう。

　あのマントを摑んだ震える手も。

　百色が見せた手品に流した涙も。

　全てが――

「なにバカなこと言ってるんだよ！」

　和己の声が外まで聞こえた。

　菊一文字はさらに遠くへ逃げ出して、帰ってこなくなった。

『なんだ……？』

　ガーゴイルが不審がっていると、百色が様子を見にもう一度吉永家の玄関をくぐった。
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　和己の本気の形ぎよう相そうに、双葉が固まっている。

　キッチンからママもやってくる。

　外から百色も入ってきた。

「百色さんも、なんで止めなかったんですか！」

　飛び出し、百色に詰め寄る和己。

『和己、落ち着け』

　テレビの上に出現したガーゴイルが諫いさめようとするが、和己の興奮は収まらない。

「演技だとか、ハミルトンさんの企たくらみだとか、そんなのはどうだっていいじゃないか！」













　両手を振り回して和己が叫んでいる。その光景を、みんながわけもわからずに見守っている。

　和己にとっては、みんながわからないのだろう。

「どうして梨々ちゃんの気持ちに気づかないんだよ、みんな！」

　泣きそうな声の和己。

　ガーゴイルを狙って錬金術師が襲ってきたのは理解できる。東宮の例があるから。

　梨々が命令されて百色を騙したのも理解できる。

　だけど――




「演技で血なんか吐けるわけないじゃないか！」




「あ――」

　双葉も理解した。

　演技の上手な人間は涙を自在にコントロールすることくらい簡単だ。

　だけど、病まで操あやつれるわけがない。あの血は本物だった。双葉自身が玄関を掃除したのだから、間違いない。

「ガーくんだって、梨々ちゃんの身体が悪いこと知ってたんでしょ！」

　ガーゴイルは答えない。

「百色さんだって――気づかないわけないですよね……」

　返事はない。

　和己には梨々の気持ちがわかりかけていた。最初は百色に付き従っている、ちょっと奇妙な子供くらいにしか思っていなかった。だけど、百色とは全然事情が違う。ハミルトンとかいう錬金術師に何をされていたのか知らないが――あんなに寂さびしそうに泣いている女の子を、和己は見たことがない。

　梨々の境遇と奇怪な行動を照らし合わせれば、和己のような一介の高校生にも理解できるというものだ。あの尋じん常じようじゃない寂しさを。血まで吐いて、それでも演技と言い張るのは――

　百色を騙した罪悪感からくるものじゃないのか。

　そういう突っぱねた優しさがガーゴイルと似ていると、和己は感じるのだ。

「梨々ちゃんは、あなたのことを父親みたいに慕したってたじゃないですか！」

「そーだよ！　なんで見捨てるんだよ！」

　子供たち二人に責められるも、百色からの弁解はない。

　ママが和己の頭に手を置いた。

　優しく頭をなでているが、百色のことを心配そうに見つめている。

　ガーゴイルも無言で百色の言葉を待っていた。

　あれだけ騒がしかった吉永家のリビングに、重苦しい沈ちん黙もくが訪おとずれた。その重圧を一番負担しているのは、やはり百色だろう。

　重い扉を開けるように、静せい寂じやくを破る声が漏もれ出でてきた。

「私は……怪盗だ。梨々ちゃんの父親ではない。それに、梨々ちゃんは自分で帰りたがっていたし、そもそも私のような人間に――」

　双葉が跳んだ。

　和己が走った。

　ママが摑んだ。

「だっしゃあああああああ！」

　双葉の弾丸ドロップキックが百色の顔面を捕らえ、和己のフライングクロスチョップが百色の胸を打ち、倒れる百色の足を持ったママがジャイアントスイングで振り回し、放り投げられた身体にガーゴイルのビームがトドメを刺した。

　黒煙を上げて痙けい攣れんする百色に、ソファの上に乗った双葉が指を突きつける。

「吉永家をナメんなよ、怪盗！　人の好意を素直に受けられねー奴は最悪だってパパが言ってたんだ！」

　和己が百色の身体を抱き起こす。

「百色さん！　梨々ちゃんは僕たちと遊んでるときに泣き出したんだ！　どうしてだかわかる？　あの子、『楽しくて泣いた』って、そう言ったんだよ！　そんな子が錬金術師の命令一つで動くなんて、どう考えたって普通じゃないよ！」

　抱き起こされた百色のマントを、ママがつまんだ。

　一カ所だけ、縫ほう合ごうの乱れている所がある。ママが縫ぬったのではない。

　ママは黙ってその部分を百色に見せた。

「…………」

　百色は立ち上がり、転がったシルクハットを手に取る。

　ふと、ガーゴイルと目が合った。

『汝にも事情があろう。だが、怪盗百色は弱き者の味方ではなかったのか』

「…………」

『早く追いかけろ。さもなくば我が助けるぞ。いい加減、待つのも疲れた』

　――まったく。この家の人たちは。

　苦笑する百色。

「まだ蹴られてーのかよっ！」

　双葉がソファから飛びだし、もう一度百色にドロップキックを放つ。

　しかし百色はマントを翻ひるがえすだけで、双葉の両足を避けた。そのまま百色はマントをガーゴイルに向かって投げる。黒い布にすっぽりと覆われるガーゴイル。

　ぱぁん！

　小さな破裂音。

　一瞬だけ皆が目を閉じる。

　目を開くと、紙吹雪ふぶきが舞っていた。

　百色の姿はどこにもない。

『――行ったか。よし』

　黒布にくるまったまま、ガーゴイルがつぶやいた。

　百種類の色を持つ紙吹雪が吉永家の人々に降り積もってゆく。

「もしかしたら、お礼のつもりなのかも」

　和己がぽつりとつぶやいた。
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〈――お母さんが死んでから全てが変わったように思える。

　故郷の小さな研究所にある、古びた印刷機が吐き出した一枚の検査結果に、これからの人生の標しるべが書いてあった。

　その日から、錬金術師と二人きりの生活を歩むことになった。

　自分の能力に超がつくなんて、あの頃は思ったこともなかった。

　比べる友達なんていなかったから。

　ＩＱテストや性格判別テスト、その他いろんな実験を毎日のようにやらされた。それはゲームのようで、とても楽しかった。

　頭の上に優しく置かれる手の温ぬくもりが、全すべてだった。

　解いていくのが楽しくて、問題が難しくなるたびに心が震ふるえた。

　だから苦にがい薬でも我慢して飲めた。

　問題を解くと、みんなが驚くのが面白かった。

　けど、誰も褒ほめてくれなかった。

　失敗すると罰ばつが与えられるようになったのは、記録が伸びなくなってからだ。

　怖くなって、たくさん薬を飲んだ。

　涙が出そうなほどまずかったけど、我慢して飲んだ。

　ひとりぼっちになるよりは、ずっとマシだった。

　あの人に会うまでは、そう思いこんでいた――〉




　夕暮れの終わり。

　遠くに見える黒いビル群の向こうに、真っ赤な太陽が半分ほど沈んでいた。

　御色駅から数分ほど歩いた所にある、小さな公園。ブランコと砂場とシーソーしか置いてない。ジャングルジムはＰＴＡの方針で撤てつ去きよしてしまったようだ。

　くずかごの隣にある、丸太を縦に切った形のベンチに梨々が座っていた。

　髪の毛がオレンジ色に染まった梨々は、呆ほうけた顔で空を見上げている。

「やぁ」

　黒いマントにタキシードは、夕日に染まっても黒いままだった。

「……どうしたの、おじさん」

　梨々の口はほとんど開いていない。吐息のような声だ。

「それはこっちの台詞せりふだ。どうしたんだい？　帰るんじゃないのかい？」

　キィ……。

　百色の背後で、無人のブランコが小さく揺れていた。

　ついさっきまで誰かが乗っていた証拠だ。

「帰るよ」

「普通は、迎えが来るものじゃないか？」

「……帰るもん」

　しかし梨々は動かない。

　両腕は身体の脇わきに垂れ下がり、指一本動かない。

「じゃあ、そこで見ていてくれ。私が手品で元気づけてあげよう」

「いいよ、別に……」

　梨々の言葉を聞かずに、怪盗百色は手品を始める。

　まずはカードマジックから。手の中のカードが二枚、四枚、八枚と倍に増え、十六枚のカードを片手で持つ。さらにカードは増え、五十三枚のカードを片手だけで広げてみせる。

「はいっ！」

　そのカードが磁石で引き寄せられるように、反対側の手に移動する。

　最後に一枚残ったカードを梨々に見せる。ハートの６。

「このカードをよく覚えているんだ」

　ハートの６を束たばに混ぜ、百色はカードをシャッフル。混ぜたカードを梨々に見せ、

「好きなカードを引いてごらん」

　弱々しい手が、白手袋が持つカードを引いた。

　ハートの６だった。

「どうだい！　つぎはもっと高度なカードマジックを――」

　梨々の手からハートの６が落ちた。

「もう……やめてよ…………」

　上を向いたまま、梨々の目から涙がこぼれていた。

「……ゥ……どうして……こんなことするの…………？」

　声をあげて泣くほどの力も、もう残されていないのだろう。

　梨々にできる精一杯の抵抗は、百色から目を背そむけることだけだ。

「…………やめてよ……楽しくなんかないんだから…………もう……イヤなの…………所長に……命令されるのも…………変なお薬……飲むのも…………」

　梨々の泣き声がだんだん弱々しくなってくる。

「はじめて……だったんだから…………ヒッ…………手品なんて…………テレビ以外で…………はじめて……見たんだから…………見せてくれる……ひと……なんて……………………」

「梨々ちゃん」

　百色が梨々の隣に座ると、梨々が身体を倒してきた。意い図と的ではなく、身体を支ささえる力も残っていないのだろう。

「昔ね。手品がとても上手な男の子がいたんだ」

「……………………」

「その子は、手品しか能がなくてね。ひとりぼっちになるのがイヤだったから、暇さえあれば手品の練習をしていたんだ。誰かに見せれば、喜んでくれると信じてね」

　喋しやべりながら、百色の手の中でカードが出現と消滅を繰り返している。

　白いカードが梨々の髪の色と同じ色に染まっていた。

「だけどその子はひとりぼっちのままだった。答えは簡単。手品の練習しかしなかったからだ。見せる友達すら作れなかったからね」

「……それ…………おじさん……？」

　百色は肯こう定ていも否ひ定ていもせず、

「はじめて梨々ちゃんが超能力を見せてくれたときにね、なんだか私と同じ匂においがしたんだ。この子には超能力しかないのかなって、それだけが自慢なのかなって思った」

「…………」

　今度は梨々が黙る番だった。

「だから放っておけなかった。それだけなんだ」

「……………………おじ、さん」

「なんだい？」

「私の……超……能力……すごかった？」

「ああ、すごかった」

「……あり…………が……ェ…………ヒッ……」

　涙が混じった声。

「……ゥ……手品……………………もっと…………見たかっ……たよ……」

　徐じよ々じよに梨々の声に力がなくなってゆく。

　鼓こ舞ぶするように努めて明るい声を出す百色。

「手品なんて、これからもいっぱい見せてあげるさ」

　百色は倒れそうになる梨々の身体を抱きかかえた。

「なんだったら教えてあげるよ。友達に見せてあげれば、みんな大喜びするぞ」

「……ェッ…………友達……なんて……」

「双葉ちゃんがいるじゃないか。和己君もガーゴイル君も友達だ」

「………………」

「夏服だって買ってやる。長なが袖そでなんて着なくていいんだ」

「……………ヒッ………おじ……さ……………………」　梨々が身体を預けてくる。細い腕で百色の服を摑む。

　その、本当に軽い身体を百色は強く抱きしめた。

「梨々ちゃん。私は怪盗だ。犯罪者だ。警察に追われる身だし、人の物を勝手に取っていく極ごく悪あく人にんだ。それでも、ついてくるのかい？」













　返事はなかった。




　ただ、梨々の手がマントの端はしをしっかりと握っていた。




　百色は梨々の顔を見て、強くうなずいた。

　梨々は微笑んでいた。

「ガーゴイル君。もういいよ」

『むぅ。話が済むまで潜ひそんでいようと思ったのだが――』

　鉄棒のポールの上にガーゴイルがいた。

「話は済んだ。私は梨々ちゃんを盗み続けると決めた」

「あらぁ。よくやったわねー、この色男」

　ガーゴイルの後ろに、兎と轉てん舎しやのお姉さんが立っていた。

「貴女あなたは……」

「あんたに乳ちちぱんつ盗まれた女ですよ。一生忘れてやんないからね」

　地面に唾つばを吐き捨てるお姉さん。ものすごくダーティーな感じだった。

「話はガーゴイル君から聞いたわ。その美少女ちゃん、しばらく私に預けなさい。なんとかしてあげる」

　常人には困難なことを、この女性はあっさりと告げた。

「ガーゴイル君。この女性は？」

『ハミルトンが目めの敵かたきにしている錬金術師だ。我の制作者でもある』

「では、あなたが――」

「ほら、早くしなさい。その子、そろそろ限界のはずよ」

「あ、ああ」

　百色は梨々の身体をかかえ上げ、お姉さんに手渡した。子供とはいえ女性に抱っこさせるのは無理がありそうだったが、

「あら軽ーい。人形みたい」

　すんなりとかかえ上げられてしまった。見かけによらず力はあるらしい。

「ってことは、早く治ち療りようした方がいいわね。さ、いきましょう」

「やだ……おじさんと一緒にいる…………」

　梨々の手は百色のマントを摑んだままだ。

『案ずるな。その者は世界最高の錬金術師らしい』

「そうよー。練れん丹たん術だってそこそこいけるんだから」

　お姉さんは梨々の金髪を優やさしくなでた。強こわばっていた梨々の顔が、徐々にほぐれてゆく。ガーゴイルも小さく「癒いやし光線」を浴あびせている。

「梨々ちゃん。大丈夫、私はどこにも行かないよ」

　マントを持った梨々の手を、百色が優しく包んだ。

「だから、今はこの方に任まかせるんだ」

「ん……」

　梨々は百色に笑いかけ、小さなあくびをした。

　手からマントがするりと抜ける。

　肉体にそろそろ限界が訪おとずれ始めていた。

「さ、お姉さんと一緒に行きましょうねー。すぐに治してあげるからねー。この天才錬金術師に任せなさい」

『自分で天才と名乗るな』

　ガーゴイルの突っ込みは無視して、

「あそうだ美少女ちゃん。あなたのお名前、まだ聞かせてもらってないわ」

　尋たずねるお姉さんの耳元を、空気のような声がなでた。

「梨々…………ハミルトン……………………」
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　ＪＲ御色駅は地図上でも利便性でも御色町の中心と呼べる。

　その駅ビルの屋おく上じよう。

　夜風は涼しく、眼下の駅前商店街の人たちは温あたたかく笑っている人が多い。

　御色駅を中心にグラデーションのように広がるネオン。遠くの方に花火が見える。町に流れる音楽がささやくように聞こえる。

「いい町だな……」

『うむ。我の町だ』

　百色のマントが風にはためく。

「こんな町に住めば、梨々ちゃんも幸せになれるだろうか」

『親次第だな』

「…………」

『ハミルトンのことだが』

「あ、ああ、そうだな」

　シルクハットのつばを触さわって照れくさそうに視線をそらす百色。

　ガーゴイルは吉永家の方角から視線をそらさない。

「梨々ちゃんの超能力……気づいていたかい？」

『うむ。あれは超能力ではないな。技術と知識だ』

「やはり気づいていたか。そう、あれは心理学だよ」

　梨々の心を読む技術。

　あれはただ単に相手の目と表情を素早く読み取ったに過ぎない。眼球の動き、唇くちびるの動き、手の仕草、それらを心理学的、行動学的に照らし合わせただけ。はじめて百色と出会ったとき「車が怖い」ことを見抜いたのは、百色の靴の汚れ具合と車の話をしたときに目が泳いでいたことから判断したものだ。

『だが、あのような芸当、子供にできるのか？』

「いや、本当は高度な訓練と勉強が必要だ。それでも足りない部分は――」

『そのための練丹術か』

　うなずき、唇を嚙かむ百色。

「ハミルトン……私を利用したのはまだいい」

『その通りだ。汝の間が抜けていただけだからな』

「…………」

　百色はガーゴイルをビルから蹴け落おとした。

　音もなく落下してゆくガーゴイル。

『何をする』

　百色の後ろから声がした。

　それを無視して、百色は続ける。

「だが梨々ちゃんを利用したのは許せない。自分の娘を薬の実験台にして、悪名高い怪盗にさらわせるなんて、人の親のしていいことじゃない」

『それについても同意だ』

「ならばどうするガーゴイル君」

　百色は振り向き、ガーゴイルの目を見た。

　ガーゴイルも百色の目を見る。

『知れたこと。我が守るべきは平和な家庭だ。怪盗の事情であろうが関係ない。それを脅おびやかす者は誰であろうと許さぬ』

「意見が一致したね」

『腹の立つことにな』

　百色の気のせいだろうか。

　ガーゴイルが苦笑したように聞こえた。

　――まさか、な。

　苦笑したのは百色の方だった。

『それに、あの首なし騎士には借りがある』

　百色はガーゴイルの胴を見た。白い包帯が巻き付けてある。百色が傷一つつけられなかった石像に亀き裂れつを入れた相手。

『我は一いつ介かいの門番だが、矜きよう持じがないわけではない。受けた傷は百倍にして返す』

「それは私も同様だ」

　ガーゴイルの瞳が強い輝きを放つ。

　百色は白手袋をはめた右手を握りしめた。

「さぁ、夜は怪盗の時間だ。盗みに出かけるぞ！」

　マントを翻し、百色が声を張り上げる。

　目標はハミルトンの研究所。

　借りを、返すのだ。

　もう一度、盗むのだ。

　怪盗百色は、屋上の縁に立つ。

　空から吹く風と下から吹き上げる風がマントを高く舞い上げる。

『百色よ』

　ガーゴイルの声に目だけ振り向く。

『梨々を盗んだ責任、最後までとれるのか？』

　百色は微笑んで、

「――とるさ」

　夜の御色町に跳んだ。

　空中で広げた漆しつ黒こくのグライダーを操あやつり、コウモリのように空を滑かつ空くうする百色を見て、なぜか双葉の元気な姿を思い出すガーゴイル。理由はわからなかった。

　自由な姿が似ていたのかもしれない。






































『はい、こちら百ひやく色しきテレフォン。御ご用ようのある方はメッセージをどうぞ』

『…………その、先日お話しした、データの件なのですが………………その……よろしくお願いいたします。わたくしから研究の成果を奪うばったハミルトンに、一ひと泡あわ吹ふかせてやりたいのです……どうぞ、どうぞよろしくお願いします……』

　留守録のスイッチを切り、考える。

　このところ毎日かかってくる、このメッセージ。

　鉱こう物ぶつの研究に生しよう涯がいをかけた老人の願い。

　最初は受けないつもりだった。怪かい盗とう向きの仕事ではないし、忙しかったから。

　しかし何度も何度も繰くり返かえす悲痛な叫びに、ついに百色は動かされたのだ。

　それがこんな結末を招くことになろうとは、かけらほどにも思っていないまま。




「ん――」

　軽いめまいと共に、怪盗百色は目を覚ました。

「寝てしまったか」

　そう百色がつぶやいたのは、研究所から百メートルほど離れた山道に停とめてある車の中だった。パクったものだが、ちゃんと後でガソリンを満タンにして返すつもりだ。怪盗百色は無ぶ粋すいな窃せつ盗とうはしないという主義に基もとづいたものであるが、まったくもって免めん罪ざいにならない主張だ。

「今になって考えると、穴だらけの依頼だったな」

　普段なら身元を念入りに調べるのだが、あの老人の涙にごまかされて、軽い調査しかしなかった。まさかあんな老人が噓うそをつくはずがないと。

「それだけ、あの老人の演技が上う手まかった、ということか。私も見習わないとな」

　深くうなずく百色だったが、考えてみればハミルトンに役者を雇やとう余裕があったのだろうか。もしかして、あの演技はハミルトン自身が？

「うーむ。認識を改めなくてはいけない。科学者にして錬れん金きん術師、そして役者か」

　並べてみると、とんでもない人間だった。

「しかし錬金術とは。空想の学問だと思っていたのだが」

『そうでもない。中世の欧羅巴ヨーロツパでは確立された学問だった。磁じ器きの製法や元げん素その発見など、現代科学の礎いしずえになった部分もある。それ故ゆえ宗教などに利用されがちだったが』

　シルクハットを助手席に置いた百色がバックミラーを見ると、後部座席にガーゴイルが座っていた。よく見れば、首に鈴がない。危険だと判断して、外はずしたのだろう。

「やぁ。家族の方に挨あい拶さつは済ませたのかい？」

『……済んだ』

「その割には元気がないね」

　石像なので、ガーゴイルの表情は変わらない。逆に、だからこそ声の変化が顕けん著ちよにわかる。百色でなくとも何かあったことを判断するのはたやすい。

『むう。先ほどは勢いで汝なんじについてきてしまったものの、いざ吉よし永なが家けの人間にこれから何をしに行くか話してみると、自分の考えがいかに浅はかだったか思い知らされる』

「ひどいな。私はそれを真剣に行っているというのに」

『そう、これは汝の事情だ。しかし、我われは――』

「あの自動人形との決着をつけにいくんだろう？　さっきからおかしいな、君らしくもない。何をそんなに悩んでいる？」

『むう――』

　一度言葉を切って、ガーゴイルは話し始める。

『昔、同じように他人の家に乗り込んだことがあってな』

「それなら調べた。双ふた葉ばちゃん、前に誘ゆう拐かいされたことがあったんだな」

『あの時は吉永家を守るという、我の本能がそうさせたものだが……今回は、本当に我の偏かたよった感情だ。果たして許されるものか』

「いいんじゃないか？」

　簡単に百色は決めつける。

「怪盗はエゴの塊かたまりでできている。何か行動する時は、自分のためだ。財宝を盗むのも、梨々ちゃんを助けるのも、ハミルトンに一発喰くらわせてやりたいと思うのも、自分のためだ。ついでにほかの誰かが幸せになればなおラッキーだ。それに、君だってそうだ」

『我が？』

「門番として、吉永家の人たちを守ることに喜びを感じているのだろう？」

『……むぅ』

「だったら、私を助けることにも喜びを感じたまえ」

『しかし、それは偽ぎ善ぜんではないのか？』

「違うよ」

　百色は助手席に置いていたシルクハットを取り、おもむろに被かぶった。

「私は、悪人だ」

　百色はドアを開ける。山の涼しい風が蒸し暑い夜を忘れさせてくれそうだった。

　体中に隠された銃器に気づき、

「これは要いらないか」

　運転席に全部置いていくことにした。

　拳銃七丁、小銃二丁、突撃銃一丁、手しゆ榴りゆう弾六個、その他諸もろ々もろの火器。

『だから汝はそれをどこに隠していたのだ』

「タネは明かさないと言っただろう」

『この変人め』

「それも褒ほめ言葉だよ。個性があるというのはいいことだ。それだけではダメだけど」

　くだらない罵ののしり合あいを続けつつ、百色はステッキとカードを取り出す。装備はこれだけで十分だ。

「さ、行こう」

『うむ』

　黒い石像と黒い怪盗は、白衣の敵と白騎士の待つ白い城へと向かう。
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　研究所の鉄門は完全に閉じており、明かりも消えていた。

　研究員の姿はない。いるのは所長室に、一人。

　ガーゴイルの感覚器が告げていた。

『ルル――来タナ、がーごいる』

　新しん鉱こう物ぶつ学がく研究所――そう書かれた門もん柱ちゆうの上に立っているのは、首のない白い騎士。

　右手の砲ほう口こうをガーゴイルに向けて、ピタリと静止している。

『皮肉なものだな――門番である我が、城門破りの汝を突破せねばならぬとは』

『ルルルルルル……ハカセ、オレ、マモル』

『ふむ。守るべきものを得て、前より強くなった気がするぞ』

『ルルルルルルルルルゥゥ！』

　砲口が火を噴ふいた。

　比ひ喩ゆ通り、砲弾を放ったのだ。

　粘Ｈ着Ｅ榴Ｓ弾Ｈが包帯に巻かれた胸部に命中し、そこから炎ほのおの幕がガーゴイル全体を包んだ。百色の拳銃とは比べものにならない威い力りよくでガーゴイルを蹂じゆう躙りんする。包帯は煙も出さずに一瞬で燃焼した。

　だがガーゴイルは無傷だった。

『ふむ……さすがは突撃用の自動人形。建物に籠こもった凶悪犯を制圧するために作られただけのことはある』

『ルルルルルル！』

　デュラハンはもう一発砲弾を放った。だがその弾は慣性に逆さからうように速度を落とし、やがてガーゴイルの手前でピタリと止まった。見えない手で摑つかまれているかのように。

『その弾は効きかぬ。森が燃える恐れがあるから使わぬ事だ』

『ルルル――ナラ、オマエ、コレ、クラウ！』

　デュラハンの左手から光線が飛び出した。

　光線――見えざる水銀――その力は錬金術師の間では常識だが、世間一般に秘ひ匿とくされた技術。ミリタリーバランスが完全に崩ほう壊かいする、秘法中の秘法だ。癒いやし光線はともかく、洗濯物を回収するために使っていい技ではない。

『むぅ』

　光線は地面を撃ち、大爆発を生じさせる。

　ガーゴイルの姿はない。

『ルル！』

　月を背に、ガーゴイルが頭から落下してくる！

　石の頭がデュラハンの頭部（？）に落ちてきた。門柱から吹き飛ばされるデュラハン。ガーゴイルも地面に転がったが、転がりながらデュラハンに向けて光線を放った。すかさず立ち上がり、光線を受け止めるデュラハン。

『怠たい慢まんだな、城門破り』

『ル？』

『敷地内に入ったぞ』

　閉じた門もん扉ぴ。

　ガーゴイルとデュラハンはその内側にいた。広大なロータリーに、よく手入れされている芝生しばふ。今は灯りもなく、沈んだ雰囲気に染まっている。門から入って左に駐車場があるが、一台も停まっていない。

『ルルルルルゥ！』

　デュラハンは右手の砲弾を連射する。ガーゴイルの光線に当たり、爆発する。砲弾は使い切ったが、光線は食い止めた。

　しかし、砲弾の中に詰まった薬品が持つ火力は、全すべてガーゴイルの眼から発射された冷凍光線に食い止められてしまった。この石像、一度見た光線技は使えるらしい。

『だから研究所に迷惑がかかるからその弾は止めよと言っている』

『ルル――ハカセ、オコル、ヨクナイ……』

　しょんぼりと肩を落とすデュラハン。

『うむ。我もよく怒られる』

『オマエ、タイヘン』

『同情されてしまった……』

　なぜか腹が立つガーゴイルだった。

『ダカラ、オレ、モウ、オコラレナイ。オレ、カツ』

『しかも変なところで対抗意識を燃やされてしまった……』

　微び妙みような気持ちのガーゴイル。

　とはいえ、戦力差と生活能力は関係ない。

『感覚器では我が勝まさっているようだな』

『――ナニ？』

　ガーゴイルとデュラハン。

　両者のはるか上空を、黒い翼つばさを持った男が飛び越えていった。

『――ルルゥ！』

　黒い影は研究所の屋上に降り立ち、こちらを見下ろしていた。

『気づかなかったのか？』

『ルルル……！　りり、サラッタ、ワルイヤツ！』

　屋上に向けて光線を放つデュラハン。しかし百色の姿はもうなかった。手すりに命中し、金属を凍らせてゆく光線。

『そういうことか』

　ガーゴイルが、ふと気づく。

『だから梨り々りなのだな。梨々の超感覚をもって、汝の感覚器を補おぎなおうという魂こん胆たんだったのだな。梨々の感覚をそのまま汝に移すつもりか』

　梨々の感覚をデュラハンに移植することは、別に梨々の脳を移植するということではない。感覚を増ぞう幅ふくする錬金術のノウハウがあればそれでいいのだ。

『ルルルルルルルゥゥ！』

　両腕を振り回しながら、デュラハンの胸が開いてゆく。

　後ろから刺されたように生えてくる、巨大な杭くい。

『許せぬ。幼おさな子ごを自分の知識欲を満たすために利用した罪、法で裁さばけなくとも我が裁く』

　デュラハンがゆっくりと方向転換する。

　狙いはヒビの入ったガーゴイルの胸。

『――覚悟せよ』

『ルルルルルルルルルルゥゥゥゥゥ！』

　ガーゴイルの光線とデュラハンの杭が真っ向からぶつかった。
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　ノックの音に、兎と轉てん舎しやのお姉さんがうるさそうに振り向く。

　客は勝手に裏口の扉を開け、兎轉舎の中に入ってきた。

「おい高たか原はら！　なんなんだいきなり呼び出して！」

　登山用のリュックをぱんぱんに膨ふくらませて怒ど鳴なっているのは、二十代後半の男。モデルのような体型にアロハシャツとビンテージジーンズを身につけている。ラフに見えるが、洋服もアクセサリも庶しよ民みんが聞いたら呆あきれる値段だ。そのルックスからモデルかタレントのように見えるが、実はもっと奇特な職業に就ついている男だ。

「あー……やっほー」

「やっほーじゃない。何やってんだったく。あーあーこんなに散らかして」

　男は魔術書と薬学の本などで床が見えなくなった兎轉舎を掃そう除じする。開かれた本を並べて揃そろえて隅すみっこに置き、コンビニの袋やペットボトルなども回収。まるで一人暮らしの大学生だ。「捨てられない女」でもあるまいし。

「なんで僕がこんなこと……」

　わざわざ掃除したのは、持ってきた荷物を並べられないからだ。注文されたものはきちんと確認させる。会社社長の癖くせかもしれない。

　やがて床が見えてきた。

　その前に見えてきたものがある。

　女の子の体だった。

「うわぁ！」

　さすがに男はびっくりして跳とび上がる。

　生きているみたいだが、死体だったらもっと困る。

「な～に驚いてんのよ東ひがし宮みや……あ、そんなとこにいたんだ」

　眠そうな声でお姉さんがぼそぼそと喋しやべっている。この女、知識を詰め込みすぎてオーバーフローを起こしているようだ。だがそれと女の子を本の山に埋める行為は関係ない。錬金術の秘法にもそんなものはない。

　東宮と呼ばれた男はその女の子を抱きかかえ、安全な場所へ避ひ難なんさせようとするが、

「あ、だめよ。その下」

「え……ああ」

　言われて少女の下の床を見た。次いでその周りの本を退のけてゆく。現れたのは少女を中心に展開されている魔法陣だった。

　そして東宮は少女の身体に気づく。

「そういうことか……この子、錬金術に侵おかされているのか」

「練れん丹たん術のせいよ。体内が薬品だらけ。水銀も混じってる」

「まずいな。すぐにでも取り除かないと。全部終わったら会社のおかかえの病院に――」

「ふざけんじゃないわよ！」

　いきなりお姉さんはキレだして、せっかく東宮が揃えた本のビルを蹴けり飛ばす。

「何様のつもりよあのハミルトンってのは！」

「ハミルトン？　あのスコットランドのハミルトンか？」

「そーよあの錬金術師よ！　なんのつもりか知らないけれど、練丹術なんかに手ぇ出して！　あれは現代医学に負けた術だって、みんな知ってるじゃないのよ！」

　周囲にひとしきり当たり散らして、お姉さんは肩で息をする。その間に東宮がため息をつきながらもう一度部屋を掃除した。

「あースッキリした。そろそろ始めるわよ。手伝いなさい」

「はいはい。わかったよ」

　東宮はリュックの中から頼まれていた薬品と石と器具を取り出した。理科の実験のような物品ばかりだ。

「まあいいわ。今頃、私の放った刺し客かくがハミルトンをブッ殺している頃だから」

「刺客って？」

「ガーゴイル君」

「ああ」

「あと怪盗エロマント」

「誰だよそれ」
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　窓からガーゴイルとデュラハンの戦いを眺めながら、怪盗百色は研究所の廊ろう下かを歩く。監視カメラなどの類たぐいは、なぜか電源が切られていた。百色が切ったのではない。こちらが侵入するには好都合だが、相手が得をする理由もあるのだろう。

　考えてみる。

　警備会社に通報する必要がなくなった。

　いや。

　警備会社に見られたくない――

「っ！」

　――ピシュッ。

　壁に貼はりついた百色の脇わきを、風が通りすぎていった。

　背後の壁で、何かがはじける音が聞こえる。

「ほぅ……」

　暗くら闇やみの向こうで足音が聞こえた。

　相手の正体なんて考える必要はない。一人に決まっている。

「避よけられたか。この距離ならば当たると思ってたんだが」

　硝しよう煙えんの立ち上る銃にはサイレンサーがついており、ハミルトンはその銃を百色に向けたまま動かない。

「素人しろうとの銃なんて、目をつぶっていても避けられるさ」

　廊下の真ん中に傲ごう然ぜんと立ち、百色はカードを投げつける。

「……おや？」

　百色の狙ねらいだと、確実に命中するはずだった。銃を叩たたき落とされたハミルトンは這はいつくばって百色に許しを請こうはずだったのに――

　それどころか、ハミルトンの姿が前方にない。

「もらった！」

　声は背後からした。

　反射的に身をかがめると、凶弾がシルクハットを撃ち抜いた。穴の開いたシルクハットを空中で回収しながら、背後にカードを投げつける。

　カードはまたしても空を切り、壁に突き刺さった。

「なんだと……？」

　ハミルトンは予想していた地点のはるか後方にいた。

　一瞬で移動するなど、まるでガーゴイルだ。

「どうした怪盗百色！　君の力はその程度か！」

　一瞬で移動――？

「いやぁ、この台詞せりふは一度言ってみたかったのだが、実際に言ってみると優位に立った気がしていいものだな！」

「ハミルトン、まさか貴様も薬を！」

「そうだ！　私の研究の成果だ！」

　百色が連続でカードを投げつける。今度は容よう赦しやしなかった。人体の急所に刺さる硬度と速度でハミルトンを狙う。死ぬ可能性もあったが、躊ちゆう躇ちよしなかった。

　しかしカードはハミルトンの指で払われてしまう。たしかに飛来するカードは面を少し押せば力を失ってしまうが、それを行うのは素人しろうとが投げたカードでも難しい。よほどの反射神経と動体視力がないと――

「ハハハッハハハハッハハハハハハハハハ！」

　血走った目で、ハミルトンが銃を撃った。

　いくら強化されていても、向こうも素人だ。銃はそう簡単に当たらない。だが一発でも命中すれば、怪盗といえど無事では済まない。

　四発、五発。

　笑いながら撃っているため、どこに当たるかわからないという恐怖感が増す。

「なんて下品な笑い方だ！」

　百色は激怒しつつ、ステッキを取り出した。

　暗闇の中を揺らめく白衣に殴なぐりかかる。通常ならばまず避けられない速度と照度なのに、ハミルトンはまるで見えているかのようにステッキをやり過ごす。肉はおろか白衣にかすりもしない。

　またハミルトンが発砲した。百色のマントの端はしをちぎって、窓ガラスを破る。

「ハハハハハ、ハハハハハッハハハアハハハハ！」

　ハミルトンの笑い声は消えない。

　なんとなく悔くやしかったから、

「フハハハハハハハハッ！」

　百色も笑ってみた。




「フハハハハハハハハッ！」

「ハハハァッハハハハアハハハハッハハハ！」

　建物の中で壮絶な笑い合戦が始まっている。

　外で戦っていた二者も立ち止まったくらいだ。

『むぅ……中で何をやっているのだ』

『ルル……ナカ、タノシソウ』

　つぶやき、デュラハンは肩を落とす。

『りり、タノシイ、オレ、シラナイ』

『梨々が楽しそうにしているところを見たことがない、と』

　ガーゴイルが通訳した。

『ルルゥ……ハカセ、りり、ジッケン。りり、ジッケン、イヤ』

『ならばなぜ汝が救わなかった』

『オレ……ハカセ、ツクラレタ。ハカセ、オレ、オヤ』

『自分の創造主おやの命令ならば、なんでもきくのか』

『ルル……』

　迷う。

　これが梨々とデュラハンの違いだ、とガーゴイルは悟さとった。

　梨々は「きくよ」と平然と答えた。つまりハミルトンの企たくらみを全て知っており、それでもあえて従っていた。それは梨々にとって、ハミルトンが父親だったからではない。唯ゆい一いつ無む二にの人間だったからだ。

　デュラハンにとってもハミルトンは唯一無二のものだが、事情が違う。梨々は外の世界の楽しさを知っていたから、捨てられたときの悲しみの深さも知っているのだ。

　デュラハンにはそれがない。いざ自分が捨てられたとき、自分がどのくらい悲しむのか知らないのだ。それはとても不幸なことだとガーゴイルは思う。

『首なし騎士よ。汝にとって、家族とはなんだ？』

　ガーゴイルは静かに問う。

『ル、ルゥ……？』

『父と母と子と、血の繋つながった関係であればそれでいいのか？　自分を創った者であれば親と呼べるのか？　自分が創った者であれば子と呼べるのか？』

『ルルルルゥ……オマエ、ムズカシイ！』

　デュラハンが右手から光線を撃ちだした。マシンガンのように連射されるその光線はガーゴイルの胸に連続で命中する。胸の亀裂がさらに広がる。だがガーゴイルは反撃をしない。

『難しいことなど何もない』

　ガーゴイルは静かにデュラハンの攻撃を受けている。
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〈――お父さんのことを所長と呼ぶようになったのは何歳くらいからだろうか。

　錬金術でお母さんをよみがえらせると聞いたときは、正直ついていけなかった。だけど、結局ついていった。ついていけば捨てられないから。

　結局のところ、誰でも良かったんだと思う。

　錬金術に没ぼつ頭とうするお父さんを遠目に見ながら、そのお手伝いができれば喜んでくれるだろうか、と考え続けていた。

　でも、それは喜んだお父さんに褒められたかったからだ。

　たとえこちらを見てくれなくても、そばにいてくれれば満足だった。

　実験動物のように見られていたあの研究所で、お父さんはたった一人の人間だったから。

　あのヘンテコな怪盗に、手品を見せてもらうまでは。

　双葉ちゃんの家族を見るまでは――〉




「高原。調合終わったぞ。ていうか力仕事だけ僕にやらせるな」

　別室から出てきた東宮の手には、赤い色の液体が入ったフラスコ。

　兎轉舎の中は電球一個でライトアップされており、どこに何があるのか非常にわかりにくい。しかしお姉さんも東宮も慣れているのか、行動に迷いはない。

「おい高原、そっちの準備はいいのか？」

　お姉さんは魔法陣の上の梨々を見つめている。

　東宮がもう一度声をかけようとしたその時、突然お姉さんが梨々の袖そでをまくった。

「何やってるんだ？」

「これ見て」

　長袖に隠された二の腕の部分を見せる。

「……ひどいな」

「鞭むちか何かで叩かれた痕あとよ」

　気になって、お姉さんは梨々のボタンを外はずして服を脱がせた。すると出るわ出るわ、体中の至る所に痣あざがあった。

「君の話じゃ、この子が使われていたのは感覚尺度の実験じゃなかったのか？」

「そうよ。画像を見て質問に答えるだけ。だけど、成績が悪かった子供におしおきをする親だっているでしょう？」

「たしかに」

　東宮が苦笑する。

　そしてまじめな顔になり、

「だが、子供にここまでの仕打ちをして、あるいは仕打ちがなされているのを黙って見ているような人間を親と呼んでいいものかね」

「…………」

　お姉さんは答えない。

　東宮の手からひったくったフラスコを、意識のない梨々の口元に近づける。梨々の鼻が動いた。口を開けさせ、お姉さんが液体を流し込んだ。あらかじめ意識をなくしてからでないといけないのだ。

　なぜかというと、

「え、何これ、うわ、マズ！　焼いたゴムみたい！　うぅっ！」

　すかさず東宮がバケツを差し出す。一瞬で意識を取り戻した梨々は迷わずその中に嘔おう吐とした。

　見たくないのだが、見てみれば吐と瀉しや物ぶつが金属色の光こう沢たくを放っているのがわかる。梨々の体内に溜たまっていた不純物がまとめて吐き出されたのだ。

　胃どころか体内を空っぽにして、梨々はもう一度倒れ込んだ。

「ひとまずは安心よ。もう悪いのは出しちゃったから」

　お姉さんがいつもの笑顔で梨々の汗ばんだ髪をなでた。

「ありがと……ございます」

「あっちでひとまず寝てなさい。今このお兄さんが運んであげるから」

「…………ん」

　梨々の表情に気づいたお姉さんはすかさず笑顔を作って、

「大丈夫よ！　うちのガーゴイル君は最強なんだから！　ついでにあのエロ怪盗だって、無事に帰ってくるわよ！」

「…………うん。でも……ううん」

「なぁに？　勝って欲しくない？」

　肯こう定ていも否ひ定ていもできず、開いた口からは嗚咽おえつが漏もれた。

「…………グス……ヒッ……」

「変なこと言ってごめん。――ねえ梨々ちゃん。元気になったら何がしたい？」

　しばらくの間、泣き声だけが続いた。

　お姉さんと東宮は、床に寝ている梨々の言葉を静かに待った。

　かすかな声が兎轉舎の中に反響する。

「…………………………遊び……たい」

「うん」

「ゲーム……したい…………ポロ……したい……ケンカしたい……」

　泣きながら、慎つつましやかな願いを口に出し続ける梨々。

「……お買い物したい…………半袖着たい……マンガ読みたい………………遊園地行きたい…………音楽聴きたい……長電話したい………………クレープ食べたい…………」

　それは子供の夢ではなかった。

　子供になれなかった子供の願いだ。

「………………………………手品……教えて欲しい…………」

　梨々は泣き続けた。
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　二本の光線が交差する。

　ガーゴイルの赤い光線がデュラハンを吹き飛ばし、デュラハンの青い光線がガーゴイルを跳はね飛とばす。爆ばく煙えんが研究所を包み、駐車場にはいくつもの穴が開いている。

『ルルルルルルルルゥゥゥ！』

　デュラハンが突進する。

　その熱杭打ちヒートパイルバンカーの速度はガーゴイルでも避けられないほどだが、弱点がないわけではない。ガーゴイルはデュラハンの足下を狙ってビームを撃つ。デュラハンの足をすくい上げる作戦なのだが――

『ルルルルルルル！』

　それよりも速くデュラハンの杭がガーゴイルの傷口に突き刺さった。

　亀裂がさらに広がる。

『むぅ！』

　ガーゴイルの光線がデュラハンを引きはがす。

　倒れ込むデュラハンに電撃を浴あびせる。しかしわずかに距離を開けたデュラハンはもう一度杭を尖とがらせて突進する。

　至近距離からの杭打ち。その熱と速度ならば、どんな門も破れるだろう。

　ガーゴイルは目に光線を溜ため――

『うおおおおおおおおおおおおおおっ！』

『ルルルルルルルルルルルルルルルゥ！』

　二つの錬金術の攻撃が、同時に重なった。

　デュラハンの杭を真まっ向こうから受け、ガーゴイルの光線を真っ向から受けた。

　杭が真っ赤に燃え上がり、光線がスパークした。

『考えよ！　汝にとって、家族とは何か！』

『オマエ、カゾク、シッテルカ!?』

　地面がえぐれ、砂じや利りが衝撃波に巻き込まれて飛び散る。













『オマエ、オレタチ、カゾク、チガウ、イウ！』

　杭が亀裂にめり込み、

『そうだ！　汝とハミルトンは家族などではない！』

　光線が白い装甲を赤く染め、

『百色がなんのために戦っているか考えたことはあるか!?　小さき者に夢を与え、弱き力で大きな未来を勝ち取ろうとする、そんな怪盗が、たった一人望んだ娘を――』

　赤い装甲にひびが入る。

『その娘を盗むに至った理由は何か！』

　矛ほこと盾たての攻撃は、盾の勝利に終わった。

　デュラハンの身体は光線に貫かれ、地面に転がった。壊れたテレビのように煙を上げながら、倒れずに沈黙している。

『ル……ルルルゥ…………』

　デュラハンの右砲が上がる。

　光線は出なかった。

『全てを知っていて梨々を守れなかった、汝の責任だ』

『ルゥ――』

　ガーゴイルの両眼が輝いた。

『知れ、首なし騎士！　無知は罪なり、されど無視は悪なり！』

　衝撃を伴ともなう光線が、デュラハンの身体を粉々に粉ふん砕さいした。
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　爆発は研究所内にも響いた。

「……あの首なしガンタンク、やられたみたいだな」

　百色の軽かる口くちに答える声はなかった。

　爆発や光線などで瞬間的に明るくなるものの、電気のついていない研究所は真っ暗だ。夜よ目めに慣れている百色とはいえ、暗あん視し鏡きようもなしに昼と同等の視力を得ることはできない。おまけにライトもつかない。カメラの電源が切ってあるのはそういうことか、と今さらになって納得する。

「ハハハッハハァ！」

　百色の真後ろから大きな刃のついたナイフが襲いかかってきた。

　声に振り向き、カードを投げつける。だが簡単に手で払われてしまい、百色はナイフをステッキで受ける。もともと研究者だ。ハミルトンの膂りよ力りよくは小さい。だが薬によって梨々と同様の感覚を得たとしたら――

「くっ！」

　ナイフが百色の脇腹をかすめた。黒い生地が破ける。

「くそっ！」

　ステッキを大きく振り、ハミルトンの喉のど元もとを狙う。

　だがこれもハミルトンは避よけた。

　死角を確実についてくる。次に百色がどうするかも表情で読まれてしまう。

　がら空きになった胴にハミルトンのナイフが突き入れられる！

　――ぐぐっ。

　微妙な感かん触しよくがナイフを伝ってハミルトンに失敗を告げた。

「なんだと！」

　その隙すきに百色は背を向けて逃げ出した。走りながら、いざというときのために服の中に入れておいた週刊少年マンガ雑誌を投げ捨てる。その後ろから銃声が何発か響いた。

　研究所の廊下をひた走り、百色は下の階に降りる。

「ハハッハハハハハ！　どうした怪盗くん！　逃げるのはお得意のようだが、目的のモノは盗めたのかね!?」

　階段を降りてくる笑い声。

「言っていろ！　この外げ道どうが！」

「学者という者は大なり小なりあれど、みな外道だよ！」

「だろうな！」

　叫び返しながら、百色は廊下を走る。

　わずかな月明かりに照らされたリノリウムの床を踏みしめ、百色は走る。

　――この男には勝たなくてはならない。どんな手を使ってでも、絶対に負けてはいけない。錬金術だとか怪盗だとか、そんなものは関係ない。梨々ちゃんを守る者として、こいつに勝たなくてはならないんだ！

「どうしたぁ？　逃げないのか？」

　声に振り向く。

　プシュッ。

　銃声が百色を出迎えた。

　弾は百色の頰ほおをかすめて、真後ろの壁に当たる。

　だが百色は焦あせらない。

「ところで気になっていたのだが」

　ハミルトンが首をかしげながら質問する。

「君は何をしにここへ来たのかね？　復ふく讐しゆうか？」

「違う」

「ならば、今度は何を盗みに来た？」

「――君にとって、実験動物だったモノだ」

　ハミルトンの足が止まった。

「ほう」

「人体実験がどうとか言うつもりはない。ただ、一人の人間として、彼女を盗む必要があると判断した。それだけだ」

「なんの権利があってそんなことが言える？　貴き様さまの娘でもあるまい」

「権利など関係ない。私は怪盗だ。しかるべきものをしかるべき姿に取り戻すのが怪盗の仕事。暗い実験室に閉じこめられた宝石を日の目に当てるのは、当然のことだ」

　両手を広げ、たったひとりの聴衆に聴かせるように熱弁する百色。

「……本当にそれだけか？」

　片かた眉まゆを上げてハミルトンが問うと、

「そんなわけないだろう」

　あっさりと否定した。

　銃口を向けられているというのに、百色は涼すずしい顔で手の中のステッキを弄もてあそんでいる。不意にステッキを強く振ると、先端から花が出た。はじめて梨々に贈った花と同じものだった。

　あの花を手にしたまま泣き出した少女。

　人から楽しませてもらった経験が皆かい無むに等しい少女。

　そんな子を、人の家庭に割り込んでまで助けたいと思ったのは、善意のほかに、百色自身の過去の体験がオーバーラップしたからでもある。

「知ってるか？　ゲームばかりしてたらバカになるんだぞ。それは超感覚のテストだろうが手品の特訓だろうが同じ事なんだ」

「……何を言ってるんだ？」

　ハミルトンの当然の疑問には、百色は苦笑だけを返した。

　言ってもわかるまい。怪盗として生きざるを得なくなった彼の人生など。

　ひとりぼっちだったのは、百色の方かもしれないのだから。

　それを気づかせてくれたのは、ほかでもない、梨々とガーゴイルのいる吉永さん家ちだ。

「こちらも一つ、訊ききたいことがある」

「……何かね、怪盗くん」

「あのとき非常ベルを鳴らしたのは、何な故ぜだ？」

「選択時間を減らすためだよ。ベルの騒音と警備員が来るという焦あせりで、たくさんあったはずの選せん択たく肢しを削けずったのさ。効果は覿てき面めんだったろぅ？　んん？」

　プシュッ。

　発砲音と風が百色を通りすぎる。

「……なるほどね。さすが学者さん」

　何度もうなずく百色。

　そして唐とう突とつに両手を広げ、叫んだ。

「レディースアンドジェントルマン！」

　声は廊下中に響き渡り、ハミルトンの耳にも確実に届いた。

　薬が効いているのだとすれば、うるさすぎるくらいだろう。

「ようこそ、怪盗百色のスーパーイリュージョンへ！」

　ハミルトンは銃を構えたまま近づいてくる。コツがわかってきたらしい。徐々に標的に近くなっている。

　そのハミルトンの足が止まった。




「なんだ……？」

　ハミルトンの瞬まばたきの回数が増えている。

　何かが、先ほどから視界にチラチラとまとわりつくような。

　そうして、気づく。

　壁、床、窓、至る所に貼られた――

「なんなのだ、このトランプは？」

　なんの変哲もないカードのようだ。

　怪盗からの返事はない。

「子供騙しか？　それとも目くらましか？」

　どちらにしろ、無む駄だなことだ。ハミルトンの感覚は極限まで研とぎ澄すまされている。それは色の識別も同様だ。たとえば百個の白い点に一つだけ混じっている灰色の点を瞬時に見つけ出すことも可能だ。

　怪盗が何を企たくらんでいるのかは知らないが、どうせ大量のカードで視界をふさぐ程度のことだろう。

　そんなもの――

　ひゅん。

　カードが飛来してきた。ハミルトンは無視して進む。五メートルまで近づいたら撃とうと決める。先ほどから一発も当たっていないので、イライラしていた。

　ひゅん。

　カードが飛んでくる。どんどん飛んでくる。

「おい、このカードしつこいぞ」

　カードの枚数が徐々に増えている。

　十枚、二十枚。

　――やはり、目くらましか。

　ハミルトンの視覚はカードの絵柄まで正確に判別できるというのに。

　ハートの３。スペードの８。

　クラブのキング。クラブの４。ハートの５。ダイヤのエース。

　いつしかハミルトンの身体を包み込むようにカードの紙吹雪ふぶきが踊っていた。それらをハミルトンは余裕を持って眺めている。

　クラブのクイーン。ダイヤの６。

　おや、ハートのエースが五枚ある。

　クラブの４、スペードのクイーン、スペードの２、ダイヤのキングが二枚、ハートの５は三枚、またクラブのキング、ダイヤの８、クラブの７、スペードの４が二枚、スペードのジャック、ハートの９、またスペードの２、クラブの６、ハートの――

「――ぐっ！」

　突然、ハミルトンの脳に突き刺さるような激痛が走った。

　あたりまえである。

　いくら感覚が優すぐれているとはいえ、そんなものを酷こく使ししていたら脳に負担がかかって当然である。一センチ手前でテレビを凝ぎよう視しするようなものだ。

「うあああああっ！」

　ハミルトンが銃を構えた。

　――どこだ。黒いのはどこにいる！

　その時、カードの白吹雪を割って、黒い影が躍おどり出でた。

　ハミルトンは狙い違たがわずその影を撃ち抜く！

「――な」

　銃弾が貫いたのは、カードと一緒に投げられた百色の上着だった。




　そして白いカードに混じり、白い影がハミルトンの下から現れる！




「うおおおおおおっ！」

　ワイシャツ姿の百色が、ステッキに仕込んだ刀でハミルトンを斬り上げた。反応速度も関係ない。絶対に避けられない距離が、すなわち刀の間合いだ。

　銃をはじき飛ばし、返す刀でハミルトンの肩を袈け裟さ懸がけに斬りつける。

　ハミルトンはカードの海に飲まれるようにして倒れた。

「……その薬が仇あだとなったな」

　かつん――

　百色が刀をステッキの鞘さやに収め、床につく。

　最後のカードが床に落ちた。

「――覚えておくんだ。幻想フアンタジーの世界では、剣は銃より強い」

　マントと上着と帽子を拾い上げ、身につける。

　ハミルトンは肩口を押さえたまま悶もだえている。峰みね打うちだ。斬られるより痛いかもしれないが、骨の二、三本は我慢してもらおう。こっちは撃たれかけたのだから。

「くそ……怪盗め…………」

「ハミルトン。梨々ちゃんは私が盗む」

「ま、待て！」

　立ち上がろうとするハミルトン。だが激痛に身をよじらせて、再び床に倒れた。

「梨々をどうするつもりだ！」

「少なくとも、貴様のようにはしない」

　百色の剣はハミルトンの喉元を狙っている。

「そんなこと、認められるか！」

「ずいぶんと食ってかかるじゃないか。ただの実験台だったのだろう？」

　不敵な笑みを浮かべる百色に、ハミルトンは這はいずりながら近寄ろうとする。

「あれは私の娘だ！　ほかの男になどやれるか！」

「ならば、なぜ薬の実験に使った!?」

　怒鳴りつける百色の剣を通り抜けて、ハミルトンの手がマントを摑んだ。決着もつき、もはや双方に戦意はなかった。

「錬金術の大成のため――私にはそれしかないのだ」

「学者バカ、とでも言いたいのか」

　ハミルトンは力なく笑う。

「バカがどうした。……研究だけが全てだった。ほかにないのだ。趣味も興味も、何もないのだ。昔はそうじゃなかったんだ。鉱石や、それが人体に与える影響を研究していて……妻も娘も、私を見守ってくれていて……」

　マントを摑むハミルトンの手が、かすかに震えている。呼吸も荒くなっていた。薬の効果がきれ始めたのだろうか。

「それが、どこで狂ったのだろうなぁ……」

　ハミルトンは想う。

　錬金術は鉄を金に変える秘法。

　高原イヨはそれを生活に役立てようとした。ハミルトンの超能力開発も、人類の進歩を夢見て進めた計画だったはずだ。

　どこかで歪ゆがんだのだ。

「どこだったのかなぁ……」

　そもそも梨々の超能力を研究し始めたのは、どういう理由だったか。

　梨々の認識能力がずば抜けて優すぐれていることに気づいたのは――

「いや、それは大した理由じゃなかった……そう……あの時だ……」

　試験結果を梨々に伝えたときだ。

「あの、梨々の嬉うれしそうな顔だ……私は、それを世界中の子供に見せてあげたかったんだ……君たちは、こんなにすばらしい可能性を持っているんだよ、と教えたかったんだ……ハハッ、ハハハハハ、ハハハハハッ！」

　虚うつろな目でつぶやくハミルトンの言葉は、いつのまにか母国語になっていた。百色もそれに気づいていたが、何も言わなかった。

　ハミルトンの手が、マントからするりと抜けた。もはや百色すら見ていない。

　怪盗は再び剣をステッキの鞘に納めた。

「ハミルトン。君から梨々ちゃんの親権を盗ませてもらう。私はしがない怪盗だが、錬金術の亡もう者じやに比べれば百倍マシだ。言っておくが、法律など怪盗の前には紙かみ屑くず同然だ」

　上半身を起こしたハミルトンの肩を、百色がそっと叩いた。

「二度と梨々ちゃんの前に姿を現すな――と、言いたいところだが、まだ手遅れじゃない。君の努力次第だな。しばらく娘と離れてみるといい。頭を冷やして、本当に反省した頃には、梨々ちゃんが自分で戻りたいと言い出すだろう」

「……そんな」

「最後まで責任を取れ、と言ったのは誰だったかな？」

　かつん――

　ステッキが床をつく音。

　百色はハミルトンを捨て置いて歩き出す。もうこの男に用はないと言わんばかりに。

　ハミルトンはがっくりとうなだれたままだ。

「安心しろ」

　一度だけ振り向き、百色は告げる。

「数年もすれば、どんな錬金術でも作れない笑顔を見せてやる」

　その言葉に安心したのか、ハミルトンは床に倒れた。

　怪盗百色はカードにまみれて倒れている錬金術師に対して、シルクハットを取って頭を下げた。親としてか敵としてなのかは、本人にもわからなかった。

　そして地下の研究室に向けて歩き出した。

　背後からくぐもった泣き声が聞こえてきたが、百色は振り向かなかった。
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「しかし、派手に壊したなぁ」

　イグニッションキーを捻ひねり、計器を確認する。

　すぐにエンジンがかかり、暖機運転を始める。

『我ではない。デュラハンの実弾兵器がほとんどだ』

　後部座席のガーゴイルが苦しそうに答える。

「明日、職員の人が来たら戦争でも始まったのかって思うぞ」

『むぅ。我にも責任がないわけではないが――』

「ハミルトンがうまくやってくれるだろう。ところであの首なしは完全に壊したのかい？」

『死んではいない。自力では歩けないだろうが』

「そうか。やはり君は強い」

『世せ辞じなど無用だ』

「お世辞じゃないけどね……」

　ちらりと百色がバックミラーを見ると、黒い石像の胸に開いている大きな傷に興味が湧わく。

「それ、痛くないのか？」

『痛みはない。それにいずれ治る』

「治るのか!?」

　それは百色もびっくりした。

　ガーゴイルの胸は半分以上がえぐり取られており、人間なら確実に致ち命めい傷しようだ。そもそもガーゴイルは石だ。石像が治ち癒ゆする話は、さすがに百色の常識にはない。

『以前、向こう側が見える穴を塞ふさいだ者がいる。我にもできるだろう』

「それも錬金術か？」

『よくはわからぬが、見た目は普通の軟なん膏こうだった』

「そうか……」

　それ以上百色はツッコまずにアクセルを踏んだ。

　車は林道を揺れながら走ってゆく。たまにガーゴイルが倒れたりしているが、気がつけばきちんと座っているので安心した。まあ椅い子すの上に座っているのはスタイルなので百色の口を挟はさむところではないが。

『これで全て終わったのか？』

　今度はガーゴイルが尋ねてきた。

「いや。私にとってはこれからが忙しいぞ。梨々ちゃんを学校に通わせなければ。それから住む所も。ついでにこの車を持ち主に返して来なければ」

『なっ――貴様、この車は盗品か？』

「言わなかったっけ？」

『何を考えている。盗みはあれはどやめろと忠告しただろうに』

「無理だ。私は怪盗だ」

『……』

　無言で後頭部に光線を放った。

「あちっ！」

　天井で潰つぶれたシルクハットから煙が上る。

『これから梨々を育てようとする者がそんなことでは――』

「運転中の光線はやめてくれ！　事故るから！」

『それと、助手席の書類はなんだ？』

「ハミルトンの研究データだ。錬金術に関する情報を全て盗んでおいた。兎轉舎への土産みやげにもなるし、そもそもこれはハミルトンにとっても私にとっても盗むべきものだ。そうだろう？」

『盗むな』

「あっつ！　だから光線はやめろ！」

『黙れ。改心せよ』

「だいたい君はなんでもビームで解決しようとするな！　暴力以外にないのか！」

『そういうことを言っているからキレる子供が増えるのだ』

「関係ない！」

　怒鳴り合いを続けながら、車は御ご色しき町ちように向かって走る。

　ケンカするほど仲がいいと言うが、このふたりに関しては、まぁそんなようなものと考えていいだろう。敵でありながら友人であってもいいではないか。

　結局、車の持ち主は、翌朝ドアを開けるとなぜか燃料が満タンになっていることと、運転席に焦こげ目めがあることに首をかしげるのだった。
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　灯りがついていたので、もしやとは思っていたが。

「あ、おかえりガーくん」

　リビングでは吉永家の全員がパジャマ姿でくつろいでいた。

『汝ら――』

　これにはさすがのガーゴイルも唖あ然ぜんとするばかりだった。

『いったい何を考えているのだ？』

「おめーの帰りが遅いから、待ってたんだろーが」

　ガーゴイルの頭を足でつつきながら、双ふた葉ばがあくびを嚙かみ殺している。

『だが、今は夜中の三時だぞ？　そんなに遅くまで待っていて、その、明日は休日ではないのだぞ？』

「だからおめーのせいだろうが！」

　双葉がつついていた足でガーゴイルを蹴り倒した。

　その光景を見て、ほかの三人が朗ほがらかに笑う。

「いやぁ、ガーゴイル君が『悪いことをしに行く』と出ていった、なんて聞いた時はびっくりしたよ！　まさか幼児を盾たてにとって凶悪犯罪でもするんじゃないかと思っていたからなぁ！」

「パパ、さすがにガーくんでもそれはないよ」

「でも、明日の朝刊には載のるんだろ？　ほら、東宮邸テロの時みたくさ」

　双葉も会話の輪に入って、楽しそうに笑う。

『むぅ……』

　取り残されたガーゴイルは、どんな事を言えばいいかわからない。

「ほらよ、鈴。……で、どうだったんだよ？」

　ガーゴイルの首に預かっていた鈴をかけながら、主語のない質問をする双葉に対し、

『うむ。解決した。全く問題ない』

　こちらも主語のない返答をするガーゴイル。

　ママが四人分のアイスココアを淹いれてテーブルに置いた。夏の夜に、涼しさと暖かさの両方を感じる匂においが満ちる。吉永家の面々もその匂いに誘われてテーブルに座る。

「どうしたガーゴイル君、君もこちらに来たまえ！　こういう時は家族みんなで過ごすのが一番だ！」

　パパが手招きした。

『……その』

　だがガーゴイルは動けない。

『我は、梨々と百色のためとはいえ、罪を犯おかした。そんな我を家族と呼んでもらうのは、その、申し訳が立たないというか、その』

　以前こういう事を言った百色が、吉永家のトリプルアタックを喰らった。

　だが今回は違った。

　双葉はココアの入ったマグカップを置き、静かにため息をついた。

「いいから早く来いって。家族が悪いヤツだっていいじゃねーか。悪人にだって家族はいるんだしさ」

「それに、ガーくんが悪いことをしたなんて、みんな思ってないよ」

『双葉、和かず己み……』

　家族の笑顔に、ガーゴイルの心が震ふるえる。

　梨々もこんな家族に恵まれるなら、幸せだろう。百色と梨々の末は、きっと安心だ。

「よーし、ガーゴイル君！　パパと一緒に風呂に入ろう！」

　突然、パパがガーゴイルの身体を担かつぎ上あげた。

『な、何をするのですか、パパ殿！』

「家族の会話は、風呂と食卓だ！　見ればずいぶん汚れているじゃないか！」

　丸太のようにガーゴイルを肩に担ぎ、パパは風呂場へ歩き出す。

「あ、じゃあ僕も。寝る前にシャワー浴びる」

「ついでにガーゴイル、シャンプーしてやろうぜ」

　和己と双葉も立ち上がる。ママはいそいそとタオルの用意をする。

『そ、その、我は石せつ鹼けんが嫌いなのだが』

「うるせぇ！　思いっきり洗ってやるから覚かく悟ごしろ！」

　吉永家の人々に御み輿こしのように運ばれていくガーゴイルは、言葉にこそ出さないものの、まだ自分が家族と呼ばれていい存在であることに安あん堵ど感かんを覚えるのだった。

　この時間が永遠に続くことを望みながら。






































　ハミルトン研究所が謎なぞのテロリストに襲おそわれた事件から一週間ほど過ぎた。死傷者がいなかったので、ニュースにもそれほど取り上げられなかったようだ。報道陣はそれよりも今話題の怪かい盗とう百ひやく色しきを追うことに躍やつ起きになっていた。

　今年の夏は、怪盗百色の色に染められたまま、終わりを迎えそうだ。

　崩ほう壊かいしてゆく夏休みを思い、警察関係者は一いち様ように重い空気を背負っていた。




　さて、そんな夏休みの風景。

　東北地方にある、とある小さな美術館。

　休日の入場者数が二ふた桁けたいくかいかないかという、微び妙みような人気である。

　その美術館に、珍客が現れた。

「フハハハハハハハハ！　怪盗百色、予告通り参上した！」

　真夜中の美術館には警察がひしめき合っており、一週間の入場者数を軽く超えていたが、誰だれも絵画には興味がないようだった。

　そんな中、怪盗百色が正門から堂々と入場してきたのである。

「どういう経けい緯いでこの美術館に流れたのか知らないが、絵画『ホメロスの苦悩』、私が貰もらい受ける！」

　警察の包ほう囲い網もうに取り囲まれたまま悠ゆう然ぜんと言い放はなつ百色に、警棒が殺到する。しかし警棒の一つ一つをアクション俳優のように避よけていくうちに、警察も百色がどこにいるのかわからなくなってくる。

　変装は怪盗の常じよう套とう手段だが、百色は警棒を避けながら着替えているのだ。徐々に消えていく怪盗の姿に、警官たちもとまどいの色を隠せない。

　とうとう百色の姿は警官に紛まぎれてしまった。

「ど、どこさいった？」

「あ、あいづ見たごどねぇ！」

　しかしそこは田舎いなかの警察、全員の顔と名前は覚えられてある。横のつながりが広いのだ。百色の見み慣なれない顔はすぐに見つかり、警官たちは同じ服を着た怪盗を追い回す。

「うーん。やっぱり顔も変えた方がよかったかな」

　反省しながら館内を逃げ回る百色。

　このまま逃げ回りながら、目的の絵を頂ちよう戴だいしてしまおうと企たくらむ。

　ところが。

『反省しない男だな、汝なんじも』

　目的の絵画の前に座っている、包帯を巻いた黒い犬の石像。

「ガ、ガーゴイル君！　なんで君がここに！」

『警察関係者に知人がいてな。夏休みの時ア給ル制バ労イ働トにと誘われた』

「噓うそだろう!?」

『本当だ。怪盗百色を捕つかまえればいいそうだ。楽な仕事だ』

「言ってくれるな……！」

　百色はカードを取り出し、

「しかし、私にも秘密兵器があるんだぞ」

『ふん。どうせ汝の考えることなどたかが――』

「来い！　デュラハン！」

『ルルルルルルル！』

　ドカン！

　美術館の壁を突き破って、白い首なし騎士が現れた。

『なんだと！』

　煙と混乱に包まれる館内で、百色が「ホメロスの苦悩」を手に取る。デュラハンの頭の上に腰掛けて、怪盗は高笑いした。

『なぜ首なし騎士がここにいる。ハミルトンと一緒だったのではないのか？』

『ルルルルル！　ハカセ、すこっとらんど、カエッタ！　ハカセ、フルサト！』

「壊れているのを私が直したんだよ！　さすが錬れん金きん術！」

　見ればデュラハンの白い身体の所々に包帯が巻かれている。ガーゴイル同様、完治はしていないらしい。そして胸にはスペードのマークが。百色が描いたのか。

『ルルル！　オレ、りり、ヤシナウ！』

『だったら真ま面じ目めに働け』

　ガーゴイルの光線が背を向けたデュラハンの尻に焼き付く。

『アウチ！』

「逃げるぞデュラハン！」

『ルル！』

　開いた穴から百色を乗せたデュラハンが脱出する。杭くい打ちのダッシュを利用して、猛スピードで消えていった。

『待て！』

　ガーゴイルが光線を撃ち放つ。百色とデュラハンに何発も当たっているのだが、勢いは止まらない。警官が穴から出て、ふたりを追い回してゆく。

　夏休みのガーゴイルは、こんな風に日本中を使った鬼ごっこに終始していた。その間も吉よし永なが家けと御ご色しき町ちようを守ることは忘れていないのだから、さすがと言えるだろう。





[image: ]






　夏休みが過ぎ、新学期が訪おとずれた。

　長ったらしい全校集会が終わり、みんな眠気を引きずったまま教室に戻る。

「――はい――今日は――――全校――集会で――――終わりです――」

　肩まである前髪を揺らしながら、相変わらず不ぶ気き味みに笑う夜よ倶ぐ先生の号令に、教室中から歓声があがった。さっそくカバンを取り出す生徒までいる。

「――でも――その前に――」

　机の上でぐったりしている双ふた葉ばの肌は、小麦色を通り越して炭すみのように真っ黒だった。どれだけ遊んでいたかがよくわかる。ぐったりしているのは三一日の宿題地獄のせいだ。

　そんな双葉に夜倶先生が怪あやしく近づいて、そっとささやく。

「――――双葉ちゃん――――夏休みの――宿題は――――終わったかな――？」

「終わるかあんなの！」

　がば、と双葉が起きあがった。

「なんであたしの宿題だけほかの奴らの五倍なんだよ！　教科書よりブ厚い『なつやすみのとも』なんてはじめて見たぞ！」

「クックック――――怪盗に――――お願い――して――先生の――――家から――テストを――――盗もうと――した――――罰だよ――――クククククク」

「な、なんで知ってるんだよ！」

「――フフフ――それでも――日焼け――――するほど――遊んで――フフフ――」

　怪しい笑みを浮かべたまま、教卓へ戻っていく夜倶先生。まだ気温は高いのに、双葉の背筋に冷たいものが走った。

「さて――宿題は――――来週――提出――――ですが――――」

　まだ話を続ける夜倶先生に、生徒たちが不満げな顔を隠さず見せる。

　正直な生徒を育てるという点では、夜倶先生は適役かもしれない。

「ここで――――転校生を――紹介――――――します」

　教室内がざわめく。

「転校生？　きっと過去に傷のある不良だぜ」

　後ろの席の石いし田だがつぶやいたのを聞き、双葉が振り返って勝手な憶おく測そくを披ひ露ろうする。

「いや、きっと美少女だ。このクラスの誰かと今け朝さぶつかってパンチラしたんだ」

「いやいやあの先生のことだから、超能力者の一人や二人連れてきてもおかしくねーぞ」

「双葉ちゃんも石田くんも、ここ小学校なんだから……」

　双葉の隣の席に座っている小お野の寺でら美み森もりが控ひかえめにツッコミを入れた。

「――まぁ――――百ひやく聞ぶんは――一いつ見けんに――――如しかず――――ご登場――――願いましょう――――」

　夜倶先生が教室の扉の方を向いた。

　おそらく夜倶先生のタイミングでは、ここで転校生が入ってくるはずなのだろう。ところが扉の外でなにやら騒ぎが起きているようだった。壁越しにも聞こえるくらい大きな声で大人と子供が言い争っている。

　――じゃないか、この怪盗百色、父ふ兄けいとして少しみんなにご挨あい拶さつを――

　――から、おじさんが入っていったら大騒ぎに――

　――ルル――

　――ええい、こうなったら窓から――

　クラス中が静まりかえり、教室の外に注目していた。

「――ちょっと――自習にします――」

　夜倶先生が扉を開き、外に出て行くと、声はピタリと止やんだ。

　扉が開いているせいか、声が大きく聞こえる。

「――ご父ふ兄けいの方――ちょっとこちらへ――」

「な、ちょっと待ってくれ先生、またアレをやるのか!?」

『――ルル！　オレ、ニゲル！』

「お、おじさん！　落ち着いて！」

「やめろ！　アレはもう二度とゴメンだ！」

　開いた扉から、黒いマントのようなものがバタバタ動いているのが見える。悲鳴とも呼べる声が遠ざかると、外はようやく静かになった。

　クラスを代表して、双葉が廊下をのぞきに行く。

　見事なまでに誰もいなかった。

「……あー、転校生もいなくなっちまった」

　頭を掻かきながら、双葉が教卓の前に立った。













「まぁいいか、代わりにアタシが紹介するから、みんな聞け」

　クラス中の視線が集まるのを感じながら、双葉は思い出す。

　金髪の、かわいい笑顔の超能力者。

　怪盗百色の家族。

　双葉の友達。

「名前は、梨り々りっつってな――」


おわり







　あとがき







　ちわーッス。

　田た口ぐち仙せん年ねん堂どうでございます。




　前作「吉永さん家ちのガーゴイル」を読んでくださった方、本当にありがとうございます。おかげさまでこうして２巻を出すことができました。まだ読んでいない方、さっさと読んでください。

　友人達の評判も上々で、

「あ、ごめん、まだ買ってねぇ」

「買ったよー。けど仕事が忙しくて、まだ読んでないのー」

「売ってないねえ、ウチの近く。それよりシフト代わってくれない？　無理？」

「そんなことどうでもいいから、貸した小説はやく返せよ！」

　などと温あたたかい声援をいただきました。良い友人に恵まれたと心から自慢できます。おまえら全員あとで覚えてろよ。それから最後の人、ごめん今度返す。




　お礼ターイム！

　まずは担当のＭ女史。何も知らされないまま目黒の寄生虫博物館へ連れて行かれた想い出、一生忘れません。そしてハンサムな絵描き日ひ向むかい悠ゆう二じさん。ヒマを見てはムカデやナナフシや寄生虫の画像を送ってこないでください。麺めん類るいよりも魚介類のほうが食べにくくなるので。

　それからこの本に携たずさわってくれた全すべての人。ならびに読者の皆様。最近、就職が決まったあんにゃろ。俺に虫を見せようとしないので、心から感謝できます。ありがとう。




　それではまた、次巻で。

　うわ、なんか恨うらみ言ごとばっかりだ！
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